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秋
篠
宮
家
の
長
女
、
小
室
眞

子
さ
ん
︵
30
︶
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術

館
ア
ジ
ア
ギ
ャ
ラ
リ
ー
内
日
本

館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
掛
け
軸

の
オ
ン
ラ
イ
ン
版
の
カ
タ
ロ
グ

に
実
名
で
こ
の
ほ
ど
解
説
を

執
筆
し
、
同
美
術
館
デ
ビ
ュ

ー
を
飾
っ
た
。
こ
の
掛
け
軸

は
、
沖
縄
の
画
家
、
山
田
真

山
︵
１
８
８
７
〜
１
９
７
７
︶

が
、
鎌
倉
時
代
︵
１
１
９
２
〜

１
３
３
３
︶
に
仏
教
を
大
勢
の

人
々
に
紹
介
す
る
た
め
に
日
本

中
を
旅
し
た
僧
侶
、
一
遍
の
生

涯
に
着
想
を
得
て
描
い
た
作

品
。
日
本
館
の
展
示
ホ
ー
ル
を

正
面
か
ら
奥
に
進
み
、
突
き
当

た
り
の
右
側
の
壁
の
ガ
ラ
ス
ケ

ー
ス
内
に
２
点
展
示
さ
れ
て
い

る
。

　

こ
の
カ
タ
ロ
グ
に
は
、
絵
の

詳
細
な
分
析
、
一
遍
の
生
涯
の

物
語
、
一
遍
の
描
写
の
違
い
に

つ
い
て
の
説
明
が
英
文
で
な
さ

れ
て
い
る
。
同
美
術
館
の
ア

ジ
ア
部
門
責
任
者
の
ジ
ョ
ン
・

カ
ー
ペ
ン
タ
ー
さ
ん
が
記
述
し

た
解
説
﹁
平
清
盛
入
道
図
﹂
を

同
氏
の
指
導
で
加
筆
修
正
し
た

も
の
で
、
同
美
術
館
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
は
﹁M

onk Ippen 
G

iv
in

g
 a W

arrior th
e 

T
on

su
re an

d H
is W

ife 
as a Lay B

uddhist N
un

﹂

の
タ
イ
ト
ル
で
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
現
在
展
示
さ
れ
て
い
る
日

本
館
で
の
ケ
ー
ス
内
の
表
題
は

ま
だ
修
正
前
の﹁
山
田
真
山
筆
、

平
清
盛
入
道
図
﹂
の
ラ
ベ
ル
が

貼
ら
れ
て
い
る
。

　

眞
子
さ
ん
は
、
国
際
基
督
教

大
学
で
芸
術
と
遺
産
の
学
士
号

を
、
２
０
１
６
年
に
英
国
レ
ス

タ
ー
大
学
で
博
物
館
と
ギ
ャ
ラ

リ
ー
研
究
で
修
士
号
を
取
得

し
、
東
京
大
学
の
大
学
博
物
館

で
は
特
別
研
究
職
を
務
め
て
施

設
と
皇
室
の
職
務
を
両
立
し
て

い
た
。
現
在
は
、
ビ
ザ
の
関
係

で
報
酬
を
伴
わ
な
い
イ
ン
タ
ー

ン
に
近
い
形
で
の
勤
務
と
見
ら

れ
る
が
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
以
降

同
美
術
館
で
は
大
規
模
な
リ
ス

ト
ラ
が
あ
っ
た
た
め
、
経
済
再

開
と
共
に
今
後
、
ス
タ
ッ
フ
の

増
員
は
急
務
で
、
眞
子
さ
ん
の

キ
ャ
リ
ア
か
ら
し
て
将
来
的
に

は
段
階
を
踏
ん
で
正
規
職
員
へ

の
道
も
大
い
に
あ
り
そ
う
だ
。

　
　
　
　

︵
関
連
記
事
５
面
に
︶

眞
子
さ
ん
初
め
て
の
お
仕
事

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
日
本
館

展
示
作
品
の
カ
タ
ロ
グ
に
実
名
で
解
説

眞子さんが解説を書いた山田真山の掛け軸（左の２枚、日本館で４月 16 日、写真・三浦良一）
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来
週
号
は
お
休
み
し
ま
す

　

本
紙
は
月
に
４
回
発
行
し
て

い
ま
す
が
、
４
月
は
発
行
日
に

当
た
る
土
曜
日
が
５
回
あ
る
た

め
、
第
５
週
の
４
月
30
日
号
は

５
月
７
日
号
と
の
合
併
号
に
な

り
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
活
プ
レ
ス
社

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の

影
響
で
大
き
く
普
及
し
た
リ
モ

ー
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
自
宅
勤
務

だ
が
、
コ
ロ
ナ
が
収
ま
り
つ
つ

あ
る
現
在
で
も
継
続
す
る
企
業

が
多
く
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の

経
済
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え

始
め
て
い
る
。

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
米
国
本
社

を
置
く
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
会
社
の
プ
ラ
イ
ス
ウ

ォ
ー
タ
ー
ハ
ウ
ス
ク
ー
パ
ー
ス

︵Pw
C

)

は
従
業
員
４
万
人
に

つ
い
て
リ
モ
ー
ト
勤
務
で
今
後

も
働
け
る
こ
と
に
し
た
。
ク
イ

ン
・
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ア
ー
ク

ハ
ー
ト
・
サ
リ
バ
ン
法
律
事
務

所
も
約
３
０
０
人
い
る
弁
護
士

は
米
国
の
ど
こ
に
住
ん
で
も
よ

い
こ
と
に
し
た
。
約
２
５
０
０

人
の
従
業
員
が
い
る
米
出
版
大

手
の
ペ
ン
ギ
ン
・
ラ
ン
ダ
ム
ハ

ウ
ス
社
も
、
も
う
ミ
ッ
ド
タ
ウ

ン
の
オ
フ
ィ
ス
に
戻
る
必
要
は

な
い
と
し
て
い
る
。
通
信
大
手

ベ
ラ
イ
ゾ
ン
も
リ
モ
ー
ト
と
出

社
の
両
方
が
で
き
る
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
勤
務
を
開
始
す
る
な
ど
、

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
本
社
が
あ
る

企
業
が
続
々
、
リ
モ
ー
ト
勤
務

を
継
続
さ
せ
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
不
動
産
会
社
や
投

資
銀
行
な
ど
、
社
員
研
修
や
チ

ー
ム
で
の
仕
事
に
は
対
面
が
必

要
と
し
て
オ
フ
ィ
ス
勤
務
に
戻

し
て
い
る
企
業
も
多
い
。
Ｊ
Ｐ

モ
ル
ガ
ン
・
チ
ェ
ー
ス
は
約

27
万
１
０
０
０
人
の
従
業
員
の

お
よ
そ
半
分
は
週
５
日
オ
フ
ィ

ス
で
働
い
て
い
る
と
い
う
。
ジ

ェ
イ
ミ
ー
・
ダ
イ
モ
ン
Ｃ
Ｅ
Ｏ

︵
最
高
経
営
責
任
者
︶
は
﹁
リ

モ
ー
ト
は
意
思
決
定
が
遅
れ
、

自
発
的
な
学
習
や
想
像
性
も
損

な
う
﹂
と
批
判
的
だ
。

　

し
か
し
、
求
人
情
報
検
索
大

手
の
イ
ン
デ
ィ
ー
ド
の
調
査
に

よ
る
と
リ
モ
ー
ト
勤
務
を
望
む

声
は
多
く
、
特
に
女
性
に
よ
く

見
ら
れ
と
い
う
。
人
材
を
獲
得

す
る
う
え
で
は
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
も
含
め
リ
モ
ー
ト
勤
務
が
で

き
る
方
が
有
利
に
な
っ
て
い
る

状
況
だ
。

　

リ
モ
ー
ト
勤
務
に
よ
り
通
勤

者
が
減
れ
ば
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ

プ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
小
売
や
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
店
に
至
る
ま
で
影

響
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
交

通
公
共
機
関
は
サ
ー
ビ
ス
削
減

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
大
学
、
シ
カ
ゴ
大
学

お
よ
び
メ
キ
シ
コ
自
治
工
科
大

学
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
ら
は
、
コ

ロ
ナ
禍
前
は
約
１
万
３
７
０
０

ド
ル
で
あ
っ
た
労
働
者
一
人
当

た
り
オ
フ
ィ
ス
周
辺
で
の
年
間

消
費
が
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
増

加
で
６
７
３
０
ド
ル
に
ま
で
減

少
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
予
測

し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束

し
て
も
客
足
が
元
に
は
戻
ら
ず

街
の
経
済
は
低
迷
し
た
ま
ま
と

な
る
わ
け
だ
。

　

ま
た
勤
務
者
が
減
れ
ば
当
然

オ
フ
ィ
ス
ス
ペ
ー
ス
は
減
少

し
、不
動
産
税
の
減
収
と
な
る
。

そ
う
な
る
と
不
動
産
税
に
依
存

す
る
学
校
、
警
察
、
公
園
管
理

な
ど
へ
の
運
営
予
算
に
深
刻
な

脅
威
を
も
た
ら
す
。
ア
ダ
ム
ス

市
長
や
ホ
ー
ク
ル
州
知
事
は
危

機
感
を
強
め
、
オ
フ
ィ
ス
勤
務

に
戻
る
よ
う
求
め
て
い
る
が
、

ま
だ
具
体
的
に
手
を
打
つ
段
階

に
は
至
っ
て
い
な
い
。

Ｎ
Ｙ
市
の
リ
モ
ー
ト
勤
務

税
収
も
経
済
も
ダ
ウ
ン
か
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国
民
年
金
の
Ｗ
Ｅ
Ｐ

誤
適
用
是
正
活
動
の
現
況

　

Ｓ
Ｓ
Ａ
︵
米
国
社
会
保
障
庁
︶

か
ら
米
国
年
金
を
受
給
し
、
か

つ
国
民
年
金
の
受
給
者
で
も
あ

る
日
本
人
が
、
米
国
の
Ｓ
Ｓ
Ａ

が
定
め
る
Ｗ
Ｅ
Ｐ
︵W

indfall 
E

lim
ination Provision 

棚

ぼ
た
排
除
規
定
︶
の
誤
適
用
に

よ
り
、
米
国
年
金
が
減
額
さ
れ

る
と
い
う
事
態
が
生
じ
て
い
ま

す
。
日
本
人
で
Ｓ
Ｓ
Ａ
か
ら
米

国
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

は
、
現
在
約
９
万
人
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
全
て
の
日
本
人
が

国
民
年
金
を
併
給
し
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
誤
適

用
に
関
し
て
多
く
の
相
談
が
寄

せ
ら
れ
て
お
り
、
影
響
の
大
き

さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
こ
の

問
題
は
、
誤
適
用
の
影
響
を
受

け
貴
重
な
老
後
の
生
活
資
金
を

削
減
さ
れ
て
い
る
現
在
の
受
給

者
の
み
な
ら
ず
、
将
来
世
代
に

も
大
き
く
影
響
し
得
る
重
要
な

問
題
で
す
。

　

Ｗ
Ｅ
Ｐ
の
最
大
減
額
金
額
は

昨
年
は
４
９
８
ド
ル
で
し
た

が
、
今
年
は
５
１
２
ド
ル
で
す
。

　

私
が
Ｗ
Ｅ
Ｐ
の
存
在
を
知
っ

た
の
は
Ｎ
Ｙ
総
領
事
館
に
領
事

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
勤
務
し

て
い
た
２
０
０
６
年
の
と
き

で
、
05
年
10
月
米
社
会
保
障
協

定
が
締
結
さ
れ
た
翌
年
の
こ
と

で
し
た
。

　

そ
れ
以
降
Ｗ
Ｅ
Ｐ
の
存
在
に

つ
い
て
の
広
報
活
動
を
開
始
し

ま
し
た
が
、
Ｗ
Ｅ
Ｐ
の
国
民
年

金
誤
適
用
解
消
に
取
り
組
ん
だ

の
は
16
年
秋
か
ら
で
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
Ｗ
Ｅ
Ｐ
誤
適
用
に

対
す
る
是
正
活
動
の
た
め
、
米

国
各
地
で
講
演
会
を
開
催
し
た

り
、
電
話
、
メ
ー
ル
に
よ
る
相

談
を
受
け
て
参
り
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
に
な
り
、
訪
米
が
出
来

な
く
な
っ
た
た
め
、
ウ
ェ
ビ
ナ

ー
で
Ｗ
Ｅ
Ｐ
問
題
等
の
テ
ー
マ

で
講
演
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ

り
、
誤
適
用
早
期
解
決
の
嘆
願

書
を
Ｓ
Ｓ
Ａ
や
在
米
日
本
大
使

館
宛
に
提
出
し
た
り
致
し
ま
し

た
。

　

昨
年
か
ら
は
ワ
シ
ン
ト
ン
の

在
米
日
本
大
使
館
と
当
該
問
題

の
早
期
解
決
の
た
め
の
定
期
的

ミ
ー
テ
イ
ン
グ
が
開
始
さ
れ
、

ま
た
Ｓ
Ｓ
Ａ
と
の
レ
タ
ー
の
や

り
取
り
に
よ
る
問
題
解
決
へ
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
す
。

　

今
年
に
入
り
届
い
た
嬉
し

い
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
は
、
米

日
コ
ー
カ
ス
︵
米
議
会
に
お

け
る
唯
一
の
正
式
な
対
日
議

連
︶
米
議
会
の
共
同
議
長

︵JO
A

Q
U

IN
 C

A
ST

R
O

下

院
議
員
︵
民
・
テ
キ
サ
ス
州
︶

及
びA

D
R

IA
N

 SM
IT

H

下

院
議
員︵
共
・
ネ
ブ
ラ
ス
カ
州
︶︶

か

ら
、K

ilolo K
ijakazi

社

会
保
険
庁
︵
Ｓ
Ｓ
Ａ
︶
長
官
宛

に
本
年
１
月
27
日
付
、﹁
米
国

年
金
に
関
す
る
Ｗ
Ｅ
Ｐ
の
適
用

と
国
民
年
金
の
扱
い
﹂
と
の
表

題
で
、“

Ｓ
Ｓ
Ａ
が
誤
適
用
問

題
を
何
年
も
未
解
決
の
ま
ま
に

し
て
い
る
こ
と
を
懸
念
し
て
お

り
、
そ
の
検
討
を
加
速
さ
せ
る

こ
と
を
要
請
す
る” 

趣
旨
の
レ

タ
ー
が
出
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

こ
の
レ
タ
ー
を
受
け
て
Ｓ
Ｓ
Ａ

が
誤
適
用
の
早
期
解
決
に
つ
な

が
る
契
機
に
な
る
こ
と
を
、
皆

さ
ん
と
共
に
大
い
に
期
待
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

米
日
コ
ー
カ
ス
は
、
貿
易
投

資
、
安
全
保
障
、
地
域
の
安
定
、

軍
事
面
で
の
協
力
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
、
技
術
開
発
、
環
境
を
は
じ

め
と
す
る
日
米
両
国
が
共
通
の

関
心
を
有
す
る
課
題
に
つ
い
て

二
国
間
協
力
を
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
米
国
連
邦
議
会

に
お
け
る
議
員
連
盟
で
す
。
今

後
と
も
、
皆
さ
ん
と
共
に“

誤

適
用
早
期
解
消”

の
活
動
を
続

け
て
参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
・
セ
ン
タ

ー
を
所
有
す
る
不
動
産
投
資
会

社
テ
ィ
ッ
シ
ュ
マ
ン
・
ス
パ
イ

ヤ
ー
が
、
Ｎ
Ｙ
の
冬
の
風
物
詩

の
ひ
と
つ
で
あ
る
同
セ
ン
タ
ー

の
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
場
を
今
月

15
日
か
ら
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト

場
と
し
て
営
業
し
て
い
る
。 

　

同
社
は
、
家
族
が
１
９
７
９

〜
81
年
に
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
一

世
を
風
靡
し
た
伝
説
の
ロ
ー
ラ

ー
ス
ケ
ー
ト
・
デ
ィ
ス
コ
﹁
フ

リ
ッ
パ
ー
ズ
・
ロ
ー
ラ
ー
・
ブ

ギ
ー
・
パ
レ
ス
﹂
を
経
営
し
て

い
た
モ
デ
ル
の
リ
バ
テ
ィ
・
ロ

ス
さ
ん
と
提
携
し
、
同
セ
ン
タ

ー
と
し
て
は
１
９
４
０
年
以
来

初
め
て
、
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト

場
復
活
が
実
現
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

　

同
デ
ィ
ス
コ
は
、
か
つ
て
デ

ィ
ス
コ
と
し
て
運
営
し
て
い
た

ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
劇
場
に
因
み

﹁
ス
タ
ジ
オ
54
オ
ン
・
ウ
ィ
ー

ル
ズ
﹂
と
し
て
も
知
ら
れ
た
。

プ
リ
ン
ス
や
シ
ェ
ー
ル
、
エ
ル

ト
ン
・
ジ
ョ
ン
、
ロ
ビ
ン
・
ウ

ィ
リ
ア
ム
ズ
な
ど
多
く
の
セ
レ

ブ
た
ち
が
常
連
だ
っ
た
が
、
建

築
許
可
の
問
題
で
わ
ず
か
２
年

で
閉
店
し
た
。 

　

同
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
場
の

デ
ザ
イ
ン
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ド
ゥ
・
ベ

タ
ッ
ク
氏
に
依
頼
し
た
。
Ｄ
Ｊ

ブ
ー
ス
を
設
置
し
デ
ィ
ス
コ
音

楽
で
来
場
者
を
盛
り
上
げ
る
ほ

か
、
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
の
レ

ッ
ス
ン
も
提
供
し
、
コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
予
定
し

て
い
る
。
営
業
時
間
は
月
曜
〜

水
曜
は
午
前
10
時
〜
午
後
10

時
、
木
曜
・
金
曜
は
午
前
10
時

〜
深
夜
零
時
、
土
曜
は
午
前
８

時
〜
深
夜
零
時
、
日
曜
は
午
前

８
時
〜
午
後
10
時
。
料
金
は
ひ

と
り
20
ド
ル
で
、
事
前
予
約

が
必
要
。
詳
細
はflippers.

w
orld

を
参
照
す
る
。
10
月

ま
で
営
業
予
定
。

80年代ローラースケートDISCO
ロックフェラセンター

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
う
れ
し
い

迅
速
で
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
創
作
活
動

す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
と
っ
て

は
作
品
の
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
︵
額

装
︶
は
悩
み
の
タ
ネ
。
仕
上
が

り
ま
で
に
２
週
間
待
た
せ
る
と

こ
ろ
は
ザ
ラ
で
、
特
に
昨
年
来

の
イ
ン
フ
レ
で
フ
レ
ー
ム
代
金

が
値
上
が
り
し
て
い
る
店
が
多

い
。
そ
ん
な
中
で
迅
速
に
安
く

フ
レ
ー
ミ
ン
グ
し
て
く
れ
る
店

を
探
す
の
は
至
難
の
わ
ざ
。

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ミ
ッ
ド
タ

ウ
ン
44
丁
目
に
あ
る
Ｈ
＆
Ｓ
ギ

ャ
ラ
リ
ー
は
、
週
７
日
営
業
で

店
内
に
サ
ン
プ
ル
の
あ
る
額
縁

な
ら
注
文
か
ら
１
日
で
仕
上
げ

て
く
れ
る
。
市
内
で
30
年
営
業

し
て
い
る
老
舗
で
日
本
を
含
む

世
界
中
に
顧
客
が
い
て
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
作
家
の
作
品
を
発
送

し
て
い
る
。
特
に
観
光
客
の
海

外
持
ち
帰
り
に
も
対
応
し
て
即

日
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
も
可
能
だ
。

　

扱
い
作
家
で
特
に
日
本
人
に

人
気
の
あ
る
の
は
３
Ｄ
立
体
ア

ー
ト
の
Ｆ
Ａ
Ｚ
Ｚ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
だ
と

い
う
。﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
活

躍
す
る
日
本
人
作
家
・
画
家
の

皆
さ
ん
の
カ
ス
タ
ム
フ
レ
ー
ミ

ン
グ
も
品
質
の
よ
さ
と
値
段
で

サ
ー
ビ
ス
し
ま
す
よ
﹂
と
同
店

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
ハ
ジ
さ
ん
は

話
し
て
い
る
。

H&S Gallery
112 W44th Street

(Bet  6 Ave. and Times Square)
New York, NY 

Tel: 212-768-3160
Email: hsart@hsart.com

URL: hsart.com

美術額ぶち
名画も日本に発送

mailto:shunjiichikawa@gmail.com
http://nenkinichikawa.org
mailto:hsart@hsart.com
http://www.ny-pcr.com/
http://shinbashi72.com/
mailto:meiseimotors@aol.com
tel:2019438003
https://www.restaurantnippon.com/
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 日本クラブからのお知らせ
■親子で楽しむ ファミリーイベント 2022

　アメリカ自然史博物館 日本語プライベートツアー＆

　ピクニック in セントラルパーク
  

開催日時： 4 月 30 日（土） 10:15AM 〜 1:30PM
 参加費： 会員：大人 $70/ 子供 $40
　　　　　一般：大人 $85/ 子供 $55 
 （参加費には日本クラブ特製弁当、ミュージアム入場料、

Goody バッグ ( お子様のみ ) が含まれます）
　午前中はアメリカ自然史博物館にて、日本語ガイドによるプ

ライベートツアー（協力：JTB ルックアメリカンツアー）で
ご見学いただき、お昼はセントラルパークにて、日本クラブ
シェフによる特製弁当でピクニックをお楽しみいただきま
す。www.nipponclub.org 「EVENTS」のページよりお申し込
みください。

■ Nippon Club [Online] Japanese Language Course
 日本語学習初心者及び初級者を対象にした、【オンライン】

日本語クラス開講予定。4/19（火）と 4/20（水）に無料体験レッ
スンを行いますので、日本語にご興味があるご家族、ご友人、
お知り合いにご案内ください！

 詳細は www.nipponclub.org/culture 

■日本ギャラリー "ETERNAL BEAUTY OF STONE || 　 

STONE SCULPTURE BY HIROYUKI ASANO"
 会期： 5 月 6 日（金）〜
 　　　5 月18日（水）
 開廊時間： 10AM〜6PM （月〜金）
  　10AM 〜 5PM （土）、日休
　会場：日本クラブ 7 階 日本ギャ

ラリー（住所は下記を参照）
　彫刻家であり、東京学芸大学彫

刻家教授である、朝野浩行氏に
よる石の彫刻を展示します。

 DROPS OF TIME/EGYPTO 2019 GREY GRANITE 
HEIGHT 20 IN SHOWN AT A MEIJI SHRINE 

TOKYO SPECIAL EXHIBITION 2020 

The Nippon Club, Inc.
145 W. 57th St., New York, NY 10019　

Tel: 212-581-2223　
  info@nipponclub.org 
www.nipponclub.org 

ジャパン・ヘリテージ・ナイト

　

米
国
か
ら
日
本
に
野
球
が
伝

え
ら
れ
て
１
５
０
周
年
の
今

年
、
米
大
リ
ー
グ
の
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
・
メ
ッ
ツ
球
団
は
５
月
13

日
︵
金
︶
の
メ
ッ
ツ
対
シ
ア
ト

ル
・
マ
リ
ナ
ー
ズ
戦
︵
午
後
７

時
10
分
試
合
開
始
︶
の
前
、
午

後
５
時
30
分
か
ら
約
１
時
間
、

試
合
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

﹁
ジ
ャ
パ
ン
・
ヘ
リ
テ
ー
ジ
・

ナ
イ
ト
﹂
を
開
催
す
る
。
始
球

式
で
森
大
使
が
投
球
す
る
。　

　

メ
ッ
ツ
本
拠
地
の
シ
テ
ィ
フ

ィ
ー
ル
ド
球
場
内
と
球
場
外
敷

地
に
て
、
日
本
の
魅
力
を
紹

介
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ

る
。
球
団
は
同
イ
ベ
ン
ト
の
特

別
割
引
チ
ケ
ッ
ト
を
販
売
、
専

メ
ッ
ツ
球
場
で
開
催

５
月
13
日
夕
、
試
合
前
に

用
サ
イ
ト
か
ら
購
入
す
る
と
先

着
１
０
０
０
人
に
日
本
国
旗
と

桜
の
ロ
ゴ
が
入
っ
た
特
製
メ
ッ

ツ
帽
子
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ

る
。
入
場
料
は
20
ド
ル
〜
50
ド

ル
。
チ
ケ
ッ
ト
は
デ
ィ
ス
カ

ウ
ン
ト
チ
ケ
ッ
ト
購
入
専
用

サ

イ

トhttps://fevo.m
e/

m
etsjapan

eseh
eritag

e
night

か
ら
。

　

Ｎ
Ｙ
長
崎
県
人
会
は
、
５
月

14
日
︵
土
︶
午
後
１
時
か
ら　

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
・
ウ
エ
ス

ト
で
開
催
さ
れ
る﹁
ジ
ャ
パ
ン
・

パ
レ
ー
ド
﹂
に
お
い
て
、
法
被

を
羽
織
り
、
お
神
輿
を
担
ぐ
参

加
者
︵
約
20
人
、
法
被
貸
し
出

し
有
り
︶
を
募
集
し
て
い
る
。

パ
レ
ー
ド
終
了
後
は
、
午
後
５

時
30
分
よ
り
丼
屋
で
﹁
春
の
懇

親
会
﹂
を
開
催
。
懇
親
会
の
参

加
費
用
は
30
ド
ル
。
問
い
合
わ

せ
・
参
加
申
し
込
み
は
電
話

５
１
６
・
５
２
６
・
７
３
６
５
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル nynaga-

saki@
gm

ail.com

　

木

下

︵
キ
モ
ト
︶
さ
ん
ま
で
。

日
米
巨
大
国
旗
も
行
進

被
災
地
の
Ｎ
Ｙ
県
人
会

　

ジ
ャ
パ
ン
・
パ
レ
ー
ド
が
５

月
14
日
︵
土
︶
午
後
１
時
か
ら

３
時
ま
で
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク

ウ
エ
ス
ト
の
81
丁
目
か
ら
68
丁

目
ま
で
開
催
さ
れ
る
が
、
当
日

は
巨
大
な
日
米
国
旗
を
東
日
本

大
震
災
の
被
災
地
で
あ
る
岩

手
、
宮
城
、
福
島
の
３
県
の
出

身
者
が
持
っ
て
行
進
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
旗
の
サ
イ
ズ
は
6

メ
ー
ト
ル
ｘ
9
メ
ー
ト
ル
で
、

旗
そ
の
も
の
は
軽
量
だ
が
、
持

ち
手
は
一
枚
に
つ
き
22
人
、
合

計
44
人
を
要
す
る
た
め
、
北
海

道
ゆ
か
り
の
会
な
ど
﹁
ほ
く
ほ

く
会
﹂
に
も
声
を
か
け
て
協
力

を
呼
び
か
け
て
い
る
。 

Ｎ
Ｙ
長
崎
県
人
会
が
募
集

ジ
ャ
パ
ン
・
パ
レ
ー
ド
参
加
者

http://www.nipponclub.org
http://www.nipponclub.org/culture
mailto:info@nipponclub.org
http://www.nipponclub.org
http://www.idocenter.com
https://www.rapidtest.nyc/
https://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/senkyo/vote.html
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加
藤
弁
護
士
の

ビ
ザ
最
前
線

 　

毎
週
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
を
皆

様
か
ら
受
け
る
の
で
す
が
、
本

日
は
そ
の
う
ち
よ
く
聞
か
れ
る

質
問
を
幾
つ
か
ご
紹
介
し
て
返

答
い
た
し
ま
す
。

●
﹁
質
問
１
﹂　

私
︵
Ａ
︶
は

米
国
に
学
生
の
配
偶
者
ビ
ザ

︵
Ｆ-

２
︶
と
し
て
滞
在
し
て

お
り
ま
す
。
米
国
で
仕
事
が
し

た
い
の
で
す
が
学
生
の
配
偶
者

ビ
ザ
で
は
就
労
で
き
な
い
と
聞

き
ま
し
た
。
ど
う
し
た
ら
良
い

で
し
ょ
う
か
？ 
職
務
先
か
ら

は
、
研
修
生
と
し
て
な
ら
ば
就

労
可
能
と
い
う
話
も
受
け
ま
し

た
。
今
の
配
偶
者
ビ
ザ
で
研
修

も
で
き
ま
す
か
？ 

ま
た
は
無

報
酬
つ
ま
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

い
う
こ
と
な
ら
ば
よ
い
で
す

か
？

▽
﹁
返
答
１
﹂　

Ｆ-

２
ビ
ザ

保
持
者
は
学
校
の
キ
ャ
ン
パ
ス

外
で
は
研
修
も
就
労
も
で
き
ま

せ
ん
。
も
し
Ａ
さ
ん
が
、
米
国

内
で
研
修
︵T

rainee 

ま
た
は

Intern

︶
と
し
て
報
酬
を
得
る

こ
と
を
望
ん
で
い
る
の
で
し
た

ら
、
Ｆ-

１
ビ
ザ
か
ら
Ｊ
−
１

ビ
ザ
に
米
国
で
の
ビ
ザ
資
格
を

変
更
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。
探
さ
れ
た
就
労
先
が
非
営

利
法
人
な
ら
ば
、
そ
の
団
体
か

ら
Ｄ
Ｓ-

２
０
１
９
と
い
う
書

類
を
発
行
し
て
い
た
だ
き
、
米

国
移
民
局
に
Ｉ-

５
３
９
︵
米

国
内
で
の
ビ
ザ
資
格
変
更
︶
申

請
書
を
研
修
先
か
ら
提
出
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
く
だ
さ

い
。
ま
た
多
く
の
方
々
が
無
報

酬
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
同
じ
意

味
合
い
の
よ
う
に
捉
え
て
い
ま

す
が
、
移
民
法
上
、
こ
の
２
つ

の
言
葉
は
異
な
り
ま
す
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
は
、
た
と
え
ば
セ

ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
で
の
ゴ
ミ
集

め
な
ど
公
共
の
奉
仕
活
動
を
指

し
ま
す
。
で
す
か
ら
Ａ
さ
ん
の

場
合
は
、
仕
事
を
す
る
こ
と
が

目
的
で
奉
仕
活
動
と
は
異
な
り

ま
す
か
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

は
該
当
せ
ず
、
移
民
法
上
違
法

行
為
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。

●
﹁
質
問
２
﹂　

米
国
に
夫
婦

で
学
生
と
し
て
滞
在
し
て
お
り

ま
す
。
先
日
、
妊
娠
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
米
国

内
で
出
産
す
れ
ば
、
子
供
は
米

国
市
民
と
な
り
、
親
は
自
動
的

に
永
住
権
を
取
得
で
き
る
と
聞

き
ま
し
た
が
本
当
で
し
ょ
う

か
？

▽
﹁
返
答
２
﹂　

現
行
移
民
法

で
は
、
米
国
で
出
産
し
た
ら
そ

の
子
は
米
国
市
民
と
な
る
と

い
う
の
は
本
当
で
す
。
た
だ

し
、
親
は
自
動
的
に
永
住
権
を

取
得
で
き
ま
せ
ん
。
も
し
そ
れ

が
可
能
で
し
た
ら
、
メ
キ
シ
コ

か
ら
米
国
に
違
法
で
来
て
子
供

を
出
産
し
た
メ
キ
シ
コ
の
人
た

ち
が
、
子
供
は
米
国
市
民
で
あ

る
が
故
に
米
国
内
に
留
ま
る
こ

と
が
で
き
て
も
、
親
は
強
制
出

国
さ
せ
ら
れ
る
と
い
う
問
題
は

起
き
ま
せ
ん
。
こ
の
問
題
は
現

バ
イ
デ
ン
大
統
領
の
移
民
法
改

革
案
の
中
で
も
重
要
な
課
題
と

し
て
論
議
が
継
続
さ
れ
て
い
ま

す
。
子
供
が
21
歳
に
な
れ
ば
子

供
が
親
の
永
住
権
を
申
請
す
る

こ
と
は
可
能
で
す
が
、そ
の
間
、

ビ
ザ
を
保
持
し
て
い
な
け
れ
ば

米
国
に
滞
在
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

●
﹁
質
問
３
﹂　

私
︵
Ｂ
︶
は
、

昨
年
大
学
院
を
卒
業
し
て
現
在

ま
で
Ｏ
Ｐ
Ｔ
の
就
労
許
可
で
会

社
で
働
い
て
お
り
ま
す
。
３
月

雇
用
先
が
Ｈ-

１
Ｂ
ビ
ザ
を
申

請
し
て
く
れ
た
の
で
す
が
、
残

念
な
こ
と
に
抽
選
で
外
れ
て
し

ま
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
雇
用

先
の
移
民
法
弁
護
士
か
ら
７
月

に
２
回
目
の
抽
選
が
あ
る
か
ら

当
選
す
れ
ば
そ
の
ま
ま
米
国
に

滞
在
す
る
こ
と
は
可
能
と
の
こ

と
で
す
が
本
当
で
し
ょ
う
か
？

▽
﹁
返
答
３
﹂　

昨
年
は
こ
の

２
回
目
の
Ｈ-

１
Ｂ
ビ
ザ
申
請

の
抽
選
は
７
月
28
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
も
お
そ
ら
く
そ

の
ぐ
ら
い
に
行
わ
れ
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
も
し
選
択
さ
れ
ま
し

た
ら
、
７
月
29
日
か
ら
約
３
か

月
の
期
間
に
Ｈ-

１
Ｂ
ビ
ザ
の

申
請
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
Ｂ
さ
ん
の
場
合
は
い

つ
Ｏ
Ｐ
Ｔ
が
切
れ
る
か
で
す
。

も
し
８
月
31
日
ぐ
ら
い
に
切
れ

る
の
で
し
た
ら
雇
用
先
が
Ｈ
−

１
Ｂ
ビ
ザ
の
申
請
書
と
必
要
書

類
お
よ
び
申
請
費
用
を
提
出
す

れ
ば
、
た
と
え
Ｏ
Ｐ
Ｔ
の
期
限

が
過
ぎ
て
も
米
国
に
滞
在
で
き

ま
す
。
こ
の
間
に
、Ｂ
さ
ん
は
、

卒
業
さ
れ
た
大
学
院
に
連
絡
を

し
て
、
Ｈ-

１
Ｂ
ビ
ザ
の
抽
選

に
当
選
し
た
こ
と
と
雇
用
先
が

Ｈ-

１
Ｂ
ビ
ザ
の
申
請
書
を
提

出
し
た
こ
と
を
連
絡
し
て
、
Ｏ

Ｐ
Ｔ
の
期
間
を
伸
ば
し
て
い
た

だ
く
よ
う
依
頼
す
れ
ば
、
そ
の

ま
ま
雇
用
先
で
就
労
し
て
米
国

に
滞
在
す
る
こ
と
は
可
能
で

す
。

︵
加
藤
恵
子
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
弁
護
士
︶

米
国
で
の
ビ
ザ
に
関
し
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
質
問

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事

館
は
14
日
夕
、
着
任
し
た
新
総

領
事
、
森
美
樹
夫
大
使
の
着
任

披
露
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
大
使
公

邸
で
開
い
た
。
当
日
は
、
叙
勲

し
た
ジ
ャ
ズ
演
奏
者
の
ロ
ン
・

カ
ー
タ
ー
さ
ん
や
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
美
術
館
ア
ジ
ア
部
門
責
任

者
の
ジ
ョ
ー
・
カ
ー
ペ
ン
タ
ー

さ
ん
＝
写
真
＝
ら
日
米
招
待
客

一
人
ひ
と
り
に
希
美
代
夫
人
と

共
に
挨
拶
し
た
。エ
ド
ワ
ー
ド
・

マ
ー
メ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
・
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
国
際
局
長
が
来
賓

と
し
て
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

着
任
挨
拶
で
森
大
使
は
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
が
３
度
目
の
赴
任

で
あ
る
こ
と
、
コ
ロ
ナ
禍
後
の

経
済
再
開
に
触
れ
、
外
務
省
領

事
局
長
と
し
て
日
本
の
水
際
対

策
に
あ
た
っ
て
き
た
こ
と
を
紹

介
、
日
米
関
係
は
、
昨
年
４
月

に
バ
イ
デ
ン
大
統
領
が
菅
前
首

相
と
最
初
の
外
国
人
国
家
元
首

と
し
て
面
会
し
た
出
来
事
同

様
、
岸
田
政
権
で
も
変
わ
ら
ぬ

日
米
関
係
の
強
化
に
尽
力
し
た

い
と
述
べ
た
。

　

ま
た
在
留
邦
人
４
万
人
の
安

全
を
守
る
こ
と
が
総
領
事
館
の

最
大
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
︵
使
命
︶

で
あ
る
と
語
り
、
日
系
社
会
、

日
系
ビ
ジ
ネ
ス
社
会
の
声
に
耳

を
傾
け
な
が
ら
、
常
に
開
か
れ

た
総
領
事
館
で
あ
り
た
い
と
話

し
た
。
特
に
国
際
情
勢
の
中
で

現
在
の
世
界
は
前
例
の
な
い
挑

戦
の
時
代
を
迎
え
て
お
り
１
国

だ
け
で
解
決
で
き
る
問
題
で
は

な
い
。
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

確
固
た
る
も
の
に
し
て
日
米
の

絆
を
強
く
し
て
い
き
た
い
と
再

度
強
調
し
た
。

　

さ
ら
に
今
年
は
、
日
本
に
米

国
の
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
が
紹
介
さ

れ
て
１
５
０
年
、
１
８
７
２
年

に
岩
倉
具
視
の
対
米
使
節
団
か

ら
１
５
０
年
で
あ
る
こ
と
も
記

念
し
て
５
月
14
日
に
セ
ン
ト
ラ

ル
パ
ー
ク
ウ
エ
ス
ト
で
開
催
す

る
ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド
を
Ｐ

Ｒ
。
日
米
市
民
の
友
好
親
善
促

進
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
の
感
謝

表
明
、
日
系
社
会
の
連
携
強
化

を
目
的
と
し
た
同
パ
レ
ー
ド
に

は
、
日
系
俳
優
ジ
ョ
ー
ジ
・
タ

ケ
イ
さ
ん
や
、
太
鼓
、
空
手
な

ど
各
界
か
ら
の
参
加
が
あ
る
の

で
﹁
ぜ
ひ
当
日
は
、
パ
レ
ー
ド

を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
音
楽

の
サ
タ
デ
ー
ナ
イ
ト
ラ
イ
ブ
、

お
弁
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
日
本
歴
史
デ
ジ
タ
ル

博
物
館
な
ど
も
含
め
、
日
本
を

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
発
信
し
て

い
き
た
い
﹂
と
述
べ
た
。

Ｎ
Ｙ
日
本
総
領
事
館

森
大
使
の
着
任
披
露

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

︵
Ｊ
Ａ
Ａ
︶
は
、
第
52
回
奨
学

金
奨
学
生
を
募
集
し
て
い
る
。

同
奨
学
金
制
度
は
１
９
７
１
年

に
始
ま
り
、
こ
れ
ま
で
４
０
０

人
以
上
の
学
生
が
受
賞
し
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
や
世
界
で
活

躍
し
て
い
る
。
ス
ー
ザ
ン
大
沼

Ｊ
Ａ
Ａ
名
誉
会
長
は
第
3
回
受

賞
者
、
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
五
嶋

龍
さ
ん
は
第
36
回
受
賞
者
で
も

あ
る
。
奨
学
金
と
Ａ
Ｎ
Ａ
日
本

旅
行
奨
学
金
な
ど
、
現
在
、
総

額
約
５
万
２
０
０
０
ド
ル
と
２

つ
の
航
空
券
が
10
人
に
授
与
さ

れ
る
予
定
だ
。
奨
学
金
の
授
与

対
象
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
、

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
、
コ
ネ

チ
カ
ッ
ト
州
在
住
の
高
校
３
年

生
で
、
こ
の
秋
米
国
内
の
大
学

に
進
学
す
る
日
本
人
、
日
系
人

の
学
生
。  　

　

奨
学
金
授
与
晩
餐
会
は
６
月

３
日
︵
金
︶
午
後
６
時
か
ら
ハ

ー
バ
ー
ド
ク
ラ
ブ
で
対
面
式
で

行
う
予
定
。
晩
餐
会
で
は
本
庄

奨
学
金
の
大
学
院
生
受
賞
者
も

祝
う
。
晩
餐
会
は
、
若
い
次
の

世
代
を
励
ま
す
催
し
で
あ
る

上
、
日
系
人
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
の
た
め

に
も
、
Ｊ
Ａ
Ａ
で
は
晩
餐
会
参

加
や
寄
付
を
呼
び
か
け
て
い

る
。
今
年
の
奨
学
金
制
度
委
員

会
委
員
長
は
新
家 

良
一 

三
菱

Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
専
務
執
行
役
員
と

村
瀬
悟
Ｊ
Ａ
Ａ
副
会
長
が
務
め

る
。

　

応
募
す
る
に
は
、
パ
ス
ポ
ー

ト
サ
イ
ズ
の
写
真
、
５
０
０
字

英
語
で
の
エ
ッ
セ
イ
︵
テ
ー
マ

は
募
集
要
項
参
照
︶。
学
校
の

成
績
表
と
Ｓ
Ａ
Ｔ
ま
た
は
Ａ
Ｃ

Ｔ
の
成
績
。
学
校
か
ら
の
推
薦

状
。
Ｊ
Ａ
Ａ
学
生
会
員
と
し
て

の
入
会
が
必
要
。
応
募
の
締
め

切
り
は
５
月
９
日
正
午
必
着
。

　

今
年
は
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ
奨
学
金
＋

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
警
︵
Ｎ
Ｙ

Ｐ
Ｄ
︶
が
毎
月
発
表
す
る
市
全

体
の
犯
罪
統
計
に
よ
る
と
、
ア

ジ
ア
系
へ
の
憎
悪
犯
罪
が
３
月

に
昨
年
に
比
べ
て
初
め
て
47
％

減
少
し
た
。︵
統
計
資
料
を
参

照
︶
し
か
し
憎
悪
犯
罪
全
体
で

は
16
％
増
加
、
特
に
性
的
嗜
好

や
ユ
ダ
ヤ
人
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

し
た
犯
罪
が
増
え
て
い
る
。

　

犯

罪

全

体

で

は

同

期

︵
２
０
２
１
年
３
月
︶
と
比
較

し
て
殺
人
が
15
・
８
％
減
少
し

た
が
、
全
体
の
犯
罪
指
数
は

36
・
５
％
増
加
、
市
全
体
の
強

盗
も
22
年
３
月
に
昨
年
と
比
較

し
て
40
％
増
加
、
市
全
体
の
銃

撃
事
件
も
16
・
２
％
増
加
し
た
。

︵
ワ
イ
ン
ス
タ
イ
ン
今
井
絹
江
︶

Motivation 2022 2021 +/- % Change

Asian 17 32 -15 -47%

Black 7 5 +2 +40%

Disability 0 0 0 0%

Ethnic 3 1 +2 +200%

Gender 1 0 +1 --

Hispanic 0 2 -2 -100%

Jewish 23 12 +11 +92%

Muslim 2 1 +1 +100%

Religion 2 0 +2 --

Sexual Orientation 10 3 +7 +233%

White 0 0 0 0%

Grand Total 65 56 +9 +16

Ｎ
Ｙ
市
３
月
犯
罪
統
計

ア
ジ
ア
増
悪
犯
罪
減
少

Bias Motivation
 ANTI-ASIAN 59

 ANTI-JEWISH 57
ANTI-MALE HOMOSEXUAL (GAY) 33

 ANTI-BLACK 18
ANTI-TRANSGENDER 11

ANTI-WHITE 10
ANTI-FEMALE 9

ANTI-CATHOLIC 5
ANTI-MUSLIM 5

ANTI-HISPANIC 4
ANTI-OTHER ETHNICITY 4

ANTI-GENDER NON-CONFORMING 3
 ANTI-FEMALE HOMOSEXUAL (LESBIAN)　 1

 Total

３月の NYPD 憎悪犯罪の統計を
前年の同期と比べた数字

Note: Statistics above are subject to change upon inves-
tigation, as active possible bias cases may be reclassi-
fi ed to non-bias cases and removed from counted data.

Ａ
Ｎ
Ａ
航
空
券
、
村
瀬
フ
ァ
ミ

リ
ー
奨
学
金
、
富
川
宗
次
奨
学

金
、
オ
リ
エ
ン
ト
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
奨
学
金
、
一
戸
・
堀
重

奨
学
金
、
松
川
と
し
子
奨
学
金
、

Ｔ
Ｖ
ジ
ャ
パ
ン
奨
学
金
、
西
宮

真
一
大
使
奨
学
金
、
斎
藤
も
と

奨
学
金
と
Ａ
Ｎ
Ａ
日
本
旅
行
奨

学
金
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　

問

い

合

わ

せ

は

電

話

２
１
２
・
８
４
０
・
６
９
４
２
。

▽
奨
学
金
申
し
込
み
に
関
す

る
詳
細
は　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://jaany
.org/ja/jaa-

general-scholarship-2/

52
回
Ｊ
Ａ
Ａ
奨
学
金
受
け
付
け
中

米
大
学
進
学
予
定
者
に

http://www.nyseikatsu.com
https://jaany.org/ja/jaa-general-scholarship-2/
https://jaany.org/ja/jaa-general-scholarship-2/
https://jaany.org/ja/jaa-general-scholarship-2/
https://jaany.org/ja/jaa-general-scholarship-2/
https://jaany.org/ja/jaa-general-scholarship-2/
https://jaany.org/ja/jaa-general-scholarship-2/
https://jaany.org/ja/jaa-general-scholarship-2/
http://www.iiicareer.com/
https://www.naturalhealingartists.com/
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眞
子
さ
ん
の
記
名
が
あ
っ
た

の
は
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術

館
の
所
蔵
品
紹
介
の
う
ち
、
山

田
真
山
の
絵
画
﹃﹁
發
心　

出

家
﹂
一
遍
聖
絵
︵
ひ
じ
り
え
︶

の
場
面
よ
り
﹄
の
解
説
文
。
鎌

倉
時
代
の
僧
侶
で
、
時
宗
の
開

祖
・
一
遍
を
描
い
た
絵
巻
を
題

材
と
し
て
描
か
れ
た
絵
で
あ
る

と
紹
介
し
て
い
る
。
解
説
の
全

文
は
次
の
通
り
。︵
原
文
は
英

語
、
１
面
に
関
連
記
事
︶

　
　
　
　
　
　

◇

　

一
遍
は
１
２
９
９
年
に
描
か

れ
た
絵
巻
物
︵
国
宝
︶
が
有
名

だ
が
、
そ
の
後
の
模
写
や
写
真

に
よ
る
複
製
も
あ
り
、
こ
の
二

幅
の
掛
軸
は
一
遍
聖
絵
の
一
場

面
を
そ
の
ま
ま
描
い
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
真
山
が
ど
の
絵
巻

を
手
に
し
た
か
は
わ
か
ら
な

い
。
原
巻
は
、
阿
弥
陀
仏
を
信

仰
し
、
念
仏
を
唱
え
る
智
宗
の

開
祖
、
一
遍
︵
１
２
３
９
〜

１
２
８
９
︶
の
信
仰
生
活
を
描

い
た
12
巻
か
ら
な
る
巻
物
で
あ

る
。
１
２
７
８
年
、
一
遍
は
全

国
行
脚
を
続
け
な
が
ら
、
備
前

国
︵
現
在
の
岡
山
県
︶
藤
井
で

教
え
を
広
め
て
い
た
。
カ
リ
ス

マ
的
な
僧
侶
の
説
法
に
多
く
の

人
が
感
動
し
た
が
、
巻
4
の
第

3
段
で
は
、
岡
山
・
吉
備
津
神

社
の
宮
司
の
娘
婿
で
、
夫
の
留

守
中
に
発
心
し
て
仏
門
に
入
っ

た
女
性
の
体
験
談
を
取
り
上
げ

る
。

　

原
図
で
は
肘
掛
に
座
っ
て
一

遍
か
ら
剃
髪
を
受
け
る
姿
が
描

か
れ
て
い
る
が
、
右
隻
は
誓
願

直
後
の
姿
で
、
尼
僧
の
衣
を
ま

と
い
、
数
珠
を
持
ち
、
肘
掛
に

座
っ
て
家
人
に
取
り
囲
ま
れ
た

姿
で
あ
る
。
真
山
の
右
端
の
女

性
は
、
巻
物
の
人
物
︵
お
そ
ら

く
若
い
男
性
︶
に
似
て
お
り
、

膝
を
つ
き
、
袖
を
顔
に
当
て
て

泣
い
て
い
る
姿
は
よ
く
似
て
い

眞
子
さ
ん
が
解
説

山
田
真
山
の
作
品

247

 　
日
本
人
は
、
本
当
に
桜
が
好

き
だ
と
思
う
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
投
稿

を
見
て
い
る
と
た
く
さ
ん
の
人

が
桜
の
写
真
を
ア
ッ
プ
し
て
い

る
。
桜
の
木
の
写
真
だ
け
で
な

く
、
入
学
式
の
写
真
も
あ
れ
ば

夜
桜
の
写
真
も
あ
る
。

　

先
日
、
大
阪
の
桜
宮
公
園
の

前
を
通
っ
た
ら
、
コ
ロ
ナ
な
ん

て
気
に
せ
ず
か
な
り
の
密
状
態

で
桜
の
下
で
宴
会
し
て
い
る
。

ウ
ー
バ
ー
イ
ー
ツ
で
出
前
を
し

て
い
る
グ
ル
ー
プ
も
あ
っ
た
。

お
そ
ら
く
、
東
京
の
上
野
公
園

や
他
の
地
域
の
公
園
や
お
城
で

も
同
じ
よ
う
な
風
景
が
想
像
で

き
る
。
他
の
花
な
ら
、
こ
こ
ま

で
盛
り
上
が
ら
な
い
。
や
っ
ぱ

り
桜
。

　

何
回
も
国
際
社
会
に
合
わ
せ

て
﹁
学
校
を
９
月
始
ま
り
に
﹂

と
い
う
議
題
が
国
会
で
も
取
り

上
げ
ら
れ
た
。
帰
国
子
女
の
わ

た
し
は
﹁
９
月
始
ま
り
に
な
っ

た
方
が
い
い
人
も
い
っ
ぱ
い
い

る
は
ず
﹂
と
思
っ
て
い
た
。
け

れ
ど
そ
の
た
び
に
却
下
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
理
由
の
一
つ
に
、

か
な
り
感
情
的
だ
け
れ
ど
﹁
入

学
式
は
、
桜
の
下
で
や
る
も
の

だ
﹂
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。

そ
れ
ほ
ど
桜
に
こ
だ
わ
っ
て
い

る
人
も
い
る
。

　

な
ぜ
、
こ
こ
ま
で
﹁
桜
﹂
に

こ
だ
わ
る
の
か
。
き
っ
と
、
寒

い
冬
か
ら
春
に
な
る
象
徴
み
た

﹁
桜
と
日
本
人
﹂

い
な
も
の
で
、﹁
希
望
﹂
を
感

じ
る
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
こ

れ
は
四
季
の
は
っ
き
り
し
た
国

民
に
し
か
分
か
ら
な
い
感
情
の

よ
う
な
気
も
す
る
。
ま
た
、
満

開
だ
っ
た
桜
が
桜
吹
雪
と
な
っ

て
散
っ
て
行
く
姿
に
﹁
儚
さ
﹂

を
感
じ
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
考

え
る
人
も
た
く
さ
ん
い
る
の
か

も
。

　

歌
に
も
小
説
に
も
エ
ッ
セ
イ

に
も
﹁
桜
﹂
を
扱
っ
た
物
が
た

く
さ
ん
あ
る
し
、
新
聞
な
ど
も

桜
の
季
節
に
な
る
と
桜
を
扱

う
。

　

他
の
国
に
は
、
こ
こ
ま
で
思

い
入
れ
の
あ
る
花
が
あ
る
の
だ

ろ
う
か
。
ち
ょ
っ
と
気
に
な
っ

た
。
大
谷
由
里
子
：
１
９
６
３

年
、
奈
良
県
生
ま
れ
。
吉
本
興

業
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
経
て
、
人

材
活
性
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。﹁
笑

い
﹂
を
取
り
入
れ
た
人
材
育
成

が
話
題
に
。
著
書
に
﹁
元
気
セ

ラ
ピ
ー
︵
Ｋ
Ｋ
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー

ズ
︶﹂﹁
は
じ
め
て
講
師
を
頼
ま

れ
た
ら
読
む
本
︵
中
経
出
版
︶﹂

な
ど
多
数
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
司
法
試
験

の
合
格
者
発
表
が
15
日
に
あ

り
、
合
格
者
名
簿
に
小
室
圭
さ

ん
の
名
前
は
な
か
っ
た
。
試
験

は
４
０
０
点
満
点
で
行
わ
れ
、

合
格
ラ
イ
ン
は
２
６
６
点
。
受

験
者
３
０
６
８
人
の
う
ち
合
格

者
は
１
３
７
８
人
で
、
全
体
の

合
格
率
は
45
％
だ
っ
た
が
、
小

室
さ
ん
と
同
じ
再
挑
戦
組
は

１
６
１
０
人
お
り
、
合
格
率
は

30
％
の
﹁
狭
き
門
﹂
だ
っ
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
弁
護
士

︵
日
本
人
・
匿
名
︶
は
﹁
ジ
ョ

ン
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ
・
ジ
ュ
ニ

ア
も
２
回
、
Ｎ
Ｙ
の
弁
護
士
試

験
に
落
ち
て
る
か
ら
、
ま
あ
ま

た
挑
戦
す
れ
ば
い
い
が
、
あ
ま

り
落
ち
る
と
本
人
も
自
信
喪
失

に
つ
な
が
る
の
で
次
回
７
月
の

試
験
で
勝
負
し
て
ほ
し
い
﹂
と

気
遣
っ
た
。
カ
マ
ラ
・
ハ
リ
ス

副
大
統
領
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
で
、
ミ
シ
ェ
ル
・
オ
バ
マ
元

大
統
領
夫
人
は
イ
リ
ノ
イ
州
で

そ
れ
ぞ
れ
２
度
目
の
州
司
法
試

験
で
合
格
し
て
い
る
。

小
室
さ
ん
不
合
格

Ｎ
Ｙ
州
司
法
試
験

る
。
ま
た
、
尼
僧
の
背
後
の
床

の
間
に
は
﹁
阿
弥
陀
降
臨
﹂
の

図
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

は
巻
子
本
の﹁
阿
弥
陀
降
臨
図
﹂

に
描
か
れ
て
い
る
雲
に
乗
っ
た

阿
弥
陀
仏
か
ら
着
想
を
得
た
の

で
あ
ろ
う
。

　

岡
山
吉
備
津
神
社
の
宮
司
の

息
子
で
武
士
の
夫
が
帰
宅
す
る

と
、
妻
の
改
宗
に
腹
を
立
て
、

一
遍
を
刀
で
斬
り
殺
そ
う
と
し

た
︵﹃
一
遍
聖
絵
﹄
の
原
画
の

場
面
︶。
し
か
し
、
一
遍
に
話

し
か
け
ら
れ
、
初
対
面
に
も
か

か
わ
ら
ず
自
分
が
神
主
の
息
子

で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
こ
と
か

ら
、
す
ぐ
に
悔
い
改
め
、
智
宗

に
改
宗
す
る
こ
と
に
な
る
。
左

隻
は
、
明
ら
か
に
一
遍
の
絵
伝

を
も
と
に
新
山
が
描
い
た
も
の

で
、
神
官
の
子
が
一
遍
か
ら
得

度
を
受
け
る
場
面
で
あ
る
。
右

隻
と
同
様
に
、
一
遍
上
人
伝
の

二
場
面
と
比
較
す
る
と
、
人
物

の
姿
勢
、
服
装
、
背
景
、
添
景

な
ど
、
い
く
つ
か
の
点
で
共
通

点
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
日

焼
け
し
て
黒
ず
ん
だ
顔
の
一
遍

は
、
肌
の
白
い
武
士
の
上
に
立

っ
て
お
り
、
両
者
と
も
右
を
向

い
て
い
る
。
黒
衣
を
ま
と
っ
た

僧
は
、左
手
を
男
の
頭
に
置
き
、

右
手
で
武
士
の
髪
を
剃
り
落
と

す
。
男
は
一
遍
を
殺
そ
う
と
し

た
形
跡
の
あ
る
刀
、
木
製
の
水

桶
、
折
り
た
た
ん
だ
烏
帽
子
を

地
面
に
置
い
て
い
る
。
背
景
に

は
苔
や
地
衣
類
に
覆
わ
れ
た

木
々
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
真

山
は
日
本
画
の
現
代
的
な
手
法

で
描
い
て
い
る
。

小
室
眞
子
、
ジ
ョ
ン
・
Ｔ
・
カ

ー
ペ
ン
タ
ー
翻
案
、
２
０
２
２

年
2
月
3
日

鎌倉時代の一遍上人を紹介

tel:9175773969
mailto:kkatonyc@earthlink.net
https://michaeldunnlaw.com
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
http://myriverside.net/home
http://jweeklyusa.com
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あ
る
国
の
争
い
が
世
界
中
で

話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
さ

か
今
世
紀
で
も
起
き
る
と
は
思

い
も
し
な
か
っ
た
こ
と
が
起
き

て
い
ま
す
。
起
き
て
い
る
と
い

う
こ
と
は
、
イ
コ
ー
ル
困
っ
て

い
る
人
が
い
る
と
い
う
こ
と
。

か
つ
て
な
か
っ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
力

が
こ
の
争
い
を
解
決
に
向
け
た

原
動
力
に
な
っ
て
い
る
こ
と

は
、
普
通
に
暮
ら
し
て
い
る
日

本
で
も
肌
に
感
じ
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
﹁
国
が

何
も
し
て
く
れ
な
い
﹂
﹁
そ
う

い
う
こ
と
は
日
本
に
な
じ
ま
な

い
﹂
﹁
文
化
や
歴
史
が
﹂
と
い

う
言
い
訳
は
も
う
時
代
遅
れ
と

い
う
こ
と
を
感
じ
ず
に
生
活
し

続
け
る
こ
と
は
今
世
紀
後
半
で

は
あ
り
え
な
い
で
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
日
本
で
は
困
っ
て
い

る
人
を
例
え
る
時
、
﹁
難
民
﹂

と
い
う
言
葉
を
頻
繁
に
使
い
ま

す
。
少
し
前
ま
で
こ
の
言
葉
の

使
い
方
を
近
く
に
ス
ー
パ
ー
が

な
い
＝
買
い
物
難
民
と
い
っ
た

り
、
介
護
ヘ
ル
パ
ー
の
数
が
不

足
し
て
思
う
よ
う
に
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
な
い
＝
介
護
難
民

だ
っ
た
り
、
国
の
報
道
か
ら
は

コ
ロ
ナ
患
者
の
医
療
難
民
や
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
難
民
と
い
っ
た
り
。

こ
れ
ら
の
濫
用
は
、
い
ま
非
常

に
間
違
っ
た
使
い
方
だ
っ
た
と

い
う
こ
と
を
恥
じ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
リ
ア
ル

に
彼
の
国
か
ら
の
難
民
が
世
界

中
に
行
き
渡
る
よ
う
に
な
っ
た

最
近
の
各
メ
デ
ィ
ア
報
道
で
ふ

と
気
づ
く
こ
と
は
、
国
は
こ
う

い
う
時
に
限
っ
て
﹁
難
民
﹂
と

い
う
言
葉
を
使
う
こ
と
を
避
け

て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
す
。
な

ぜ
か
﹁
避
難
民
﹂
と
い
う
言
い

方
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
有
名
な
こ
と
な
の
で

知
っ
て
お
ら
れ
る
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
が
、
デ
ー
タ
を
開
示

﹁
難
民
﹂
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
こ
と

し
て
み
る
と
、
先
進
国
の
難
民

受
入
実
態
で
一
番
多
い
の
は
カ

ナ
ダ
55
％
、
イ
ギ
リ
ス
48
％
、

ド
イ
ツ
42
％
、ア
メ
リ
カ
26
％
、

フ
ラ
ン
ス
15
％
。
さ
て
、
日
本

は
０
・
５
％
！
︵
２
０
２
０
年

U
N

H
C

R
 R

efu
gee D

ata 
Finder

、
法
務
省
発
表
資
料

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
難
民
支
援
協

会
資
料
よ
り
︶
も
の
す
ご
く
、

し
か
も
露
骨
に
日
本
は
難
民
を

受
け
入
れ
た
が
っ
て
い
な
い
こ

と
が
現
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
こ

ん
な
に
少
な
い
の
か
。
原
因
を

調
べ
て
み
て
も
﹁
？
﹂
な
こ
と

が
多
い
で
す
。
難
民
認
定
の
基

準
が
高
い
と
か
、
書
類
が
煩
雑

と
か
、書
類
が
日
本
語
だ
と
か
。

も
う
、
お
願
い
だ
か
ら
！
と
恥

ず
か
し
く
な
る
レ
ベ
ル
で
す
。

１
９
９
１
年
か
ら
２
０
０
０
年

ま
で
務
め
上
げ
た
国
連
難
民
高

等
弁
務
官
の
緒
方
貞
子
さ
ん
が

お
ら
れ
た
ら
泣
き
ま
す
よ
。
も

う
国
レ
ベ
ル
で
嘆
く
こ
と
は
し

な
い
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。
こ

こ
は
彼
の
国
の
対
峙
国
で
も
な

け
れ
ば
、
無
関
係
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。﹁
い
つ
か
我
が
国
も
﹂

を
想
像
し
て
欲
し
い
も
の
で

す
。
前
回
の
コ
ラ
ム
で
も
書
き

ま
し
た﹁
正
常
性
ス
パ
イ
ラ
ル
﹂

も
ほ
ど
ほ
ど
に
し
な
い
と
世
界

か
ら
取
り
残
さ
れ
る
気
が
し
て

な
ら
な
い
も
の
で
す
。

　

２
０
２
０
年
時
点
で
の
日
本

国
内
で
、
制
度
と
し
て
認
め

ら
れ
て
い
る
﹁
困
っ
て
い
る

人
︵
＊
︶﹂
の
統
計
数
は
累
計

約
６
３
９
０
万
人
︵
人
口
の
約

半
分
：
50
・
３
％
︶。
制
度
と

し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
社
会
的

支
援
が
必
要
と
い
う
結
果
が
出

て
い
ま
す
。
国
は
こ
れ
か
ら
の

将
来
残
り
の
半
分
だ
け
で
生

き
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
の

か
。
国
の
こ
と
は
看
過
し
て
で

も
個
人
の
働
き
か
け
が
社
会
を

動
か
す
こ
と
が
大
事
だ
し
、
そ

れ
が
他
の
困
っ
て
い
る
人
も
救

え
る
の
か
？
と
い
う
ロ
シ
ア
・

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
件
か
ら
確
信
し

ま
し
た
。
ま
ず
は
、
当
社
の
保

有
す
る
施
設
の
半
分
を
難
民
受

入
施
設
と
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
登
録

し
ま
し
た
。
あ
く
ま
で
も
ご
参

考
ま
で
に
。 https://w

w
w

.
ukrainetakeshelter.com

︵
＊
︶
内
訳
高
齢
者
数
、
ひ
き

こ
も
り
若
者
、ひ
と
り
親
世
帯
、

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
、

完
全
失
業
者
、
自
己
破
産
者
、

ホ
ー
ム
レ
ス
、
触
法
者
、
障
害

者
、
Ａ
Ｙ
Ａ
世
代
が
ん
患
者
、

見
た
目
障
害
、
災
害
弱
者
等
含

む
。

　
西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル
プ

ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
代

表
取
締
役
、
全
国
介
護
事
業
者

連
盟
　
大
阪
支
部
監
査
役 

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
︵
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
︶
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@

helpz.jp

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会
︵
Ｊ
Ａ
Ａ
︶
が
主
催
す
る
第
14
回

サ
ク
ラ
・
ヘ
ル
ス
・
フ
ェ
ア
で
、23
日
︵
土
︶
か
ら
５
月
９
日
︵
月
︶

ま
で
ラ
イ
オ
ン
ズ
大
学　

大
人
の
教
養
講
座
シ
リ
ー
ズ
の
オ
ン

ラ
イ
ン
講
演
会
︵
企
画
・
Ｎ
Ｙ
日
系
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
協

力
・
マ
イ
ベ
ス
ト
プ
ロ
、
マ
イ
・
イ
ベ
ン
ト
Ｕ
Ｓ
Ａ
︶
が
開
催

さ
れ
る
。
一
般
社
団
法
人　

日
本
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
サ
ポ
ー
ト
協

会
代
表
理
事
の
山
口
里
美
さ
ん
が
﹁
こ
れ
で
安
心
！　

お
ひ
と

り
さ
ま
の
永
住
帰
国
﹂
を
講
演
し
て
い
る
。

　

帰
国
し
て
日
本
で
暮
ら
し
た

い
人
が
増
え
て
い
る
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
近
郊
に
住
む
日
本
人
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
日

本
で
老
後
を
過
ご
す
こ
と
を
選

択
肢
と
し
て
残
し
て
い
る
人
が

51
・
４
％
と
半
数
以
上
い
る
︵
本

紙
２
０
２
１
年
１
月
１
日
号
既

報
︶
。

　

帰
国
に
は
住
ま
い
、
日
常
生

活
、
財
産
管
理
と
い
う
代
表
的

な
３
つ
の
不
安
が
あ
る
。

▽
﹁
住
ま
い
の
不
安
﹂

　

帰
国
直
後
ま
ず
困
る
の
は
家

を
借
り
ら
れ
な
い
と
い
う
こ

と
。
高
齢
者
の
一
人
住
ま
い
は

健
康
面
や
孤
独
死
な
ど
の
リ
ス

ク
が
あ
る
た
め
、
預
貯
金
が
あ

っ
て
返
済
能
力
に
問
題
が
な
く

て
も
高
齢
者
に
対
し
、
大
家
の

一
定
割
合
は
入
居
制
限
を
か
け

て
い
る
。
一
時
的
に
賃
貸
住
宅

を
借
り
る
場
合
、
身
元
保
証
人
、

連
帯
保
証
人
サ
ー
ビ
ス
、
Ｕ
Ｒ

賃
貸
が
あ
る
。
日
本
の
高
齢
者

施
設
に
は
、
経
費
が
安
い
ケ
ア

ハ
ウ
ス
か
ら
、
安
く
て
も
介
護

度
が
高
い
介
護
保
険
３
施
設
、

費
用
は
高
い
が
介
護
度
も
高
い

有
料
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
さ
ま
ざ

ま
。
入
所
要
件
も
サ
ー
ビ
ス
も

い
ろ
い
ろ
あ
り
、
結
局
専
門
家

の
ア
ド
バ
イ
ス
が
な
い
と
、
自

分
は
ど
の
タ
イ
プ
の
施
設
を
選

べ
ば
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
と

い
う
問
題
に
直
面
す
る
。
し
か

も
身
元
保
証
人
が
必
要
。

▽
﹁
日
常
生
活
の
不
安
﹂

　

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
は
、
自

こ
れ
で
安
心
！　

お
ひ
と
り
さ
ま
の
永
住
帰
国

Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
サ
ク
ラ
・
ヘ
ル
ス
・
フ
ェ
ア

山
口
里
美
さ
ん
が
オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
中

治
会
単
位
、小
学
校
地
区
単
位
、

市
町
村
単
位
な
ど
多
様
な
事
業

主
体
が
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
る
。
認
知
症
高
齢
者
数
は 

２
０
１
２
年
の
４
６
２
万
人
か

ら
２
０
２
５
年
に
は
７
０
０
万

人
に
増
え
る
。
認
知
症
に
な
る

と
財
産
が
凍
結
さ
れ
る
。
銀
行

の
預
貯
金
が
下
ろ
せ
な
く
な

る
、
不
動
産
の
売
却
、
修
繕
、

賃
貸
契
約
が
出
来
な
く
な
る
。

▽
﹁
お
金
の
管
理
﹂

　

認
知
症
に
よ
る
財
産
凍
結
を

防
い
で
、
生
活
費
や
介
護
費
用

が
滞
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め

に
︵
１
︶
成
年
後
見
︵
２
︶
民

事
信
託
︵
家
族
信
託
︶
が
あ
る
。

成
年
後
見
に
は
︵
１
︶
法
定
後

見
制
度
︵
２
︶
任
意
後
見
制
度

が
あ
る
。
元
気
な
う
ち
に
任
意

後
見
契
約
を
す
る
こ
と
が
大

切
。
人
生
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
合
わ
せ
た
契
約
が
で
き
る
。

　

こ
れ
ら
さ
ま
ざ
ま
な
手
続
き

を
バ
ラ
バ
ラ
に
す
る
の
は
不
慣

れ
な
帰
国
時
な
だ
け
に
大
変
。

山
口
さ
ん
は
、
日
本
国
内
全
国

に
13
か
所
あ
る
日
本
リ
レ
ー
シ

ョ
ン
サ
ポ
ー
ト
協
会
が
、
ま
と

め
て
１
か
所
で
相
談
に
乗
り

手
伝
う
サ
ー
ビ
ス
も
紹
介
し

た
。
講
座
の
視
聴
の
申
し
込
み

は
、
Ｊ
Ａ
Ａ
事
務
局
・
電
話

２
１
２
・
８
４
０
・
６
９
４
２
、 

Ｅ
メ
ー
ルinfo@

jaany.org 

ま
で
。
申
し
込
ん
だ
人
に
後
日

視
聴
先
Ｕ
Ｒ
Ｌ
ア
ド
レ
ス
を
通

知
す
る
。

　

４
月
５
日
よ
り
ホ
ワ
イ
ト
ハ

ウ
ス
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
応
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な

っ
た
ア
シ
ッ
シ
ュ
・
Ｋ
・
ジ
ャ

博
士
︵
ブ
ラ
ウ
ン
大
学
公
衆
衛

生
学
部
長
︶
は
17
日
、
Ｆ
Ｏ
Ｘ

テ
レ
ビ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、

60
歳
以
上
の
人
は
４
回
目
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
す
べ
き
だ
と
語

っ
た
。

　

米
食
品
医
薬
品
局︵
Ｆ
Ｄ
Ａ
︶

は
３
月
29
日
、
米
製
薬
大
手
フ

ァ
イ
ザ
ー
と
米
モ
デ
ル
ナ
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

の
４
回
目
の
接
種
に
つ
い
て
は

緊
急
使
用
を
許
可
し
た
。
50
歳

以
上
の
人
と
免
疫
不
全
の
人
が

対
象
で
、
３
回
目
の
接
種
か
ら

4
か
月
以
上
た
っ
て
い
れ
ば
接

種
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　

米
国
で
は
、
感
染
力
が
強
い

と
さ
れ
る
オ
ミ
ク
ロ
ン
型
の
派

生
型
﹁
Ｂ
Ａ
２
﹂
が
感
染
の
半

数
以
上
を
占
め
、
拡
大
の
懸
念

が
あ
る
。
バ
イ
デ
ン
大
統
領

︵
79
︶
は
30
日
、
自
分
の
4
回

目
の
接
種
の
様
子
を
報
道
陣
に

公
開
し
、接
種
を
呼
び
か
け
た
。

　

Ｆ
Ｄ
Ａ
に
よ
れ
ば
、
高
齢
者

や
免
疫
不
全
の
人
は
時
間
の
経

過
と
と
も
に
新
型
コ
ロ
ナ
の
重

症
化
に
対
す
る
免
疫
が
低
下
す

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
イ

ス
ラ
エ
ル
保
健
省
に
よ
れ
ば
４

回
接
種
し
た
人
は
３
回
接
種
し

た
人
に
比
べ
て
感
染
す
る
確
率

が
半
分
、
重
症
化
の
恐
れ
は
４

分
の
１
に
低
下
し
て
い
る
と
い

う
。
ジ
ャ
博
士
は
﹁
60
歳
以
上

の
人
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
は
か

な
り
説
得
力
が
あ
る
。
60
歳
以

上
は
接
種
す
べ
き
だ
﹂
と
語
っ

た
。
た
だ
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の

研
究
で
も
60
歳
未
満
の
人
に
対

し
て
の
有
効
性
の
デ
ー
タ
は
提

出
さ
れ
て
お
ら
ず
、
博
士
は
既

往
症
な
ど
を
念
頭
に
﹁
50
歳
か

ら
59
歳
ま
で
の
人
は
医
師
と
相

談
し
て
接
種
す
る
必
要
が
あ

る
﹂
と
述
べ
た
。

新型コロナワクチン
４回目接種は効果大
重症化の恐れ４分の１に

https://www
https://www
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@jaany.org
mailto:info@jaany.org
mailto:info@jaany.org
http://jaany.org/
https://www.maxjob.com/
https://artofhaiku.org/
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O

V
ID

-1
9

以
降
の

キ
ャ
リ
ア
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

クイック USA

88

影
響
に
よ
り
、
オ
フ
ィ
ス
再
開

を
延
期
し
て
い
た
企
業
も
続
々

と
再
開
を
決
定
し
て
い
る
中

で
、
労
働
市
場
は
人
手
不
足
に

陥
っ
て
い
る
。

　

先
日
発
表
さ
れ
た
労
働
市
場

の
指
数
デ
ー
タ
、Job O

pen-
in

g
s an

d L
abor T

u
rn

-
over Survey

︵
Ｊ
Ｏ
Ｌ
Ｔ

Ｓ
︶
の
2
月
の
調
査
結
果
に
よ

る
と
、
求
人
数
は
依
然
と
し
て

１
１
３
０
万
人
と
い
う
高
水
準

で

あ

る
︵C

O
V

ID
-19

以

前

は
平
均
７
０
０
万
人
ほ
ど
︶。

そ
し
て
す
っ
か
り
お
馴
染
み
に

な
っ
たG

reat R
esignation

も
継
続
し
て
お
り
、
2
月
に
は

４
４
０
万
人
の
退
職
者
と
な
り

9
か
月
連
続
で
４
０
０
万
人
を

超
え
て
い
る
。
人
材
不
足
の
背

景
に
は
多
く
の
理
由
が
あ
る
も

の
の
、
各
企
業
で
は
ど
の
よ
う

に
人
材
を
発
掘
す
る
か
、
流
出

を
防
ぐ
か
と
い
う
点
を
検
討
し

て
い
る
。

　

C
O

V
ID

-19

以
前
は
雇
用

に
際
し
て
特
に
報
酬
と
福
利

厚
生
が
重
視
さ
れ
て
い
た
が
、

C
O

V
ID

-19

以
降
は
企
業
が

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
オ
フ
ァ
ー

し
て
い
る
の
か
と
い
う
点
が
求

職
者
・
労
働
者
に
と
っ
て
非
常

に
重
要
な
点
と
な
っ
た
。
フ
ル

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
提
供
し
て

い
る
企
業
が
オ
フ
ィ
ス
勤
務
に

変
更
し
た
場
合
、
多
く
の
従
業

員
が
退
職
を
検
討
す
る
と
い
う

調
査
結
果
も
あ
り
、
さ
ら
に
は

報
酬
が
下
が
っ
て
も
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
を
オ
フ
ァ
ー
し
て
い
る

企
業
に
転
職
を
考
え
る
と
い
う

従
業
員
も
多
数
い
る
。

　

多
く
の
労
働
者
が
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
を
重
要
視
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
同
調
す
る
方
も
多
い

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
と
は
リ
モ

ー
ト
ワ
ー
ク
を
前
提
と
し
た
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
選
択
を
す
る

 

米
語
ウ
ォ
ッ
チ
が
単
行
本
に
＝
旦
英
夫
氏
著
﹃
米
語
で
ウ
ォ
ッ

チ
：
日
本
か
ら
は
見
え
な
い
ア
メ
リ
カ
の
真
実
﹄
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

刊
は
、
ア
マ
ゾ
ン
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
紀
伊
國
屋
で
好
評
販
売
中
。

　　Transgender Sports Ban（トランスジェンダーの選手を、女子のスポーツ大会
から除外すること）について、全米で議論が巻き起こっています。Transgender とは、
出生時のからだの性別に違和感を持ち、自分が自覚する性として生きる人です。

　先月、全米大学水泳選手権でトランスジェンダーのリア・トーマス選手が女子 500 ヤード自由形で優勝
しました。間髪入れず、保守派のフロリダ州デ・サンティス知事は、彼女の勝利に異議を唱えました。こ
れまでフロリダ州を含む１０数州で、一般の女子選手に対する配慮として、Transgender Sports Ban を
法律で定めています。
　トーマス選手は以前は男性選手として競技に参加していましたが、女性としての自覚に従って、ルール
に基づき数年前から 体を変えるホルモン療法を受けてきたそうです。（しかし、治療を受ける前に蓄積し
た筋肉やその他の身体的特徴は、残存しているとの指摘があります。）
　アメリカの若者の多くはトランスジェンダーを含む性的少数者に理解を示し、その生き方をサポー
トします。しかしスポーツ参戦には、一般の女性選手の立場を損なわないのかと、思いは複雑です。
Transgender Sports Ban、皆さんはどう思いますか？                      （旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）

Transgender Sports Ban
トランスジェンダー選手の出場禁止

 米 語
Watch

 【225】

　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で

Stay at H
om

e O
rder

が
発

令
さ
れ
た
の
が
２
０
２
０
年
3

月

19

日
。C

O
V

ID
-19

で

全

世
界
規
模
で
働
き
方
が
変
わ
っ

た
と
い
う
事
実
に
議
論
の
余
地

は
無
い
。
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が

多
く
の
企
業
で
導
入
さ
れ
︵
せ

ざ
る
を
得
ず
︶
、
従
業
員
は
リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
で
業
務
を
行
う

こ
と
が
当
た
り
前
に
な
っ
た
。

一
時
期
は
ア
ッ
プ
ル
社
、
グ
ー

グ
ル
社
等
の
巨
大
企
業
で
恒
常

的
に
フ
ル
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を

導
入
す
る
こ
と
も
検
討
さ
れ
て

い
た
。

　

C
O

V
ID

-19

の
収
束
に
つ

れ
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
は
継
続

す
る
も
の
の
、
フ
ル
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
で
は
な
く
て
、
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
勤
務
と
い
う
オ
フ
ィ
ス

出
社
と
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
兼

ね
合
わ
せ
た
就
労
形
態
を
導
入

を
す
る
企
業
が
増
え
て
い
る
。

デ
ル
タ
株
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の

　

ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
41
劇
場
の

所
有
者
や
運
営
者
を
代
表
す
る

ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
・
リ
ー
グ
は

15
日
、
劇
場
内
で
の
マ
ス
ク
着

用
要
請
を
す
べ
て
の
劇
場
で
、

少
な
く
と
も
５
月
31
日
ま
で
延

長
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。 

　

同
リ
ー
グ
代
表
の
シ
ャ
ー
ロ

ッ
ト
・
セ
ン
ト
・
マ
ー
テ
ィ
ン

氏
は﹁
昨
秋
の
公
演
再
開
以
降
、

は
各
劇
場
の
サ
イ
ト
を
参
照
す

る
。
６
月
以
降
の
感
染
防
止
対

策
に
つ
い
て
は
、
来
月
改
め
て

伝
え
る
と
し
て
い
る
。

マ
ス
ク
着
用
５
月
末
ま
で
延
長 

ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
劇
場

　

﹁
電
話
自
動
応
答
シ
ス
テ
ム

にrepresentative

を
聞
き

取
っ
て
も
ら
え
な
い
ん
で
す
﹂

と
い
う
ご
相
談
が
あ
り
ま
し

た
。
今
日
は
、
そ
の
原
因
と
な

っ
て
い
る
音
節
リ
ズ
ム
に
つ
い

て
、
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

正
し
い
英
語
発
音
と
、
カ
タ

カ
ナ
英
語
で
発
音
し
た
場
合

の
、
音
節
数
と
リ
ズ
ム
の
違
い

を
表
に
し
て
み
ま
し
た
。

　

英

語

のrepresentative 

は
母
音
が
５
つ
で
５
音
節
。
音

節
リ
ズ
ム
は
強--

弱-

強--

弱

-

弱
で
す
。
一
方
、
カ
タ
カ
ナ

の
﹁
レ
プ
レ
ゼ
ン
タ
テ
ィ
ブ
﹂

は
８
音
節
で
、
日
本
語
は
音
節

の
強
弱
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。

　

な
ぜ
英
語
の
５
音
節
単
語

が
、
カ
タ
カ
ナ
に
し
た
だ
け
で
、

８
音
節
単
語
に
な
っ
て
し
ま
う

の
で
し
ょ
う
か
。
日
本
語
は
全

て
の
音
に
、
母
音
︵
音
節
︶
を

含
み
ま
す
。
例
え
ば
﹁
レ
﹂
に

は
エ
と
い
う
母
音
を
含
み
ま

す
。
つ
ま
り
、
英
語
を
カ
タ
カ

ナ
に
変
え
る
だ
け
で
、
音
節
が

増
え
、
リ
ズ
ム
が
大
き
く
変
わ

っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

ア
メ
リ
カ
人
は
平
均
５
歳
ま

で
に
、
単
語
の
音
節
を
数
え
始

め
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
音

節
リ
ズ
ム
は
、
英
語
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、
最
も

重
要
な
要
素
の
一
つ
だ
か
ら
で

す
。

モ
リ
ヤ
マ
ハ
ル
カ: 

ス
ラ
イ
ド

メ
ソ
ッ
ド
開
発
者
／
講
師
。﹁
最

強
英
語
発
音
メ
ソ
ッ
ド
﹂著
者
。

slidemethod.com

9

representative が通じない

と
い
う
こ
と
に
な
る
た
め
、
リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
希
望
者
の
増
加

は
、
よ
り
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
働

き
方
を
求
め
る
従
業
員
が
増
加

し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

C
O

V
ID

-19

で
自
身
の
キ
ャ

リ
ア
や
仕
事
に
対
し
て
向
き
合

い
、
自
分
の
価
値
観
を
見
直
す

時
間
が
増
加
し
た
。
結
果
、
企

業
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
や
ビ
ジ
ョ
ン

へ
共
感
で
き
る
か
と
い
う
点

が
、
働
く
上
で
重
要
な
指
標
に

な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

21
年
はC

O
V

ID
-19

禍
で

あ
り
な
が
ら
５
４
０
万
件
の
新

規
事
業
申
請
が
行
わ
れ
て
お

り
、
20
年
の
４
４
０
万
件
︵
19

年
は
３
５
０
万
件
︶
を
上
回
り

過
去
最
高
の
数
値
と
な
っ
た
。

新
規
事
業
申
請
を
行
う
き
っ
か

け
が
全
て
前
向
き
な
も
の
と
は

思
わ
な
い
が
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー

ク
含
む
フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の

拡
大
、
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
を
含

む
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
見
直
し

を
目
的
に
新
規
事
業
を
立
ち
上

げ
る
人
が
増
え
た
こ
と
も
影
響

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

榊
原
将
　

HR Linqs, Inc. President

︶

www.919usa.com

５
０
０
万
人
以
上
の
来
場
が
あ

っ
た
が
、
最
優
先
す
べ
き
は
出

演
者
、
ス
タ
ッ
フ
、
そ
し
て
観

客
の
安
全
で
あ
る
﹂
と
話
し
て

い
る
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
の

提
示
に
関
し
て
は
、
４
月
30
日

以
降
は
各
劇
場
の
判
断
と
な
る

が
、
マ
ー
テ
ィ
ン
氏
は
﹁
す
べ

て
の
人
の
接
種
を
強
く
促
す
﹂

と
し
、
接
種
証
明
提
示
の
有
無

　

ジ
ェ
ト
ロ
は
、
ワ
シ
ン
ト

ン
Ｄ
Ｃ
で
開
催
さ
れ
る
﹁
第

８
回
セ
レ
ク
ト
Ｕ
Ｓ
Ａ
投
資

サ
ミ
ッ
ト
︵
米
国
商
務
省
主

催
︶
﹂
に
合
わ
せ
て
、
ビ
ジ
ネ

ス
視
察
ツ
ア
ー
を
実
施
す
る
。

テ
ー
マ
別
に
７
つ
の
コ
ー
ス

が
あ
る
。︵
全
コ
ー
ス
通
訳
付

き
︶
視
察
ツ
ア
ー
の
種
類
と
期

間
は
次
の
通
り
。︵
Ａ
︶
ペ
ン

シ
ル
ベ
ニ
ア
州
＝
6
月
23
日

︵
木
︶
〜
24
日
︵
金
︶︵
ロ
ボ

テ
ィ
ク
ス/A

I

視
察
︶、︵
Ｂ
︶

モ
ン
タ
ナ
州
コ
ー
ス
＝
6
月
16

日
︵
木
︶�

17
日
︵
金
︶︵
バ

イ
オ/

ア
グ
リ
テ
ッ
ク
視
察
︶、

︵
Ｃ
︶
ア
リ
ゾ
ナ
州
コ
ー
ス
＝

8
月
以
降
実
施
予
定
︵
半
導
体

お
よ
び
周
辺
産
業
︶
な
ど
。
募

集
人
員
は
定
員
各
コ
ー
ス
20

人
。。
申
し
込
み
締
め
切
り
は

5
月
6
日
︵
金
︶
17
時
︵
日
本

時
間
︶。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
１
２
・
９
９
７
・
０
４
０
０
、

Ｅ

メ

ー

ル

D
a

ik
i_

N
a

k
a

jim
a

@
je

tr
o

.
go.jp, rept4@

jetro.go.jp

　

中
嶋
さ
ん
、
宮
森
さ
ん
。

詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

https://w
w

w
.jetro.go.jp/

events/selectusa2022

ジ
ェ
ト
ロ
が
投
資

視
察
ツ
ア
ー
実
施

http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
https://www.hondag.com
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
http://kkobo.com/
http://www.rostamilaw.com
https://hls-global.com
mailto:keikoan0127@gmail.com
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ア
ス
パ
ラ
と
イ
チ
ジ
ク
の
胡
麻
和
え

旨
味
ト
マ
ト

酒
粕
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ

︻
材
料
︼

ア
ス
パ
ラ 

５
本

イ
チ
ジ
ク 

３
個

胡
麻
地 

30
ｇ

︿
出
し
﹀

水 

８
０
０
ｃ
ｃ

茅
乃
舎
出
し
パ
ッ
ク 

２
袋

　

鍋
に
水
８
０
０
ｃ
ｃ
茅
乃
屋

の
出
し
パ
ッ
ク
２
袋
を
入
れ
て

ア
ス
パ
ラ
と
イ
チ
ジ
ク
の
胡
麻
和
え
、

旨
味
ト
マ
ト
、
酒
粕
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ

TOWA（叶和）
36 W 26th St, 

New York NY 10010
TEL:(646) 351-6258

営業時間：火曜から木曜 
午後 5 時開店、

午後 9 時半ラストシート
金曜、土曜〜午後 5 時開店、

午後 9 時半ラストシート
おまかせカウンター：

２セッション、
午後 5 時半、

または午後 8 時から、
$100 コースのみ提供

火
に
か
け
る
。
沸
騰
し
た
ら
中

火
で
３
分
、
冷
水
で
冷
ま
す
。

︿
ア
ス
パ
ラ
漬
け
地
﹀

[

Ａ]

出
し 

６
３
０
ｃ
ｃ

薄
口
醤
油 

３
５
ｃ
ｃ

濃
口
醤
油 

１
０
ｃ
ｃ

味
醂 

４
０
ｃ
ｃ

　

鍋
に
入
れ
て
沸
騰
し
た
ら
冷

水
で
冷
ま
す
。

︿
胡
麻
地
﹀

[

Ｂ]

煎
り
胡
麻 

１
０
０
ｇ

出
し 

40
ｃ
ｃ

濃
口
醤
油 

40
ｃ
ｃ

上
白
糖 

40
ｇ

水
で
冷
ま
す
。

︿
水
戻
し
チ
ア
シ
ー
ド
﹀

水
１
０
０
ｇ

チ
ア
シ
ー
ド
１
０
ｇ

　

常
温
で
一
晩
戻
す
。

︿
旨
酢
ゼ
リ
ー
﹀

[

Ａ]

出
し 

１
８
０
ｃ
ｃ

酢 

30
ｃ
ｃ

濃
口
醤
油 

８
ｇ

薄
口
醤
油 

20
ｇ

上
白
糖 

５
ｇ

パ
ー
ル
ア
ガ
ー 

7
ｇ

　

鍋
に[

Ａ]

を
入
れ
て
火
に

か
け
る
沸
騰
し
た
ら
火
を
止
め

て
パ
ー
ル
ア
ガ
ー
７
ｇ
を
入
れ

て
泡
立
器
で
混
ぜ
て
氷
水
で
冷

ま
す
。
冷
め
た
ら
ザ
ル
で
裏
ご

し
て
ジ
ュ
レ
に
す
る
水
で
戻
し

た
チ
ア
シ
ー
ド
50
ｇ
と
ジ
ュ
レ

を
混
ぜ
る
。

　

ト
マ
ト
を
漬
け
地
か
ら
取
り

出
し
て
食
べ
や
す
い
8
カ
ッ
ト

く
ら
い
の
大
き
さ
に
カ
ッ
ト
す

る
。
お
皿
に
旨
酢
ゼ
リ
ー
を
入

れ
て
ト
マ
ト
を
置
き
パ
ッ
シ
ョ

ン
フ
ル
ー
ツ
の
果
肉
を
散
ら

す
。

　

今
月
は
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の

ノ
ー
マ
ッ
ド
地
区
に
新
し
く
出

来
た
カ
ジ
ュ
ア
ル
和
食
と
寿
司

レ
ス
ト
ラ
ン
﹁
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ａ
﹂
の

料
理
長
、
白
井
雅
也
さ
ん
に
季

節
の
移
り
変
わ
り
と
料
理
か
ら

五
感
で
感
じ
る
事
が
で
き
る
三

品
を
作
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

白
井
さ
ん
は
、
大
阪
辻
調
理
師

専
門
学
校
を
卒
業
後
、
大
阪
の

松
崎
、
な
だ
万
、
樂
待
庵
で
10

年
修
行
し
２
０
０
８
年
に
来

米
。
す
し
膳
、
寿
司
麻
布
の
ヘ

ッ
ド
シ
ェ
フ
を
歴
任
し
た
ベ
テ

ラ
ン
。
伝
統
的
な
和
食
の
調
理

法
で
素
材
を
調
理
し
、
素
材
の

味
や
旨
味
を
最
大
限
に
引
き
出

す
料
理
を
提
供
す
る
人
気
シ
ェ

フ
で
す
。
今
回
は
副
料
理
長
の

樋
口
隆
亮
さ
ん
が
お
手
伝
い
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

vitam
ix

に[
Ｂ]
入
れ
て

ペ
ー
ス
ト
す
る
。
冷
蔵
庫
で
保

存
可
能
︵
１
週
間
︶。

　

ア
ス
パ
ラ
の
硬
い
部
分
硬
い

部
分
切
り
、
皮
む
き
で
皮
を
掃

除
す
る
。

　

ア
ス
パ
ラ
を
ボ
イ
ル
し
て
氷

水
で
冷
ま
し
て
２
ｃ
ｍ
位
の
大

き
さ
に
カ
ッ
ト
し
て
漬
け
地[

Ａ]

に
一
晩
漬
け
る
。

　

ア
ス
パ
ラ
を
漬
け
地
か
ら
引

き
上
げ
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
で

水
分
を
取
る
。

　

イ
チ
ジ
ク
の
皮
を
剥
く

ア
ス
パ
ラ
と
イ
チ
ジ
ク
を
ボ
ー

ル
に
入
れ
て
胡
麻
地
30
ｇ
を
入

れ
て
和
え
る
。

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ト
マ
ト 

１
個

パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ 

１
個

  

ト
マ
ト
は
湯
む
き
し
て
Ａ
の

漬
け
地
に
一
晩
漬
け
る
。

︿
出
し
﹀

水 

８
０
０
ｃ
ｃ

茅
乃
舎
出
し
パ
ッ
ク 

２
袋

　

鍋
の
水
と
出
し
パ
ッ
ク
を
入

れ
て
火
に
か
け
る
。
沸
騰
し
た

ら
中
火
で
３
分
、
冷
水
で
冷
ま

す
。

︿
漬
け
地
﹀

[

Ａ]

出
し 

６
３
０
ｃ
ｃ

薄
口
醤
油 

35
ｃ
ｃ

濃
口
醤
油 

10
ｃ
ｃ

味
醂 

40
ｃ
ｃ

乾
燥
椎
茸 

１
個

昆
布 

10
ｇ

　

鍋
に
入
れ
て
沸
騰
し
た
ら
冷

[

Ａ]

酒
粕 

50
ｇ

Philadelphia

ク
リ
ー
ム

チ
ー
ズ 

４
５
０
ｇ

生
ク
リ
ー
ム 

２
２
５
ｇ

グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖 

１
８
０
ｇ

卵 

3
個

[

Ｂ]

小
麦
粉 

９
ｇ

コ
ー
ン
ス
タ
ー
チ 

４
ｇ

<

蜂
蜜
ソ
ー
ス>

蜂
蜜 

１
０
０
ｇ

レ
モ
ン
汁 

10
ｇ

刻
み
柚
子 

15
ｇ

　

[

Ａ]

の
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ

と
酒
粕
は
は
小
さ
く
切
る

生
ク
リ
ー
ム
、グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖
、

ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
、
酒
粕
を
ボ

ー
ル
に
入
れ
て
湯
煎
で
10
分
ほ

ど
柔
ら
か
く
す
る
。
柔
ら
か
く

な
っ
た
ら
フ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ

ー
に
入
れ
て
卵
3
個
を
い
れ
て

ペ
ー
ス
ト
状
に
な
る
ま
で
混
ぜ

る
。
ペ
ー
ス
ト
に
な
っ
た
ら
ボ

ー
ル
に
移
し
て[

Ｂ]
の
小
麦

粉
と
コ
ー
ン
ス
タ
ー
チ
を
ふ
る

い
に
か
け
て
軽
く
混
ぜ
合
わ
せ

る
。

　

ケ
ー
キ
の
型
に
ク
ッ
キ
ン
グ

ペ
ー
パ
ー
を
敷
き
ペ
ー
ス
ト
を

流
し
て
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
を
し
て

オ
ー
ブ
ン
で
３
５
０
°
Ｆ 

で

25
分
焼
く
。

https://kikkomanusa.com/
https://www.korin.com/korin-sharpening-service
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 ローカル
  スクランブル　

Brooklyn

　

春
に
な
り
、
屋
外
イ
ベ
ン
ト

も
次
々
ス
タ
ー
ト
。
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
発
祥
の
名
物
屋
外
イ
ベ
ン

ト
と
い
え
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
グ

ル
メ
が
味
わ
え
る
ス
モ
ー
ガ
ス

バ
ー
グ
と
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

が
今
年
も
４
月
上
旬
か
ら
毎
週

末
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。
天
気

の
い
い
日
は
散
歩
が
て
ら
、
新

作
グ
ル
メ
や
掘
り
出
し
物
を
見

つ
け
に
行
こ
う
！

●
ス
モ
ー
ガ
ス
バ
ー
グ
︵
フ
ー

ド
マ
ー
ケ
ッ
ト
︶

　

２
０
１
１
年
５
月
に
生
ま
れ

た
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
職
人
技

が
光
る
フ
ー
ド
シ
ー
ン
を
紹
介

す
る
イ
ベ
ン
ト
。
毎
年
、
新
た

な
メ
ニ
ュ
ー
を
携
え
て
地
元
・

地
域
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
業
者
が

出
店
す
る
。
今
年
も
去
年
と
同

様
に
、ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
バ
ー
グ
、

プ
ロ
ス
ペ
ク
ト
パ
ー
ク
、
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
の
ワ
ー
ル
ド
ト
レ
ー

ド
セ
ン
タ
ー
と
、
お
隣
り
の
Ｎ

Ｊ
州
ジ
ャ
ー
ジ
ー
シ
テ
ィ
の
４

か
所
で
開
催
さ
れ
る
。
開
催
日

は
金
・
土
・
日
の
い
ず
れ
か
で
、

時
間
は
午
前
11
時
か
ら
午
後
６

時
ま
で
。

詳

細

はhttps://w
w

w
.

sm
orgasburg.com

/

●
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
・
フ
リ
ー︵
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
︶

　

２
０
０
８
年
に
ス
タ
ー
ト
し

た
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
・
フ
リ
ー
で

は
、
家
具
、
古
着
、
収
集
品
、

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
、
地
元
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
よ

る
ジ
ュ
エ
リ
ー
、
ア
ー
ト
、
工

芸
品
な
ど
を
販
売
。
ダ
ン
ボ
地

区
で
毎
週
末
︵
土
・
日
︶
午
前

10
時
か
ら
午
後
５
時
、
12
月
ご

ろ
ま
で
開
催
中
。
公
式
サ
イ
ト

に
は
い
ま
も
出
店
募
集
が
あ
る

の
で
、
今
年
は
自
慢
の
作
品
を

持
参
し
て
参
加
し
て
み
て
は
。

出
店
料
は
１
日
１
５
０
ド
ル
。

詳

細

は

h
ttp

s
:/

/
brooklynflea.com

/
●
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト

Ｎ
Ｙ
︵
フ
ー
ド
ホ
ー
ル
︶

　

２
０
１
７
年
に
オ
ー
プ
ン
し

た
、情
報
誌
﹁
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
﹂

に
よ
る
ダ
イ
ニ
ン
グ
＆
カ
ル
チ

ャ
ー
施
設
。
１
階
フ
ー
ド
ホ
ー

ル
に
は
各
国
の
料
理
店
の
ほ

か
、
デ
ザ
ー
ト
や
ス
イ
ー
ツ
シ

ョ
ッ
プ
が
ず
ら
り
と
並
び
、
コ

ー
ヒ
ー
や
バ
ー
の
ド
リ
ン
ク
メ

ニ
ュ
ー
も
豊
富
。
屋
内
施
設
だ

が
、
ル
ー
フ
ト
ッ
プ
の
テ
ラ
ス

席
で
の
飲
食
も
可
。
間
近
に
迫

る
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
や
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
の
夕
暮
れ
の
美
し
さ
は

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
発
祥
の
名
物
屋
外
イ
ベ
ン
ト

9

■
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
の
認
識

混
乱
と
米
各
州
の
対
応

 　

米
消
費
者
協
会
の
調
査
で
、

全
米
人
口
の
66
％
以
上
が
リ
サ

イ
ク
ル
マ
ー
ク
の
つ
い
た
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
品
は
す
べ
て
再
生

利
用
可
能
と
誤
っ
て
理
解
し
て

リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
の
誤
っ
た
認
識
！　

再
生
利
用
率

50
％
に
向
け
米
環
境
庁
﹁
国
家
リ
サ
イ
ク
ル
戦
略
﹂

さ
な
い
製
品
は
マ
ー
ク
使
用
を

禁
止
す
る
と
し
た
。
オ
レ
ゴ
ン

州
も
、
誤
解
を
招
く
紛
ら
わ
し

い
表
現
や
適
さ
な
い
製
品
へ
の

リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
を
取
り
除

く
法
案
を
支
持
し
、
そ
れ
を
評

価
す
る
組
織
の
設
置
を
要
請
し

た
。
メ
イ
ン
州
で
は
製
品
の
包

装
材
リ
サ
イ
ク
ル
表
示
と
費
用

は
企
業
負
担
と
し
て
義
務
付
け

る
法
律
を
制
定
し
た
。

■
米
環
境
庁
が
国
家
リ
サ
イ
ク

ル
戦
略

　

米

国

環

境

保

護

庁

は
、

２
０
３
０
年
に
は
リ
サ
イ
ク
ル

率
を
50
％
以
上
に
す
る
た
め

﹁
国
家
リ
サ
イ
ク
ル
戦
略
﹂
を

発
表
。
内
容
は
、
リ
サ
イ
ク
ル

市
場
の
改
善
、
原
材
料
選
別
で

再
生
利
用
可
能
な
製
品
拡
大
、

リ
サ
イ
ク
ル
か
ら
生
じ
る
環
境

汚
染
の
減
少
な
ど
目
標
を
掲
げ

て
い
る
。

　

米
国
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
、
紙

や
金
属
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
32

％
程
度
、
環
境
負
荷
が
高
い
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
は
10
％
以
下
で
ほ

と
ん
ど
が
焼
却
か
埋
め
立
て
と

な
る
。
こ
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
の

低
さ
が
、
グ
リ
ー
ン
ウ
ォ
ッ
シ

ュ
製
品
︵*

環
境
へ
配
慮
し
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
が
実
際
に

は
環
境
負
荷
製
品
︶
を
生
み
悪

循
環
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。

■
企
業
の
行
動
責
任

　

リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
の
認
識

の
混
乱
は
再
生
利
用
シ
ス
テ
ム

の
崩
壊
に
繋
が
り
、
環
境
負
荷

を
少
な
く
し
た
い
消
費
者
の
努

力
を
無
駄
に
す
る
と
し
、
リ
サ

イ
ク
ル
戦
略
と
グ
リ
ー
ン
ウ
ォ

ッ
シ
ュ
防
止
対
策
は
、
全
米
の

企
業
に
課
せ
ら
れ
る
責
任
義
務

と
な
る
。
そ
ん
な
流
れ
の
中
、

今
後
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
す
る
日

本
企
業
に
も
責
任
が
要
求
さ
れ

る
の
は
必
須
で
あ
る
。

■
古
市
裕
子

SDGs-NY

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

(

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
経
営
×
日

系
企
業
Ｎ
Ｙ
進
出
支
援)NY 

Marketing Business Action, 
Inc.

代
表
取
締
役
。
国
連
大
学

SDGs

研
究
員
。
ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ

Ｙ
17
年
勤
務
。
著
書
︻SDGs

ピ
ボ
ッ
ト
戦
略
：
欧
米
企
業

１
２
事
例
集
／SDGs

×
次

世
代
×
企
業
価
値
︼https://

www.amazon.co.jp/dp/
B09NVMP2DF

い
た
こ
と
が
判
明
。
う
ち
回
答

者
25
％
は
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ

ム
は
税
金
よ
り
も
分
か
り
に
く

い
と
答
え
た
。
こ
れ
を
受
け
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
は
２
０
２
１

年
、
持
続
可
能
な
材
料
管
理
セ

ン
タ
ー
を
設
立
。
最
優
先
課
題

は
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
と
リ
サ

イ
ク
ル
に
関
す
る
混
乱
に
対
処

す
る
こ
と
。

　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
も
、
リ

サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
の
使
用
基
準

を
厳
し
く
す
る
法
案
を
可
決
。

州
の
リ
サ
イ
ク
ル
基
準
を
満
た

C
redit Sam

 
H

ollenshead

一
見
の
価
値
あ
り
。年
中
無
休
、

午
前
８
時
か
ら
午
後
10
時
ま
で

営
業
中
。

詳

細

はhttps://w
w

w
.

tim
eo

u
tm

ark
et.co

m
/

new
york/

https://hsart.com/
http://www.jwsny.org
tel:9175773969
https://www.aozoragakuen.com/
https://goshikiprinting.com/
http://bjafa.org/nihongogakuen/
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 BOOKS
　

コ
ロ
ナ
で
撮
影
が
中
断
し
て

い
た
、
ア
マ
ゾ
ン
プ
ラ
イ
ム
ビ

デ
オ
の
﹃
マ
ー
ベ
ラ
ス
・
ミ
セ

ス
・
メ
イ
ゼ
ル
﹄
が
や
っ
と
配

信
さ
れ
た
。
ホ
ッ
ト
で
エ
レ
ガ

ン
ト
な
コ
メ
デ
ィ
エ
ン
ヌ
の
ミ

セ
ス
・
メ
イ
ゼ
ル
は
さ
ら
に
苦

境
に
追
い
や
ら
れ
る
が
、
挫
け

る
ど
こ
ろ
か
今
ま
で
に
増
し
て

ガ
ッ
ツ
を
燃
や
し
、
場
末
の
バ

ー
レ
ス
ク
劇
場
で
人
気
を
博

す
。
衆
目
は
、
は
や
し
立
て
る

男
性
客
に
交
じ
り
、
フ
ェ
ミ
ニ

ン
な
装
い
の
女
性
た
ち
が
、
カ

ク
テ
ル
を
片
手
に
た
ば
こ
の
煙

を
く
ゆ
ら
せ
な
が
ら
、
彼
女
の

炸
裂
す
る
下
ネ
タ
の
ジ
ョ
ー
ク

を
ゲ
ラ
ゲ
ラ
笑
い
飛
ば
す
場
面

だ
。
こ
の
周
り
を
も
ろ
と
も
し

な
い
﹁
ゲ
ラ
ゲ
ラ
﹂
こ
そ
が
フ

ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
心
意
気
だ
と
思

う
の
だ
が
、
い
か
が
だ
ろ
う
。

　

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
や
舞
台
芸

術
史
が
専
門
の
イ
ギ
リ
ス
文
学

者
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
批
評
家
の

北
村
紗
衣
さ
ん
は
、
1
年
に
百

本
く
ら
い
映
画
を
映
画
館
で
見

て
、
か
つ
百
本
く
ら
い
舞
台
も

劇
場
で
観
劇
し
、
２
６
０
冊
く

ら
い
本
を
読
む
と
い
う
。
現
在

武
蔵
大
学
人
文
学
部
英
米
文
化

学
科
の
准
教
授
で
も
あ
る
か

ら
、
映
画
・
舞
台
鑑
賞
は
趣
味

と
い
う
よ
り
研
究
や
仕
事
の
範

疇
だ
ろ
う
。
ま
だ
お
若
い
う
え

に
純
粋
培
養
に
近
い
経
歴
に
、

こ
れ
か
ら
の
活
躍
を
期
待
さ
せ

ら
れ
る
。

　

北
村
さ
ん
に
と
っ
て
フ
ェ
ミ

ニ
ズ
ム
批
評
は
道
具
で
あ
り
、

今
ま
で
の
固
定
観
念
に
縛
ら
れ

な
い
自
由
な
批
評
を
す
る
た
め

だ
と
い
う
。
今
ま
で
自
分
が
閉

じ
込
め
ら
れ
て
い
た
固
定
観
念

の
檻
を
ぶ
ち
壊
し
、
キ
ン
グ
コ

ン
グ
に
な
っ
た
つ
も
り
で
、
エ

ン
パ
イ
ア
ス
テ
ー
ト
ビ
ル
の
上

か
ら
世
界
を
眺
め
て
み
よ
う
と

ハ
ッ
パ
を
か
け
る
。確
か
に﹁
男

性
中
心
的
な
社
会
の
中
で
作
ら

れ
た
テ
ク
ス
ト
を
男
性
中
心
的

な
視
点
で
読
み
、
そ
れ
が
普
遍

的
に
通
用
す
る
解
釈
な
の
だ
と

無
意
識
に
思
い
込
ん
で
い
た
﹂

の
を
壊
す
に
は
、
ミ
セ
ス
・
メ

イ
ゼ
ル
か
キ
ン
グ
コ
ン
グ
に
な

る
く
ら
い
の
覚
悟
が
い
る
か
も

し
れ
な
い
。

　

ま
ず
固
定
観
念
の
檻
を
壊
す

た
め
に
﹁
自
分
の
欲
望
を
知
ろ

う
﹂
か
ら
始
ま
る
。
20
世
紀
前

半
に
活
躍
し
た
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト

で
バ
イ
セ
ク
シ
ャ
ル
の
英
国
人

作
家
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
ウ
ル
フ

と
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
に
は
全
く

関
心
が
な
く
、
男
性
社
会
の
構

成
員
と
し
て
振
る
舞
い
、
英
国

史
上
初
の
女
性
首
相
と
な
っ
た

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
サ
ッ
チ
ャ
ー

を
対
比
し
な
が
ら
、
女
性
が
自

分
の
欲
望
に
つ
い
て
正
直
に
話

す
こ
と
を
阻
害
し
て
き
た
抑
圧

を
取
っ
払
う
。

　

次
に
男
も
す
な
る
と
い
う
勝

手
な
視
点
か
ら
の
女
性
分
析
に

習
い
、
今
度
は
女
性
の
視
点
で

男
性
を
分
析
し
て
い
く
﹁
男
ら

し
さ
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ

う
﹂
。
最
終
章
﹁
ユ
ー
ト
ピ
ア

と
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
に
つ
い
て
考

え
よ
う
﹂
の
テ
ー
マ
は
、
男
女

を
問
わ
ず
今
ど
き
の
若
者
の
心

を
よ
く
捉
え
て
い
る
。

　

彼
女
の
批
評
は
す
こ
ぶ
る
評

判
が
い
い
。
現
代
っ
子
ら
し
い

視
点
と
、
イ
ギ
リ
ス
文
学
に
裏

打
ち
さ
れ
た
厳
格
な
論
理
が
、

易
し
い
分
か
り
や
す
い
言
葉
で

書
か
れ
て
い
て
、
と
っ
つ
き
や

す
い
。
こ
れ
か
ら
評
論
文
を
書

か
ね
ば
な
ら
な
い
人
に
も
よ
い

参
考
書
に
な
る
。
批
評
と
は
重

箱
の
隅
を
楊
枝
で
ほ
じ
く
る
よ

う
な
意
地
悪
な
も
の
で
は
な

く
、
対
象
と
し
た
作
品
と
対
話

す
る
こ
と
で
あ
り
、
結
果
﹁
お

砂
糖
マ
シ
マ
シ
で
甘
く
な
っ
た

り
、
ス
パ
イ
ス
で
ピ
リ
っ
と
感

じ
た
り
、
化
学
反
応
が
起
こ
っ

て
大
爆
発
し
た
り
し
た
ら
い
い

な
﹂
と
期
待
し
て
、
こ
の
タ
イ

ト
ル
。
全
編
余
す
こ
と
な
く
面

白
い
。

　
　
　
　

︵
フ
ェ
イ
ダ
ー
ち
え
︶

現代フェミニズム批評
北村紗衣・著

書肆侃侃房・刊

■命あれば（瀬戸内寂聴、新潮文庫）昨年 99 歳で亡くなっ
た瀬戸内寂聴と京都といえば、1974 年に開いた嵯峨野に
ある寂庵と「京都新聞」に掲載されたエッセイだ。本書は
97 年まで京都新聞に掲載されたエッセイをテーマ別にま
とめ、97 歳の時に発売。「なつかしい人たちの俤」の章で
は宇野千代、水上勉といった文豪が次々登場する。■流浪
の月（凪良ゆう、創元文芸文庫）父の死後、母に恋人が出
来て捨てられた少女は叔母に育てられた。厄介者扱いで居
場所がなかった少女は公園で時々見かけた若い男と一緒に
彼の家に行く。世間では誘拐事件と騒がれた。15 年後に
大人になった 2 人は再会する。■春のこわいもの（川上未
映子、新潮社）川上未映子の 2 年ぶりの新作はコロナパン
デミックが始まった頃、季節は春。社会が変わりそうな不
安もあったが、まだまだ楽観的な気持ちだったあの時期を
背景にした 6 人の短編集。連日感染者数が発表されている
ものの身近に迫っていない人々の日常の瞬間が語られる。
■迷わない。完全版（櫻井よしこ、文春新書）ジャーナリ
スト櫻井よしこが波乱万丈の人生を振り返り、人生におい
て避けられない問題である仕事、お金、健康、家族につい
て語った旧版（2013 年 12 月発行）に 12 年半にわたる介
護を経て、107 歳の母を看取った後に介護や母から学んだ
信念「迷わない」ことを加筆した完全版。■ ALLYになり
たい（小島あゆみ、かもがわ出版）ALLY とは「味方」を意味し、「LGBTQ
を理解・支援する人」のことを言う言葉になった。筆者は ALLY で、サン
フランシスコの友人のにじいろファミリーとして生きる姿に惹かれて、サン
フランシスコと日本で 10 組 32 人から話を聞き、現在の日米の状況をレポー
トする。カミングアウトや米国 LGBTQ 運動の歴史についても書いている。
■ミス・サンシャイン（吉田修一、文藝春秋）大学院生の岡田一心が恋した
のは 80 代の女性だった。その女性は引退をして久しいハリウッドでも活躍
した伝説の映画女優「和楽京子」である。一心は京子こと鈴さんの家に通って、
荷物整理のバイトを始めた。ともに長崎出身で同郷の 2 人は心を通わせる。
ある時、一心は鈴さんへの気持ちが「恋」だということに気付く。（山河藍）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店 NY 本店

　

瀬
戸
内
寂
聴
の
エ
ッ
セ
イ
集
。
誘
拐
犯
と
被
害
者
の
少
女
が
15
年
後
に
再
会
。
コ
ロ
ナ

禍
が
始
ま
っ
た
頃
の
お
話
。
１
０
７
歳
の
母
を
看
取
っ
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
信
念
。
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
を
理
解
し
支
援
す
る
。
青
年
が
恋
し
た
の
は
80
代
の
女
性
だ
っ
た
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

静
か
に
雪
の
降
る
森
の
中
、

動
物
た
ち
は
体
を
ま
る
め
て
冬

眠
中
。
リ
ス
や
ク
マ
、
野
ね

ず
み
に
小
さ
な
か
た
つ
む
り

も
、
み
ん
な
目
を
閉
じ
て
ぐ
っ

す
り
。
お
や
？ 

目
を
覚
ま
し

た
よ
う
で
す
。
そ
し
て
、
ち
ょ

っ
ぴ
り
寝
ぼ
け
な
が
ら
も
鼻
を

く
ん
く
ん
さ
せ
て
巣
穴
を
出
る

と
、
走
り
出
し
ま
し
た
。
次
々

に
ね
ぐ
ら
を
飛
び
出
し
集
ま
っ

た
動
物
た
ち
が
見
つ
け
た
も
の

と
は
…
。

　

鼻
を
﹁
く
ん
く
ん
﹂
と
い
う

擬
態
語
を
何
度
も
繰
り
返
す
こ

と
で
、
春
を
待
ち
望
ん
で
い
た

動
物
た
ち
の
ワ
ク
ワ
ク
す
る
気

持
ち
を
表
現
し
、
そ
の
春
の
象

徴
を
見
つ
け
た
彼
ら
の
喜
び
が

可
愛
ら
し
く
描
か
れ
た
本
。
春

を
待
ち
わ
び
て
い
た
の
は
、
人

間
も
動
物
た
ち
も
み
ん
な
同

じ
。
春
の
訪
れ
を
知
ら
せ
る
黄

色
い
花
に
心
が
温
か
く
な
り
、

ワ
ク
ワ
ク
す
る
感
じ
が
読
み
聞

か
せ
に
ピ
ッ
タ
リ
な
一
冊
。

　

原
作
絵
本
は
ア
メ
リ
カ
人
絵

本
作
家
ル
ー
ス
・
ク
ラ
ウ
ス
の

﹃T
he H

appy D
ay

﹄
。
本
書

は
、
英
語
と
日
本
語
の
朗
読
Ｃ

Ｄ
と
日
本
語
対
訳
ガ
イ
ド
が
つ

い
た
英
語
絵
本
。　
　

︵
高
田
︶

動
物
た
ち
の
目
覚
め
と
喜
び
を
描
い
た
本

 『はなをくんくん 』
作・ルース・クラウス　絵・マーク・シーモント

ラボ教育センター　2021 年

https://usa.kinokuniya.com/
https://usa.kinokuniya.com/
https://www.funcphysio.com/
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 NY 生活ウーマン
 週刊 NY 生活は、家庭や職場、社会で美しく生きる女性たちを応援します。

　

今
回
の
コ
ラ
ム
は
、
ワ
ン
ラ

ン
ク
上
の
美
白
施
術
、
光
治
療

と
レ
ー
ザ
ー
治
療
の
違
い
を
解

説
い
た
し
ま
す
。

　

お
肌
の
お
悩
み
で
も
特
に
多

い
の
が
、
お
顔
の
シ
ミ
。
美
白

化
粧
品
や
ビ
タ
ミ
ン
剤
な
ど
の

サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
飲
み
続
け
て

も
な
か
な
か
目
に
見
え
る
効
果

が
出
ず
、
あ
き
ら
め
か
け
て
い

る
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。

美
容
皮
膚
科
で
は
、
即
効
性
の

あ
る
シ
ミ
治
療
に
は
大
き
く
分

け
て
２
つ
の
治
療
法
が
あ
り
ま

す
。
①
レ
ー
ザ
ー
治
療
＝
ピ
ン

ポ
イ
ン
ト
で
の
照
射
に
適
し
て

お
り
、
濃
い
シ
ミ
や
ホ
ク
ロ
な

ど
局
所
的
な
治
療
に
使
用
さ
れ

ま
す
。
肌
の
奥
深
く
ま
で
レ
ー

ザ
ー
が
届
く
の
で
即
効
性
に
優

れ
て
い
ま
す
が
、
照
射
す
る
力

が
強
い
た
め
、
治
療
後
に
は
か

さ
ぶ
た
の
状
態
が
続
き
、
状
態

に
よ
っ
て
は
シ
ー
ル
を
貼
る
こ

と
で
患
部
を
保
護
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
②
光
治
療
＝

Ｉ

Ｐ

Ｌ
︵Intense Pulsed 

Light

︶
と
い
う
光
を
使
用
し

た
フ
ォ
ト
フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。
光
治
療
は
レ
ー

ザ
ー
と
違
っ
て
幅
広
い
波
長
を

も
つ
た
め
、
1
回
の
施
術
で
ア

プ
ロ
ー
チ
で
き
る
部
分
が
広
い

こ
と
が
特
徴
で
す
。
光
に
反
応

し
た
シ
ミ
は
カ
サ
ブ
タ
に
な

り
、
約
1
週
間
後
に
剥
が
れ
落

ち
て
薄
く
な
り
ま
す
。
一
般
的

に
は
、
3�

4
週
間
ご
と
に
5

回
程
度
の
施
術
を
推
奨
し
て
い

ま
す
。
照
射
後
す
ぐ
に
メ
イ
ク

も
可
能
で
、
ト
ー
タ
ル
で
美
白

ケ
ア
し
た
い
方
に
人
気
の
治
療

で
す
。
美
容
皮
膚
科
で
行
わ
れ

る
光
治
療
は
、
エ
ス
テ
な
ど
で

使
用
さ
れ
る
弱
い
光
治
療
器
と

は
異
な
り
、
皮
膚
の
よ
り
深
い

部
分
ま
で
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る

の
が
特
徴
。
効
果
と
安
全
性
に

大
き
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。
当

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
一
回
の
施

術
で
も
目
に
見
え
る
ほ
ど
肌
に

透
明
感
が
戻
り
、
毛
穴
や
小
じ

わ
の
改
善
に
繋
が
っ
た
お
客
様

も
数
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
お
肌
を
隠
す
マ
ス
ク
が
い

ら
な
く
な
っ
た
今
、
フ
ォ
ト
フ

ェ
イ
シ
ャ
ル
で
お
肌
の
悩
み
を

一
気
に
改
善
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

　

名
取
由
稀
江

：

国
際
美
容

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
。
美
容
歴
30

年
。SK

IN
 D

E
E

P N
Y

C
美

容
皮
膚
科
、Y

ukie N
atori 

Salon 

& Spa 

オ
ー
ナ
ー
。

日
本
で
ネ
イ
ル
ス
ク
ー
ル
を
経

営
。
美
容
師
、
ネ
イ
リ
ス
ト
な

ど
の
資
格
も
持
ち
日
米
を
行
き

来
し
な
が
ら
ト
ー
タ
ル
な
美
の

情
報
を
発
信
す
る
。

美
白
と
シ
ミ
取
り
に
１
回
で
効
果
絶
大
の
光
治
療

15
　

キ
ャ
シ
ー
・
ホ
ウ
ク
ル
Ｎ
Ｙ

州
知
事
は
９
日
、
コ
ロ
ナ
禍
で

特
例
と
し
て
認
可
し
た
飲
食
店

の
ア
ル
コ
ー
ル
類
の
デ
リ
バ
リ

ー
と
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
を
今
後
３

年
間
、
条
件
付
き
で
合
法
と
す

る
こ
と
を
発
表
し
た
。
 

　

同
法
は
、
緊
急
事
態
宣
言
で

店
内
飲
食
や
、
食
事
を
伴
わ
な

い
ア
ル
コ
ー
ル
販
売
が
禁
止

と
な
り
、
経
営
難
と
な
っ
た

飲
食
店
を
支
援
す
る
目
的
で
、

２
０
２
０
年
当
時
の
ア
ン
ド
リ

ュ
ー
・
ク
オ
モ
同
州
知
事
が
承

認
し
た
。
予
算
案
の
制
定
で
施

行
期
間
が
延
長
に
な
っ
た
同
法

だ
が
、
食
事
も
同
時
に
注
文
す

る
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
い

る
。
ホ
ウ
ク
ル
同
州
知
事
は
声

明
で
﹁
Ｎ
Ｙ
の
ナ
イ
ト
ラ
イ
フ

と
接
客
産
業
は
随
一
で
あ
り
、

同
法
を
延
長
す
る
こ
と
で
こ
れ

ら
の
事
業
の
復
興
を
支
援
で
き

る
﹂
と
伝
え
た
。
 

　

同
表
明
後
、
同
州
酒
類
管
理

局
︵
Ｓ
Ｌ
Ａ
︶
は
緊
急
会
議
を

開
き
、
同
時
に
注
文
す
る
﹁
食

事
﹂
の
概
要
を
含
む
、
明
確
な

法
令
内
容
を
改
め
て
検
討
し
て

い
る
。
現
時
点
で
同
局
は
﹁
ス

ー
プ
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
、
チ
キ

ン
ウ
ィ
ン
グ
ス
、
ホ
ッ
ト
ド
ッ

グ
は
、
生
物
、
加
工
品
、
冷

凍
、
事
前
調
理
品
に
関
わ
ら

ず
﹃
食
事
﹄
と
み
な
す
。
ナ
ッ

ツ
や
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
バ
ー
、
ポ

テ
ト
チ
ッ
プ
ス
な
ど
の
ス
ナ
ッ

ク
類
、
付
け
合
わ
せ
程
度
の
小

盛
の
ス
ー
プ
や
ビ
ー
ン
ズ
類
缶

詰
、
付
け
合
わ
せ
の
レ
タ
ス
は

﹃
食
事
の
範
囲
外
﹄
で
違
法
と

す
る
﹂
と
解
説
し
て
い
る
。
詳

細
は
同
局
の
公
式
サ
イ
トsla.

ny.gov

を
参
照
す
る
。
 

酒類テイクアウト

NY州で３年間合法に

　

真
鯛
の
旬
は
３
月
か
ら
６

月
、
産
卵
前
が
脂
が
の
り
超
美

味
し
い
時
期
で
す
。
こ
の
時
期

に
漁
獲
さ
れ
る
真
鯛
を
﹁
桜
鯛
﹂

と
い
う
。
秋
に
は
﹁
も
み
じ
鯛
﹂

と
言
っ
て
２
回
目
の
美
味
し
い

時
期
で
す
。

　

春
野
菜
を
添
え
た
フ
レ
ン
チ

ス
タ
イ
ル
で
、
ポ
ア
レ
ビ
ス
ト

ロ
風
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
レ
モ
ン
で

仕
上
げ
る
、
や
わ
や
か
で
食
欲

を
増
す
一
皿
で
す
。
フ
レ
ン
チ

タ
ッ
チ
の
ポ
ア
レ
は
、
バ
タ
ー

オ
イ
ル
で
カ
リ
カ
リ
に
仕
上
げ

る
フ
レ
ン
チ
の
方
法
で
す
。

作
り
方

①
真
鯛
の
切
り
身
に
味
付
け
し

て
、
大
き
め
の
フ
ラ
イ
パ
ン
に

バ
タ
ー
、
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を

半
々
で
入
れ
て
、
中
火
で
皮
の

面
か
ら
焼
く
。
色
付
い
た
ら
野

菜
、
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
を
入
れ
３

分
炒
め
、
白
ワ
イ
ン
、
レ
モ
ン

汁
を
か
け
て
、
真
鯛
を
取
り
出

し
数
分
間
煮
込
む
。

②
大
皿
に
野
菜
を
ひ
き
、
そ
の

上
に
真
鯛
の
皮
を
上
に
し
て
盛

り
、
周
り
に
空
豆
と
ソ
ー
ス
を

注
ぐ
。

材料２人分　

真鯛切り身 ........80gx ２枚（塩胡椒で味付けて）
バター ................................................... 大さじ 4
白ワイン ............................................... 大サジ 4
レモン汁 ............................................... 大さじ 1
＊野菜　エンダイブ 3 個（細長切りに）、完熟トマト大１個（細
長切り皮のみ）、青空豆適量（ゆでたもの）、ローズマリー２本

Poeler red Snapper with Rosemary,
lemon Vinagrette Endives,tomato-julienne

真
鯛
の
ポ
ワ
レ　

フ
レ
ン
チ
ビ
ス
ト
ロ
風

ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
レ
モ
ン
香
り
エ
ン
ダ
イ
ブ
添
え

　

Ｎ
Ｙ
ベ
ー
グ
ル
の
老
舗
ブ
ラ

ン
ド
﹁
Ｈ
＆
Ｈ
ベ
ー
グ
ル
﹂
本

店
が
、10
年
ぶ
り
に
ア
ッ
パ
ー
・

ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
に
再
オ
ー
プ

ン
し
た
。 

　

１
９
７
２
年
創
業
の
同
店

は
、
連
続
コ
メ
デ
ィ
・
ド
ラ
マ

﹁
と
な
り
の
サ
イ
ン
フ
ェ
ル
ド
﹂

に
登
場
し
た
こ
と
で
も
人
気
と

な
り
、
代
表
的
な
Ｎ
Ｙ
ベ
ー
グ

ル
と
し
て
大
手
ス
ー
パ
ー
な
ど

で
も
全
国
的
に
販
売
さ
れ
て
い

る
が
、
本
店
は
２
０
１
１
年
に

閉
店
し
た
。
近
年
は
Ｊ
Ｆ
Ｋ
や

ラ
ガ
ー
デ
ィ
ア
空
港
、
ペ
ン
駅

な
ど
に
も
支
店
を
開
店
し
、
本

店
再
会
を
皮
切
り
に
フ
ラ
ン
チ

ャ
イ
ズ
も
展
開
し
て
い
く
と
い

う
。 

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
店
舗
か
ら
わ
ず

か
５
ブ
ロ
ッ
ク
離
れ
た
場
所
に

再
開
し
た
本
店︵
コ
ロ
ン
バ
ス
・

ア
ベ
ニ
ュ
ー
５
２
６
番
地
︶
の

店
内
に
は
、
飲
食
ス
ペ
ー
ス
も

あ
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
注
文
シ
ス

テ
ム
で
は
、
ス
ク
ー
プ
︵
横
半

分
に
ス
ラ
イ
ス
し
た
後
、
生
地

内
側
の
部
分
を
取
り
除
く
︶
の

希
望
、
焼
き
具
合
、
ス
プ
レ
ッ

ド
の
量
な
ど
も
選
択
で
き
る
。 

本拠地で復活 
Ｈ＆Ｈベーグル

http://hmakabelcsw.wixsite.com/counseling
http://jmart-usa.com/en/
http://www.salon-oasis.net
http://op-ed.jp
https://tawaramart.com/
https://parkavenuemedicalcenter.com/
http://www.ojfd.com
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

︵
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
岡
田
雅
彦
校
長
︶
は
、
12

日
に
入
学
式
を
行
っ
た
。
今
年

度
は
、
初
等
部
１
年
生
10
人
、

中
等
部
７
年
生
11
人
、
計
21
人

が
入
学
し
た
。
３
年
ぶ
り
に
来

賓
を
招
き
、
６
年
生
と
９
年
生

が
初
等
部
・
中
等
部
の
代
表
と

し
て
参
加
し
た
。
新
入
学
生
の

呼
名
で
は
、
元
気
よ
く
返
事
を

す
る
姿
が
見
ら
れ
た
。
岡
田
校

長
は
式
辞
で
、
新
１
年
生
に
向

け
て
﹁
挨
拶
を
す
る
こ
と
﹂﹁
友

達
と
仲
良
く
す
る
こ
と
﹂﹁
勉

強
す
る
こ
と
﹂﹁
い
っ
ぱ
い
遊

ぶ
こ
と
﹂
と
い
う
４
つ
の
お
願

い
を
し
た
。新
７
年
生
に
は﹁
自

分
を
大
切
に
す
る
こ
と
﹂﹁
友

達
を
大
切
に
す
る
こ
と
﹂﹁
し

っ
か
り
学
習
に
取
り
組
む
こ

と
﹂
と
い
う
３
つ
の
目
標
に
加

え
、
授
業
を
通
し
て
将
来
の
自

分
の
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ
け

て
ほ
し
い
と
激
励
し
た
。

　

在
Ｎ
Ｙ
日
本
国
総
領
事
館
総

森
美
樹
夫
総
領
事
・
大
使
か
ら

の
祝
辞
に
続
き
、
Ｎ
Ｙ
日
本
人

学
校
教
育
審
議
会
新
家
良
一
会

長
が
祝
辞
を
述
べ
た
。
児
童
代

表
は
﹁
ぼ
く
た
ち
と
一
緒
に
ス

マ
イ
ル
と
ハ
ッ
ピ
ー
で
あ
ふ
れ

る
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
﹂、
生
徒
代
表
は
﹁
一

緒
に
素
敵
な
思
い
出
を
作
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
﹂
と
歓
迎
の
言

葉
を
送
っ
た
。

21
人
の
新
入
生
迎
え
る

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
で
入
学
式

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

︵
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
岡
田
雅
彦
校
長
︶
は
、
11

日
か
ら
令
和
４
年
度
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。
新
任
式
で
は
着
任
し

た
３
人
の
職
員
に
対
し
、
代
表

の
児
童
生
徒
か
ら
自
然
が
豊
か

で
歴
史
あ
る
校
舎
や
学
校
行
事

が
紹
介
さ
れ
﹁
先
生
の
指
導
の

下
、
ア
メ
リ
カ
で
し
か
で
き
な

い
活
動
を
楽
し
ん
だ
り
勉
強
に

励
ん
だ
り
し
て
、
充
実
し
た
１

年
に
し
て
い
き
た
い
﹂
と
歓
迎

の
言
葉
を
述
べ
た
。

　

新
任
式
に
引
き
続
き
行
わ
れ

た
始
業
式
で
は
、
岡
田
校
長
が

１
年
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
節
目

の
日
に
ち
な
み
、
竹
の
よ
う
に

成
長
で
き
る
１
年
で
あ
っ
て
ほ

し
い
と
述
べ
、
さ
ら
に
﹁
周
り

の
人
に
感
謝
し
、
自
分
を
大
切

に
し
よ
う
﹂﹁
一
期
一
会
の
出

会
い
を
大
切
に
し
よ
う
﹂﹁
相

手
の
嫌
が
る
こ
と
を
し
な
い
、

自
分
が
さ
れ
て
嬉
し
い
こ
と
を

仲
間
に
し
よ
う
﹂﹁
笑
顔
で
気

持
ち
の
良
い
あ
い
さ
つ
を
し
よ

う
﹂﹁
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た

ら
、
先
生
方
に
い
つ
で
も
相
談

し
よ
う
﹂
と
５
つ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
伝
え
た
。
ま
た
、
現
在
の

校
舎
で
過
ご
す
最
後
の
学
期
に

な
る
こ
と
に
触
れ
、
た
く
さ
ん

の
思
い
出
を
残
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
と
述
べ
た
。

笑
顔
で
ス
タ
ー
ト

教
師
３
人
着
任

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ミ
ッ
ド
タ

ウ
ン
の
日
本
語
補
習
校 A

lto

︵
中
村
健
人
校
長
︶
で
、
入
学

式
と
学
習
発
表
会
が
行
わ
れ

た
。
２
０
２
１
年
度
・
22
年
度

入
学
生
が
合
同
で
式
に
臨
ん

だ
。
校
長
は
﹁
勉
強
の
仕
方
は

人
そ
れ
ぞ
れ
。
今
、
勉
強
が
嫌

だ
な
と
思
っ
て
い
る
人
も
、
自

分
の
や
り
方
、
楽
し
い
と
思
う

や
り
方
を
見
つ
け
て
い
っ
て
ほ

し
い
﹂
と
、
児
童
に
向
け
て
語

っ
た
。

　

式
の
後
に
は
21
年
度
生
に
よ

る
学
習
発
表
会
を
行
い
、
こ
れ

か
ら
入
学
す
る
仲
間
に
向
け
て

A
lto

で
の
学
習
や
活
動
を
紹

介
し
た
。
﹁A

lto

で
ひ
ら
が
な

を
覚
え
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は

も
っ
と
難
し
い
漢
字
を
が
ん
ば

り
た
い
で
す
﹂﹁
み
ん
な
で
作

っ
た
ホ
リ
デ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
が

楽
し
か
っ
た
で
す
﹂﹁A

lto

で

は
日
本
の
文
化
を
学
べ
ま
す
﹂

﹁
す
ら
ら
︵
算
数
教
材
︶
の
使

い
方
を
紹
介
し
ま
す
﹂
と
そ
れ

ぞ
れ
の
思
い
を
、
パ
ネ
ル
に
し

て
発
表
し
た
。
ま
た
こ
の
日

は
﹁
自
分
の
学
習
を
社
会
や
環

境
に
還
元
す
る
﹂
と
い
う
学
校

の
方
針
に
関
連
し
、O

rigam
i 

K
ids by H

ub Park 501(c) 
(3)

の
主
催
す
る
﹁
折
り
紙
キ

ッ
ズ
チ
ャ
レ
ン
ジ
﹂
に
も
取
り

組
ん
だ
。
家
族
も
手
を
と
っ
た

り
一
緒
に
折
っ
た
り
し
、
会
場

全
体
が
あ
た
た
か
い
雰
囲
気
に

包
ま
れ
た
。

A
lto

で
入
学
式

学
習
発
表
会
も

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全

日
制
部
門
︵
Ｎ
Ｊ
州
イ
ン
グ
ル

ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
、
岡
本
徹
学

園
長
︶
は
、
５
日
に
小
学
部
入

学
式
、
６
日
に
幼
児
部
入
園
式

を
行
い
、
17
人
の
新
１
年
生
と

17
人
の
新
年
少
児
を
迎
え
た
。。

両
日
と
も
に
、
コ
ロ
ナ
感
染
予

防
対
策
の
も
と
、
新
入
生
と
保

護
者
、
教
職
員
が
対
面
で
出
席

し
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。　

　

岡
本
学
園
長
は
、｢

今
日
か

ら
ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
の
学
園

生
活
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
、
小
、
中
、
高
、
大
を
終
え
、

社
会
人
に
な
っ
て
、
ど
こ
へ
行

っ
て
も
豊
か
な
日
本
語
、
日
本

文
化
を
大
切
に
生
き
て
行
っ
て

ほ
し
い
。
た
く
さ
ん
の
こ
と
を

学
び
大
き
く
成
長
し
て
い
っ
て

く
だ
さ
い｣

と
話
し
た
。
ま
た
、

在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国
総
領

事
館
よ
り
森
美
樹
夫
総
領
事
・

大
使
が
祝
辞
に
て
温
か
な
お
祝

い
の
言
葉
を
贈
っ
た
。そ
の
後
、

児
童
会
代
表
の
６
年
生
が
日
本

語
・
英
語
の
両
方
で
﹁
み
な
さ

ん
が
入
学
し
て
く
れ
て
と
て
も

う
れ
し
い
で
す
。
こ
の
学
校
に

は
、
日
本
の
伝
統
的
行
事
や
と

ア
メ
リ
カ
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
日

本
と
ア
メ
リ
カ
両
方
の
良
い
と

こ
ろ
を
と
っ
て
た
く
さ
ん
の
行

事
が
あ
り
ま
す
。
楽
し
み
に
し

て
い
て
く
だ
さ
い
ね
﹂
と
学
園

生
活
の
魅
力
を
紹
介
し
た
。
歌

の
披
露
で
は
、
幼
児
部
年
長
組

が
﹃
大
好
き
だ
よ
大
好
き
だ

よ
﹄、
小
学
部
２
年
生
以
上
の

児
童
た
ち
が﹃
児
童
会
ソ
ン
グ
﹄

を
ビ
デ
オ
に
て
披
露
し
、
新
し

い
仲
間
を
歓
迎
し
た
。

　

同
学
園
は
、
１
日
に
サ
タ
デ

ー
ス
ク
ー
ル
Ｎ
Ｊ
校
︵
半
場
綾

子
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
︶、
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
校
︵
牧
野
佳
代
子
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
︶、
ポ
ー
ト
ワ
シ
ン

ト
ン
校
︵
藤
田
真
祐
子
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
︶、
フ
レ
ン
ズ
ア
カ
デ

ミ
ー
ウ
イ
ー
ク
エ
ン
ド
ス
ク
ー

ル
︵
山
田
亜
香
里
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
︶
に
て
幼
児
部
入
園
式
と
小

学
部
・
中
学
部
・
高
等
部
の
入

学
式
、
２
日
に
は
サ
ン
デ
ー
ス

ク
ー
ル
︵
西
田
泉
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
︶
で
幼
児
部
と
小
学
部
の
入

園
・
入
学
式
を
行
っ
た
。
サ
タ

デ
ー
・
サ
ン
デ
ー
部
門
の
他
に

も
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
１
０
３
丁

目
ウ
エ
ス
ト
の
全
日
制
た
ん
ぽ

ぽ
幼
稚
園
を
併
設
す
る
フ
レ
ン

ズ
ア
カ
デ
ミ
ー
︵
ガ
イ
ス
ラ
ー

じ
ゅ
ん
こ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
︶
で

も
入
園
式
が
行
わ
れ
た
。
全
日

制
幼
児
部
小
学
部
は
、
１
日
に

各
学
級
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加

の
始
業
式
で
２
０
２
２
年
度
を

ス
タ
ー
ト
し
た
。

Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
で

入
園
・
入
学
式
開
催

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
日
本
語
学
園

が
、
新
年
度
のPre-K

ク
ラ

ス
の
募
集
要
項
を
発
表
し
た
。

入
園
対
象
は
、
２
０
１
８
年
１

月
１
日
か
ら
12
月
31
日
生
ま
れ

で
、
日
本
語
で
の
日
常
会
話
と

指
示
内
容
が
問
題
な
く
理
解
で

き
る
こ
と
。
ま
た
、
１
人
以
上

の
保
護
者
が
日
本
語
を
母
語
と

し
、
毎
日
必
ず
、
家
庭
内
に
て

学
園
の
宿
題
や
課
題
を
子
ど
も

と
一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
取
り

組
み
、
日
本
語
習
熟
に
必
要
な

学
習
サ
ポ
ー
ト
が
し
っ
か
り
と

行
え
る
こ
と
。
募
集
人
数
は
24

人 

︵
１
ク
ラ
ス
12
人
、
２
ク
ラ

ス
予
定
︶。
こ
れ
に
伴
い
、
４

月
30
日
︵
土
︶
午
前
10
時
30
分

か
ら
11
時
30
分
ま
で
オ
ー
プ
ン

ハ
ウ
ス
を
開
催
す
る
。

　

詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

h
ttp

://b
ja

fa
.o

rg
/

n
ihon

gogaku
en

/hom
e/

school-enrollm
ent/

を

参

照
。
な
お
、Pre-K

ク
ラ
ス
以

外
の
学
年
は
欠
員
が
出
た
場
合

の
み
の
随
時
募
集
と
な
る
。

新 Pre-K クラスの
募集要項を発表

30 日にオープンハウス　
ブルックリン日本語学園

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
フ
レ

ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー
︵
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
ガ
イ
ズ
ラ
ー
順
子
︶
は
５

日
、
た
ん
ぽ
ぽ
幼
稚
園
、
幼
児

教
室
い
ち
ご
組
の
進
級
式
を
行

っ
た
。
式
で
は
岡
本
学
園
長
が

﹁
日
本
語
も
英
語
も
楽
し
く
使

え
る
子
ど
も
に
成
長
し
て
く
だ

さ
い
﹂
と
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
っ
た
。

た
ん
ぽ
ぽ
幼
稚
園
と

幼
児
教
室
で
進
級
式

nishi-doso-usa@hotmail.com
https://satoricollegeplanning.com/
http://starchildny.com
http://www.betteratmath.com
http://shidogakuin.com
http://villagewellusa.com
mailto:infogreenwichkokusai.org
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Ｑ　

ア
メ
リ
カ
で
の
生
活
が
長

く
、
日
本
人
と
し
て
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
が
失
わ
れ
な
い
か

心
配
で
す
。
ど
う
す
れ
ば
い
い

で
す
か
。

Ａ　

幼
児
期
か
ら
海
外
で
長
期

に
渡
っ
て
暮
ら
す
子
ど
も
達

が
、
現
地
の
自
然
や
文
化
、
言

葉
の
影
響
を
強
く
受
け
な
が
ら

育
て
ば
、
当
然
、
日
本
で
生
ま

れ
育
っ
た
子
ど
も
達
と
は
異
な

っ
た
考
え
方
や
感
性
を
持
つ
で

し
ょ
う
。
国
籍
や
容
貌
が
日
本

人
だ
と
し
て
も
、
中
身
は
外
国

人
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。﹁
子
ど
も
に
日
本
人
と
し

て
育
っ
て
ほ
し
い
﹂
と
願
う
の

で
あ
れ
ば
、
そ
の
願
い
を
か
な

え
る
た
め
に
強
い
気
持
ち
を
持

つ
こ
と
、
そ
の
手
立
て
を
考
え

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

日
本
文
化
等
に
触
れ
さ
せ
る
、

体
験
さ
せ
る

　

環
境
が
異
な
る
海
外
に
お
い

て
は
、
可
能
な
範
囲
で
日
本
の

文
化
等
に
触
れ
さ
せ
て
あ
げ
る

こ
と
が
良
い
と
思
い
ま
す
。
例

え
ば
、
現
地
で
の
日
本
人
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
行
う
行
事
に
参

加
す
る
な
ど
。
現
地
の
補
習
授

業
校
に
通
っ
て
お
ら
れ
る
な

ら
、
学
習
以
外
に
日
本
の
儀
式

的
行
事
、
体
育
的
行
事
、
文
化

的
行
事
に
触
れ
る
こ
と
も
お
勧

め
で
す
。

　

ま
た
一
時
帰
国
す
る
こ
と
が

あ
れ
ば
、
名
所
や
史
跡
を
め
ぐ

る
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
学
校

に
体
験
入
学
す
る
こ
と
も
よ
い

で
し
ょ
う
。
日
本
の
学
校
に
一

度
も
通
っ
た
こ
と
の
な
い
お
子

さ
ん
に
は
、
本
帰
国
の
前
に
日

本
の
学
校
文
化
を
体
験
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
日
本
の
四
季

を
感
じ
な
が
ら
、
日
本
の
伝
統

文
化
・
芸
能
を
楽
し
ん
で
学
ぶ

こ
と
も
で
き
ま
す
。

日
本
の
習
慣
を
伝
え
る
、
身
に

付
け
さ
せ
る

　

﹁
挨
拶
の
と
き
に
お
辞
儀
を

す
る
﹂
等
、
日
本
独
特
の
習
慣

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
が
全
て

正
し
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
ま

た
海
外
で
の
生
活
で
は
全
く
そ

ぐ
わ
な
い
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ

う
。
無
理
強
い
を
し
て
海
外
生

活
に
日
本
の
習
慣
を
持
ち
込
む

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、

日
本
に
こ
う
い
っ
た
習
慣
が
あ

る
こ
と
を
伝
え
て
あ
げ
る
の
は

大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
に
は
、
日
本
独
特
の
考
え

方
や
美
意
識
が
多
分
に
反
映
さ

れ
て
い
る
か
ら
で
す
。そ
し
て
、

も
し
こ
れ
は
と
て
も
大
切
な
習

慣
だ
と
思
わ
れ
る
こ
と
が
あ
れ

ば
、
そ
れ
が
お
子
さ
ん
に
自
然

と
身
に
つ
く
よ
う
に
、
ま
ず
は

親
御
さ
ん
自
身
が
手
本
と
な
り

実
践
し
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
に
身
に
付
け
て
ほ
し
い

こ
と
を
明
確
に
す
る

　

日
本
人
と
し
て
大
切
に
し
て

ほ
し
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
れ

を
親
御
さ
ん
が
し
っ
か
り
意
識

す
る
こ
と
で
す
。そ
う
す
れ
ば
、

親
御
さ
ん
自
身
の
言
動
に
自
然

な
形
で
表
れ
、
必
ず
周
り
の
者

に
伝
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

　

た
だ
、
お
子
さ
ん
に
す
ぐ
結

果
を
求
め
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

精
神
的
な
も
の
は
、
し
っ
か
り

身
に
つ
い
て
表
面
に
表
れ
る
ま

で
に
は
時
間
が
か
か
る
の
で

す
。
お
子
さ
ん
の
言
葉
や
行
動

の
中
に
、
大
切
に
し
て
ほ
し
い

こ
と
が
少
し
で
も
垣
間
見
え
た

ら
、
す
か
さ
ず
褒
め
て
あ
げ
ま

し
ょ
う
。
そ
れ
が
、
複
数
の
言

語
や
文
化
の
中
で
適
応
し
て
い

く
た
め
に
必
死
に
頑
張
っ
て
い

る
子
ど
も
達
に﹁
自
己
肯
定
感
﹂

や
﹁
自
尊
感
情
﹂
を
育
み
、
心

の
安
定
や
成
長
を
促
し
ま
す
。

日
本
語
（
母
語
）
を
し
っ
か
り

習
得
さ
せ
る

　

異
文
化
の
中
で
自
己
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
立
す
る

際
、
言
語
が
果
た
す
役
割
や
影

響
力
は
と
て
も
大
き
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
を
日
本
人
と
し
て

育
て
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
母
語

と
な
る
日
本
語
の
習
得
は
不
可

欠
で
す
。
文
化
や
習
慣
も
、
子

ど
も
自
身
が
体
験
し
て
学
ぶ
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
親
や
友

人
か
ら
言
葉
で
も
っ
て
伝
わ
る

こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
日
本
の
書
物
か
ら
文
字
を

通
し
て
伝
わ
る
こ
と
も
大
き
い

で
す
。
特
に
日
本
人
の
少
な
い

所
に
住
ん
で
い
る
子
ど
も
に
と

っ
て
、
書
物
か
ら
得
る
情
報
は

と
て
も
貴
重
で
す
。
そ
こ
に
含

ま
れ
る
日
本
の
息
吹
や
精
神
と

の
出
会
い
は
、
日
本
や
日
本
人

を
認
識
す
る
大
切
な
機
会
と
な

る
は
ず
で
す
。

最
後
に

　

今
、
社
会
は
目
ま
ぐ
る
し
く

変
化
し
て
い
ま
す
。
複
数
の
言

語
を
話
せ
、
多
様
な
も
の
の
見

方
が
で
き
る
子
ど
も
達
は
、
こ

れ
か
ら
の
日
本
に
お
い
て
世
界

に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
担
っ

て
い
く
で
し
ょ
う
。
日
本
人
と

い
う
概
念
を
超
え
て
、
よ
り
広

く
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
子
ど

も
を
見
る
こ
と
、
育
て
る
こ
と

も
ま
た
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。

日本人としてのアイデンティティ

海外子女教育振興財団 関西分室 

菅原光章 教育アドバイザー

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
立
図
書
館

︵
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｌ
︶
は
13
日
、
米
国

内
の
書
籍
検
閲
の
高
ま
り
に
抗

議
し
、
学
校
や
図
書
館
で
検
閲

対
象
に
な
っ
た
書
籍
を
全
国
的

に
貸
出
す
期
間
限
定
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
﹁
ブ
ッ
ク
ス
・
フ
ォ
ー
・

オ
ー
ル
﹂
を
発
足
し
た
。 

　

米
国
図
書
館
協
会︵
Ａ
Ｌ
Ａ
︶

の
報
告
に
よ
る
と
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

Ｑ+

や
人
種
、
宗
教
、
歴
史

な
ど
物
議
を
醸
し
か
ね
な
い
内

容
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
と
い

う
理
由
で
、
昨
年
は
７
２
９
作

品
が
検
閲
対
象
、
ま
た
は
学
校

や
図
書
館
で
貸
出
禁
止
と
な
っ

た
。
同
数
値
は
２
０
１
９
年
の

倍
で
、
過
去
20
年
間
で
最
高
だ

っ
た
。
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
Ｗ
・
マ

ー
ク
ス
同
館
長
は
公
式
サ
イ
ト

上
で
近
年
の
同
動
向
に
関
し

﹁
非
常
に
不
快
で
あ
り
、
民
主

主
義
の
基
本
中
の
基
本
を
非
難

し
て
い
る
。
知
識
は
力
、
無
知

は
危
険
で
嫌
悪
や
分
裂
を
生
み

出
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
や
考

え
方
を
す
べ
て
の
人
が
共
用
で

き
る
よ
う
、
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｌ
は
シ
ン

プ
ル
な
方
法
で
対
抗
す
る
﹂
と

伝
え
て
い
る
。 

　

国
内
最
大
の
所
蔵
数
を
誇
る

同
図
書
館
は
、
大
手
出
版
社
の

ア
シ
ェ
ッ
ト
・
ブ
ッ
ク
・
グ
ル

ー
プ
、
マ
ク
ミ
ラ
ン
出
版
社
、

ス
カ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
社
と
提
携

し
、
検
閲
対
象
に
な
っ
た
作
品

の
電
子
書
籍
を
同
図
書
館
の
公

式
ア
プ
リSim

plyE

で
全
国

的
に
無
料
で
貸
し
出
す
。
利

用
で
き
る
の
は
13
歳
以
上
で
、

５
月
末
ま
で
。
詳
細
はnypl.

org

を
参
照
す
る
。 

公立図書館が無料で貸出 

検閲対象内容の書籍

「読書の自由」を尊重

楽しい
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リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
︵
新
元
良
一
校
長
︶
の
全
日

課
程
幼
児
部
は
13
日
、
施
設
内

の
体
育
館
で
落
語
教
室
を
行
っ

た
。
同
校
は
日
本
人
学
校
と
と

も
に
フ
ラ
ン
ス
人
学
校
が
併
設

さ
れ
て
お
り
、
か
ね
て
よ
り
日

仏
両
国
間
の
文
化
交
流
を
目
指

し
て
き
た
が
、
こ
の
授
業
も
そ

の
一
環
と
し
て
実
施
し
た
。

　

講
師
は
カ
ナ
ダ
・
ト
ロ
ン
ト

生
ま
れ
の
落
語
家
、
桂
三
輝
︵
か

つ
ら
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
︶
師
匠
。

　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語

補
習
授
業
校
︵
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ

ア
州
、
根
路
銘
敢
校
長
︶
は
９

日
、
借
用
校
フ
レ
ン
ズ
セ
ン
ト

ラ
ル
ス
ク
ー
ル
の
講
堂
で
入

園
・
入
学
式
を
行
っ
た
。
幼
稚

部
・
小
学
部
・
中
学
部
・
高
等

部
・
継
承
日
本
語
コ
ー
ス
へ
の

新
入
生
計
47
人
が
元
気
に
、
保

護
者
や
関
係
者
ら
と
と
も
に
出

席
し
た
。

２
０
０
８
年
に
桂
三
枝
︵
現
・

六
代
目
文
枝
︶
に
入
門
以
来
、

活
動
拠
点
を
日
本
に
置
き
つ

つ
、
故
郷
カ
ナ
ダ
は
も
ち
ろ
ん
、

米
国
、
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
、
タ
イ
、
南
ア
フ
リ
カ
な
ど
、

世
界
中
を
訪
ね
る
文
字
通
り”

落
語
の
ア
ン
バ
サ
ダ
ー”

の
役

割
を
担
っ
て
い
る
。

　

日
本
語
、
英
語
、
さ
ら
に
は

フ
ラ
ン
ス
語
も
堪
能
な
師
匠
だ

が
、
今
回
は
英
語
を
中
心
に
演

じ
て
も
ら
っ
た
。
幼
児
部
の
児

童
が
対
象
と
い
う
こ
と
も
あ
り

﹁
寿
限
無
﹂
と
い
っ
た
、
こ
の

年
齢
層
に
も
理
解
し
や
す
い
内

容
の
演
目
を
披
露
し
た
。
イ
ベ

ン
ト
の
冒
頭
で
子
ど
も
た
ち
は

こ
の
伝
統
芸
能
に
関
す
る
基
礎

的
な
知
識
を
学
ん
だ
。
高
座
で

使
う
手
ぬ
ぐ
い
が
書
き
も
の
を

す
る
と
き
に
使
う
手
帳
に
、
扇

子
が
蕎
麦
を
食
べ
る
と
き
の
箸

に
代
用
さ
れ
る
。
身
振
り
手
振

り
と
磨
か
れ
た
話
芸
で
落
語
の

世
界
を
紹
介
し
て
い
く
と
、
日

本
人
学
校
、
フ
ラ
ン
ス
人
学
校

そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も
た
ち
は
身

を
乗
り
出
し
て
見
入
り
、
と
き

に
は
大
き
な
笑
い
声
で
反
応
し

た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
昨
年
、
一
昨
年

と
対
面
で
の
入
園
・
入
学
式
が

で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

晴
れ
の
日
を
迎
え
た
園
児
・
児

童
た
ち
の
顔
は
輝
い
て
見
え

た
。
担
任
の
先
生
か
ら
名
前
を

呼
ば
れ
る
と
、
そ
の
場
で
﹁
は

い
！
﹂
と
返
事
を
し
た
新
入
生

た
ち
。
緊
張
し
た
面
持
ち
な
が

ら
も
、
大
き
な
声
で
の
返
事
一

つ
ひ
と
つ
に
喜
び
が
詰
ま
っ
て

い
た
。
根
路
銘
校
長
の
式
辞
で

は
、
週
１
回
の
補
習
校
に
通
い

な
が
ら
日
本
語
と
英
語
の
両
立

を
頑
張
る
生
徒
た
ち
を
、
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
・
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
で

活
躍
す
る
大
谷
翔
平
選
手
の
二

刀
流
に
例
え
、
志
を
高
く
、
充

実
し
た
学
生
生
活
を
送
る
よ
う

励
ま
し
た
。

　

朝
方
の
雨
は
子
ど
も
た
ち
の

登
校
時
間
に
あ
が
り
、
春
の
陽

ざ
し
が
補
習
校
生
た
ち
を
祝
福

し
た
。
﹁
我
が
子
の
セ
レ
モ
ニ

ー
を
直
接
見
る
こ
と
が
で
き
る

有
難
み
を
感
じ
た
﹂
な
ど
、
保

護
者
の
喜
び
の
声
も
多
く
笑
顔

が
弾
け
る
入
学
式
と
な
っ
た
。

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ

落
語
教
室

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア

対
面
で
入
学
式

 発行元：国連平和の鐘を守る会
原案：高瀬聖子   絵・文　あいざわるつこ

米国販売代理店：ニューヨーク生活プレス社

 絵本『コインでつなく平和の鐘』絶賛発売中！
 　ニューヨークの国連本部ビルの日本庭園にある「平和の鐘」は、愛媛県宇和島市長を
務めた中川千代治元日本国連協会愛媛県副本部長（1905 〜 72 年）が、日本が国連に
加盟する前の 1951 年、パリにおける国連会議に出席した際に世界 65 か国から寄贈さ
れた各国代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて

「平和の鐘」を作り、54 年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２
年後の 56 年に日本は 80 番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務
総長がこの鐘を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平
和デー」と呼ばれています。日本が国連に加盟して 62 周年を迎えた今年、この絵本は、
日本から平和を訴える強いメッセージとなるでしょう。

 The Story of the UN Peace Bell
　 In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan offi cially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark the 
opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Japan 
joining the United Nations, and the picture book conveys a signifi cant message of peace 
from Japan.

 

国
連
本
部
に
鐘
を
寄
贈
し
た
日
本
人
の
物
語

 取扱い店：国連本部地下書店

United Nations Bookshop
48th Street and 1st Avenue

Room GA-1B-103
Tel:212-963-7680

または週刊 NY 生活まで
電話 212-213-6069

価格：$23

http://www.joes.or.jp
mailto:sodanjigyo@joes.or.jp
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://ymcatfv.org/
http://www.jwsny.org
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新俳句グランプリ 2022

応募要項 www.artofhaiku.org 詳細は、ウェブサイトの英語版をご覧下さい。
About offi cial rules of “New Haiku Grand Prix” in English, go to the website.

 期間
北米伊藤園新俳句グランプリ2022は、米国東部時間2022年1月1日12:00AMから2022年10月31日
11:59PMまで開催します。

＊11月1日から12月31日にされた応募は2023年1月分扱いとします。　　

 応募資格
このコンテストへの参加は、米国居住者に限ります。北米伊藤園、ニューヨーク生活プレス社および

これらの親会社、関連会社、広告宣伝担当会社や家族からの応募は無効となります。応募者は、募

集要項に同意したものとみなされます。

 応募について
日本語あるいは英語の俳句を応募いただけます。応募期間は10回に分かれています。

日本語部門（18歳以上）　五七五の音のリズムで表現してください。季語などの厳密なルールは問

いません。

英語部門（18歳以上）　以下のモデルを参考に表現してください。

18歳未満部門　日本語、英語、どちらでも応募できます。

［学校賞］　毎月の候補作品の総計が一番多かった学校に、学校賞として表彰状をお送りします。

 応募方法
Emai l　メールのタイトルを、「ITO EN New Haiku Contest Submission」として、

HaikuGrandPrix@gmail.comまでお送りください。

応募する俳句を氏名、住所、電話番号、生年月日、Emailアドレス、学生の場合は学校名を添えてお送

りください。

オンライン　www.artofhaiku.org からご応募いただけます。

※13歳未満の方が応募される場合は、こちらを厳守ください。

応募する俳句に、氏名、住所、電話番号、生年月日、学生の場合は学校名、両親または法的な親権者

のEmailアドレスとコンテスト参加を承認するサインを添えて、Eメールで応募してください。

 応募期間のスケジュール

応募方法にかかわらず、お一人様、各応募期間に1つの俳句を応募いただけます。応募方法にかかわ

らず、お一人様から各応募期間に1つ以上の俳句が応募されてきた場合、最初の1つのみを有効とさ

せていただきます。またこのコンテストは、日本の伊藤園が行っているものとは別のものです。

 応募上の注意
・応募される俳句は、日本語あるいは英語のどちらかとさせていただきます。

・応募される俳句は、オリジナルで、未発表のものに限ります。

 審査スケジュール
応募いただいた作品は、下記のように応募期間単位で審査され、候補作品が選出されます。候補作

品とならなかった作品は、翌応募期間には持ち越されません。同じ作品が再度審査されるために

は、再度別の応募期間に応募する必要があります。

金賞、銀賞、銅賞は、各応募期間から選ばれた全候補作品の中から、2022年11月25日ごろ選ばれます。

 審査基準
以下の基準で審査されます。創造性　40%　　独自性　40%　　表現の明確さ　20%

金賞、銀賞、銅賞の審査には、大高翔、江坂衣代、大江千里、田中太山、スコット・メイソン（敬称

略）が参加する予定です。

 通知
各応募期間から選出される候補作品の作者への通知は、郵便かEmailか電話で行われます。候補作

品の作者、金賞、銀賞、銅賞の作者は、通知後3日以内に応募資格を満たしていることなどを示す書

類にサインして返却していただく必要があります。これが行われなかった場合は無効となります。

 賞品（予定）
金賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）3ケース＋トロフィー

銀賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）2ケース＋トロフィー

銅賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）1ケース＋トロフィー

候 補 作 品 は 、各 応 募 期 間 の 翌 月 第 4 週 号 の「 週 刊 N Y 生 活 」、ウ ェ ブ サ イト

 （www.artofhaiku.org）に掲載されます。候補作品への賞品はありません。金賞、銀賞、銅賞は、

2023年新年号の「週刊NY生活」、ウェブサイト（www.artofhaiku.org）に掲載されます。

 その他
応募いただいた作品の著作権は、北米伊藤園に帰属するものとします。その他詳細な応募要項は、

ウェブサイトの英語版オフィシャルルールをご覧ください。 

応募期間 開始 終了 Email・オンラインでの応募締め切り

4 4/1/22 4/30/22 11:59:59pm 4/30/22

5 5/1/22 5/31/22 11:59:59pm 5/51/22

6 6/1/22 6/30/22 11:59:59pm 6/30/22

7 7/1/22 7/31/22 11:59:59pm 7/31/22

8 8/1/22 8/31/22 11:59:59pm 8/31/22

9 9/1/22 9/30/22 11:59:59pm 9/30/22

10 10/1/22 10/31/22 11:59:59pm 10/31/22

応募
期間

開始 終了
候補者への
おおよその

通知日

日本語部門から
選出される
候補作品

英語部門から
選出される
候補作品

18 歳未満部門
から選出される

候補作品

4 4/1/22 5/5/22 5/6/22 7 7 7

5 5/1/22 6/6/22 6/7/22 7 7 7

6 6/1/22 7/6/22 7/7/22 7 7 7

7 7/1/22 8/4/22 8/5/22 7 7 7

8 8/1/22 9/7/22 9/8/22 7 7 7

9 9/1/22 10/4/22 10/5/22 7 7 7

10 10/1/22 11/4/22 11/5/22 7 7 7

北米伊藤園新俳句グランプリ2022　主催：ニューヨーク生活プレス社　特別協賛：北米伊藤園　アドミニストレーター：Marden-Kane, Inc.

北米伊藤園

日
本
語
部
門

英語部門

18
歳
未
満
部
門

雑
踏
に 

名
を
呼
ば
れ
け
り 

春
隣 櫻

井
陽
子  

Ｎ
Ｙ
州

日
を
浴
び
る 

仰
向
け
の
猫 

プ
ル
ル
ル
ル

今
道
友
昭  

Ｎ
Ｙ
州  

亡
き
友
の 

は
に
か
ん
だ
笑
み 

春
の
燈

前
田
須
美
子  

Ｎ
Ｊ
州  

春
の
月 

触
れ
よ
と
ば
か
り 

手
を
伸
ば
す

島
崎
志
津
香  

Ｎ
Ｊ
州

春
嵐 

リ
サ
イ
ク
ル
ビ
ン 
吹
き
飛
ば
し
　

高
安
キ
ワ  

Ｎ
Ｊ
州 

地
下
足
袋
に 

空
海
宿
る 

遍
路
道森

柾
光
央  
Ｎ
Ｙ
州

風
光
る 

ヘ
ル
メ
ッ
ト
よ
り 

な
び
く
髪

斉
藤
照
枝  

Ｎ
Ｙ
州

マ
ラ
ソ
ン
で 

一
等
と
り
た
い 

白
い
息
　

横
関 

桜  

Ｎ
Ｙ
州

︵
フ
レ
ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
小
４
　
９
歳
︶
　

 

ぎ
ぼ
う
し
の 

葉
っ
ぱ
を
す
べ
る 

雨
し
ず
く
　

山
本
琉
生  

Ｎ
Ｙ
州

︵
育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
Ｐ
Ｗ
校
小
５
　
10
歳
︶

手
一
杯 

抱
え
る
上
着 

雪
解
け
道 

　
　

深
作
菜
帆  

Ｐ
Ａ
州

︵
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
　
中
３
　
15
歳
︶

あ
と
１
人 

ぬ
い
た
ら
ゴ
ー
ル 

行
け
私
　

宇
佐
美
杏
里
彩  

Ｐ
Ａ
州

︵
ノ
ー
ス
ペ
ン
日
本
語
学
園
小
３
　
９
歳
︶

秋
の
葉
の 

色
変
わ
る
こ
ろ 

た
ん
生
日 

　
　

フ
リ
ー
マ
ン
恵
心  

Ｔ
Ｘ
州

︵
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
日
本
語
補
習
校
小
５
　
10
歳
︶

卒
業
の 

朝
に
庭
先 

花
か
お
る
　

ベ
ニ
オ
フ
ニ
ナ  

Ｐ
Ａ
州

︵
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
授
業
校
中
３
　
15
歳
︶

久
し
振
り 

そ
っ
と
囁
く 

待
雪
草

マ
ン
ト
ン
み
あ  

Ｐ
Ａ
州

︵
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
授
業
校
高
１
　
16
歳
︶

early breakfast
we sip the last
of the moon
─Roberta Beach Jacobson, IA

  
we assume 
they’re whispering about us
winter oaks

─Julie Schwerin, WI

spring breeze
a scoop of pelicans
wheels the thermal

─Marilyn Ashbaugh, MI

tapping trees
in the sugarbush
a northern � icker

─Rick Jackofsky, NY

birdsong
the gargoyle’s snarl
softer

─Jonathan Roman, NY   

Good Friday
the darkest hour
in her sigh

─Dan Schwerin, WI

「3月選考通過作品」
　「北米伊藤園・新俳句グランプリ2022」の3月分の応募を締め切り、厳正

な検証作業の結果、掲載されている日本語7句、英語7句、日英句(18歳未

満)7句が選出されたことをお知らせします。多くの方々から応募を頂いたこ

とに深く御礼申し上げます。

 　今回選ばれた俳句は年間大賞の候補作品となります。今後も各月に日

本語7句、英語7句、日英句(18歳未満)7句がセミ・ファイナリストとして選出

されます。現在も引き続き4月分の応募を受け付けており、10月31日まで

随時募集しておりますので、ふるってご応募ください。

how you love me a little blue heron
─Susan Burch, MD

http://www.artofhaiku.org
mailto:HaikuGrandPrix@gmail.com%E3%81%BE%E3%81%A7%E3%81%8A%E9%80%81%E3%82%8A%E3%81%8F%E3%81%A0%E3%81%95%E3%81%84%E3%80%82
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
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五
年
生
で
一
番
記
憶
に
残
っ

て
い
る
こ
と
は
、
育
英
学
園
の

学
級
園
で
五
年
生
み
ん
な
と
稲

作
を
し
た
こ
と
で
す
。

　

小
学
校
で
は
こ
れ
ま
で
一
年

生
の
時
の
ア
サ
ガ
オ
や
二
年
生

の
ト
マ
ト
、
な
す
、
き
ゅ
う
り
、

三
年
生
の
ホ
ウ
セ
ン
カ
な
ど
を

育
て
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

ど
れ
も
し
っ
か
り
育
て
ら
れ

て
、
花
が
咲
い
た
り
、
実
を
収

穫
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

　

五
年
生
に
な
っ
て
、﹁
今
年

は
お
米
を
作
る
よ
。﹂
と
聞
い

た
時
、
と
て
も
大
変
そ
う
だ
な

と
い
う
印
象
を
も
ち
ま
し
た
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
こ
れ
ま
で

は
一
人
一
人
が
自
分
の
鉢
植
え

の
中
で
ア
サ
ガ
オ
な
ど
を
育
て

て
き
た
の
に
対
し
、
育
英
で
の

米
作
り
は
﹁
校
庭
の
奥
に
あ
る

場
所
を
自
分
た
ち
で
耕
し
て
育

て
る
。﹂
と
聞
い
た
か
ら
で
す
。

場
所
も
広
い
し
、
お
米
は
収
穫

ま
で
に
時
間
も
か
か
る
し
、
こ

れ
は
大
仕
事
だ
な
と
感
じ
ま
し

た
。

　

こ
れ
ま
で
、
お
米
が
で
き
る

ま
で
の
様
子
を
テ
レ
ビ
番
組
で

観
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
祖

父
の
家
の
近
く
に
は
田
ん
ぼ
も

あ
る
の
で
、
夏
休
み
な
ど
に
近

く
を
歩
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
実
際
に
植
え
る

と
こ
ろ
や
収
穫
す
る
と
こ
ろ
を

見
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

﹁
学
校
に
ク
ワ
な
ど
の
道
具

は
あ
る
の
か
な
。
水
は
ど
こ
か

ら
入
れ
る
ん
だ
ろ
う
。
泥
だ
ら

け
に
な
る
の
か
な
。﹂
と
分
か

ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
し
た
。

け
れ
ど
も
四
年
生
で
転
入
し
て

き
て
か
ら
、
み
ん
な
で
何
か
を

一
緒
に
作
る
作
業
を
す
る
こ
と

は
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、
と
て

も
面
白
そ
う
だ
な
と
思
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
米
作
り
が
終
わ

っ
た
今
、
思
い
返
し
て
も
、
と

て
も
面
白
か
っ
た
な
と
思
い
ま

す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
作
業
が
あ
り
ま

し
た
が
、
印
象
に
残
っ
て
い
る

作
業
を
三
つ
挙
げ
て
み
よ
う
と

思
い
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
泥
だ
ら
け
に
な

っ
た
田
植
え
で
す
。
種
も
み
の

選
別
を
終
え
て
無
事
に
伸
び
た

苗
を
、
田
起
こ
し
と
し
ろ
か
き

を
し
た
校
庭
の
隅
に
植
え
た
の

で
す
が
、
と
て
も
大
変
で
し
た
。

自
分
や
友
達
の
く
つ
下
が
泥
だ

ら
け
に
な
っ
て
、
お
か
し
く
て

み
ん
な
で
﹁
わ
あ
わ
あ
。﹂
と

声
を
上
げ
ま
し
た
。
き
れ
い
好

き
な
女
の
子
達
も
泥
の
中
で
一

生
け
ん
命
に
か
が
ん
で
い
ま
し

た
。
下
を
向
い
て
泥
の
中
の
作

業
は
と
て
も
疲
れ
る
も
の
で
、

機
械
が
無
か
っ
た
時
代
は
大

変
だ
っ
た
ろ
う
な
と
思
い
ま
し

た
。

　

二
つ
目
は
、
水
や
り
や
雑
草

抜
き
な
ど
の
手
入
れ
を
頻
繁
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
点

で
す
。
ぼ
く
は
学
校
か
ら
分
け

て
も
ら
っ
た
苗
を
家
で
も
バ
ケ

ツ
に
植
え
て
育
て
て
い
た
の
で

す
が
、
毎
朝
た
っ
ぷ
り
水
を
や

ら
な
け
れ
ば
す
ぐ
に
土
が
乾
燥

し
て
し
ま
い
、
稲
作
に
は
水
が

不
可
欠
だ
な
と
実
感
し
ま
し

た
。

　

三
つ
目
は
稲
刈
り
で
す
。
も

ち
ろ
ん
学
校
に
コ
ン
バ
イ
ン
な

ど
は
無
い
の
で
、
手
で
根
元
か

ら
道
具
で
切
る
作
業
を
行
い
ま

し
た
。
収
穫
し
た
稲
を
ま
と
め

て
運
ぶ
人
、
稲
の
根
元
を
掘
り

起
こ
し
て
来
年
の
た
め
に
土
を

整
え
る
人
、
そ
れ
ぞ
れ
が
手
分

け
を
し
て
作
業
を
し
ま
し
た
。

無
事
に
収
穫
で
き
て
、
み
ん
な

笑
っ
て
い
ま
し
た
。

　

時
間
を
か
け
て
み
ん
な
で
田

植
え
、
水
や
り
、
雑
草
抜
き
を

し
な
が
ら
お
米
を
育
て
て
、
そ

れ
を
ま
た
み
ん
な
で
収
穫
で
き

た
の
は
、
い
い
経
験
だ
っ
た
な

と
思
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
少

し
脱
穀
時
間
が
長
か
っ
た
よ
う

で
、
お
米
が
小
さ
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
そ
の
お
米
を

学
校
の
鍋
で
炊
い
て
、
み
ん
な

で
分
け
合
っ
て
た
べ
ら
れ
て
、

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

﹁
同
じ
釜
の
飯
を
分
け
合
う
﹂

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、

ぼ
く
達
は
た
だ
炊
い
た
も
の
を

分
け
合
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、

苗
を
育
て
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め

た
の
で
、
も
っ
と
結
束
が
強
ま

っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
五
年
生
の
一
年

間
、
い
ろ
い
ろ
な
行
事
が
あ
っ

た
け
れ
ど
、
稲
作
を
通
し
て
ま

と
ま
り
の
あ
る
仲
の
良
い
ク
ラ

ス
と
し
て
過
ご
せ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。︵
滞
米
１
年
５
か
月
︶

　

ぼ
く
は
、
五
さ
い
の
と
き

か
ら
、
じ
ゅ
う
道
を
な
ら
っ

て
い
ま
す
。
週
に
三
回
、
道

じ
ょ
う
に
行
き
ま
す
が
、
去

年
は
ほ
と
ん
ど
オ
ン
ラ
イ
ン

じ
ゅ
ぎ
ょ
う
で
し
た
。
で
も
、

つ
い
に
こ
の
夏
、
初
め
て
の

昇
き
ゅ
う
し
け
ん
と
、
し
あ

い
出
じ
ょ
う
を
け
い
け
ん
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

昇
き
ゅ
う
し
け
ん
は
、
七

月
十
二
日
に
道
じ
ょ
う
で
し

ま
し
た
。
大
外
刈
り
や
せ
お

い
な
げ
な
ど
、
四
つ
の
わ
ざ

の
テ
ス
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

ぼ
く
は
合
か
く
し
て
、
黄
お

び
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
あ
い
は
、
七
月
十
八
日

に
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
で
あ

り
ま
し
た
。
さ
い
初
の
た
い

せ
ん
あ
い
手
は
、
な
ん
と
全

国
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
で
し
た
。

ま
け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

ぼ
く
は
七
分
間
ね
ば
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
つ
ぎ
の
た

い
せ
ん
あ
い
手
に
は
か
つ
こ

と
も
で
き
ま
し
た
。
先
生
や

先
ぱ
い
た
ち
が
沢
山
お
う
え

ん
し
て
く
れ
て
、
銀
メ
ダ
ル

を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。﹁
采
、
ラ
イ
オ
ン
み
た
い

だ
っ
た
ね
。﹂
と
、
先
ぱ
い
に

言
わ
れ
ま
し
た
。
力
は
つ
か

い
き
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
ぼ

く
の
心
は
ま
た
、
た
た
か
い

た
い
気
も
ち
で
し
た
。

　

ぼ
く
は
も
っ
と
つ
よ
く
な

り
た
い
で
す
。
黒
お
び
に
も

な
り
た
い
し
、
全
国
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
に
も
か
ち
た
い
で
す
。

そ
し
て
い
つ
か
じ
ゅ
う
道
の

先
生
に
、
な
り
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　

  　
︵
滞
米
７
年
︶
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鏡
を
見
て
い
る
と
き
、
ふ
と

思
い
ま
し
た
。﹁
自
分
﹂
と
は

な
ん
だ
ろ
う
？
コ
ロ
ナ
で
自
分

の
こ
と
を
よ
り
考
え
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
、﹁
自
分
﹂
と
い

う
も
の
を
は
っ
き
り
と
分
か
っ

て
い
な
い
人
が
殆
ど
な
の
で
は

な
い
か
、
と
思
い
始
め
ま
し
た
。

ま
ず
は
シ
ン
プ
ル
に
考
え
て
み

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
あ
な
た

は
自
己
紹
介
を
す
る
時
、
自
分

の
名
前
、
自
分
の
好
き
な
物
や

好
き
な
事
、
自
分
の
身
長
な
ど
、

自
分
が
知
っ
て
い
る
﹁
自
分
﹂

に
つ
い
て
語
る
で
し
ょ
う
。
そ

し
て
聞
い
て
い
る
人
た
ち
は
、

あ
な
た
が
伝
え
た
情
報
や
あ

な
た
の
性
格
な
ど
を
基
に
、
人

間
関
係
を
築
い
て
い
く
で
し
ょ

う
。
別
に
良
い
関
係
で
は
な
く

て
も
、
お
互
い
目
を
合
わ
せ
る

や
話
を
す
る
な
ど
、
人
間
と
し

て
最
小
限
の
こ
と
は
す
る
で
し

ょ
う
。

　

で
は
早
速
で
す
が
、
状
況
を

大
き
く
変
え
て
み
ま
す
。
あ
な

た
は
、
生
き
物
の
い
な
い
世
界

に
生
ま
れ
て
き
た
と
し
ま
す
。

動
物
が
一
匹
も
お
ら
ず
、
辺
り

は
石
や
砂
だ
ら
け
で
す
。
そ
う

な
る
と
、
あ
な
た
と
目
を
合
わ

せ
た
り
、
あ
な
た
に
注
目
を
向

け
た
り
す
る
生
き
物
は
、
い
な

い
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
ど
う
い

う
こ
と
か
っ
て
？
そ
の
世
界
の

中
で
あ
な
た
は
、
自
分
が
生
き

て
い
る
、
生
き
物
と
し
て
存
在

し
て
い
る
自
覚
が
な
く
な
る
の

で
は
な
い
か
と
、
僕
は
思
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
他
の
生
き
物
が

い
る
か
ら
こ
そ
、
自
分
が
存
在

し
て
い
る
の
だ
と
自
覚
で
き
る

と
い
う
わ
け
で
す
。

　

逆
の
視
点
か
ら
﹁
自
分
﹂
と

い
う
も
の
を
見
て
み
る
の
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。
他
人
か
ら
し

て
、
あ
な
た
は
誰
、
も
し
く
は

何
で
す
か
？
友
達
、
ク
ラ
ス
メ

ー
ト
、
恋
人
、
仕
事
仲
間
、
親

戚
、
家
族
な
ど
で
し
ょ
う
。
し

か
し
、
や
っ
ぱ
り
あ
な
た
は
何

か
し
ら
の
存
在
で
あ
っ
て
、
他

人
に
﹁
私
は
生
き
物
と
し
て
存

在
し
て
い
る
の
だ
﹂
と
、
自
覚

さ
せ
て
い
る
の
で
す
。
た
と
え

良
く
な
い
人
間
関
係
で
あ
っ
て

も
。﹁
自
分
﹂
と
い
う
も
の
は
、

自
覚
す
る
も
の
な
の
か
も
し
れ

な
い
で
す
ね
。

　

こ
う
い
う
こ
と
を
考
え
て
い

る
内
に
、
僕
は
思
い
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
何
か
が
﹁
存
在
し
て

い
る
﹂
と
い
う
の
は
ど
う
い
う

こ
と
な
の
だ
ろ
う
、
と
。
皆
さ

ん
は
中
村
元
(
な
か
む
ら 

は

じ
め
)
教
授
を
ご
存
知
で
す

か
？
中
村
元
教
授
は
、﹁
人
生

を
考
え
る
﹂
と
い
う
本
の
筆
者

で
す
。
そ
し
て
そ
の
本
に
は
、

﹁
な
ぜ
存
在
は
存
在
で
あ
っ
て
、

無
で
は
な
い
の
か
﹂
と
い
う
文

章
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
確
か

０
と
い
う
数
字
を
発
明
し
た
国

は
、
イ
ン
ド
で
す
ね
。
イ
ン
ド

で
は
、﹁
無
﹂
と
い
う
も
の
は

存
在
す
る
の
だ
、
と
い
う
考
え

方
で
し
た
。
例
え
ば
﹁
○
○
が

０
個
あ
る
﹂
や
﹁
○
○
は
あ
と

０
個
残
っ
て
い
る
﹂
な
ど
。
で

は
﹁
存
在
﹂
が
﹁
無
﹂
に
な
る

こ
と
は
、
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
。

普
通
に
考
え
て
み
れ
ば
、
こ
の

世
に
存
在
す
る
も
の
が
﹁
無
﹂

に
な
る
こ
と
は
、
絶
対
に
あ
り

え
な
い
。
そ
う
思
い
ま
す
よ
ね
。

で
も
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
そ

れ
が
不
可
能
だ
と
決
ま
っ
た
わ

け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
い
う
考
え
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
。
あ
な
た
は
物
事
の
存

在
を
認
識
で
き
な
い
生
き
物
だ

と
し
ま
し
ょ
う
。
例
え
ば
今
、

あ
な
た
の
目
の
前
に
鉛
筆
が
あ

っ
て
も
、
鉛
筆
が
自
分
の
目
の

前
に
あ
る
の
だ
、
と
自
覚
で
き

な
い
の
で
す
。
そ
う
な
る
と
、

あ
な
た
に
と
っ
て
目
の
前
に
あ

る
そ
の
鉛
筆
は
、﹁
無
﹂
と
同

じ
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
あ

な
た
だ
け
で
は
な
く
、
人
類
全

員
が
そ
う
で
あ
っ
た
ら
、
人
類

に
と
っ
て
鉛
筆
と
い
う
も
の
は

存
在
し
な
い
も
の
、
も
し
く
は

﹁
無
﹂
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
う

な
っ
て
く
る
と
、
パ
ラ
レ
ル
ワ

ー
ル
ド
と
い
う
も
の
は
僕
た
ち

が
見
え
て
い
な
い
だ
け
で
、
本

当
は
あ
る
の
で
は
な
い
の
か
、

と
い
う
説
も
出
て
き
ま
す
ね
。

　

僕
た
ち
が
今
住
ん
で
い
る
世

界
は
、
様
々
な
﹁
存
在
﹂
で
い

っ
ぱ
い
で
す
。
そ
の
あ
ら
ゆ
る

﹁
存
在
﹂
の
中
で
も
、
僕
た
ち

は
と
て
も
小
さ
な
﹁
存
在
﹂
で

す
。
な
ぜ
生
き
て
い
る
の
か
も

分
か
ら
ず
、
た
だ
ひ
た
す
ら
毎

日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

で
も
僕
た
ち
は
、﹁
存
在
﹂
と

い
う
も
の
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。﹁
存
在
し
て

い
る
﹂
と
い
う
の
は
、
別
に
存

在
す
る
何
か
か
ら
注
目
を
向
け

て
も
ら
う
こ
と
で
、
初
め
て
生

ま
れ
る
も
の
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

︵
滞
米
11
年
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 ﹁
み
ん
な
で
作
っ
た
お
米
﹂

　
　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全
日
制
小
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
松
　
駿

 「『存在している』とは」
　　　　　　　プリンストン日本語学校中３

　　　　　　　　　　　　　　　岡本　壮彦

 ■児童生徒作文のページ■

 （記載学年は応募時のものです）

 ﹁
じ
ゅ
う
道
ラ
イ
オ
ン
﹂

　
　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
L
I

校
小
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
平
　
采

 「ますつり」
　　　　ニュージャージー補習授業校小１

　　　　　　　　　　　ただの　やまと

　

八
月
二
十
四
日
に
お
じ
い
ち

ゃ
ん
の
い
え
の
ち
か
く
の
ま
す

つ
り
じ
ょ
う
へ
い
き
ま
し
た
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
と
う
さ
ん

と
お
と
う
と
の
四
人
で
い
き
ま

し
た
。

　

﹁
お
も
い
。﹂
み
ん
な
で
き
ょ

う
り
ょ
く
し
て
大
き
い
さ
か
な

を
つ
り
ま
し
た
。﹁
や
っ
た
あ
。﹂

な
ん
と
五
十
一
セ
ン
チ
も
あ
り

ま
し
た
。
と
て
も
お
も
た
か
っ

た
で
す
。
つ
れ
て
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。
小
さ
な
さ
か
な
は
、

十
七
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
で
し
た
。

　

さ
か
な
は
、
い
え
に
も
っ
て

か
え
っ
て
、
や
い
て
た
べ
ま
し

た
。
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

　
　
　
　

︵
滞
米
６
年
２
か
月
︶
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 LIVING in USA
 米国の住まいを豊かにするページ：住居から考察する NY ライフスタイル

　

テ
ナ
フ
ラ
イ
は
、
ハ
ド
ソ
ン
川
に
沿
っ
て
走
る
ル
ー
ト
９
Ｗ 

を
Ｇ
Ｗ
Ｂ
か
ら

４
マ
イ
ル
ほ
ど
北
上
し
ク
リ
ン
ト
ン
通
り
を
左
折
し
た
一
帯
に
位
置
す
る
緑
の
多

い
高
級
住
宅
街
で
あ
る
。﹁
テ
ナ
フ
ラ
イ
﹂
と
い
う
名
前
は
、
17
世
紀
後
半
に
こ

の
地
に
入
植
し
た
オ
ラ
ン
ダ
人
が
﹁T

ien V
ly

﹂
＝ T

en Sw
am

ps 

︵
十
の
沼
︶

と
呼
ん
だ
事
に
由
来
す
る
。

　

子
育
て
中
の
方
や
、
教
育
熱
心
な
親
に
と
っ
て
は
、
教
育
水
準
が
高
く
常
に
州

内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
公
立
校
が
あ
る
街
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
の
中
心
に
は
古
い
駅
を
改
造
し
た
お
し
ゃ
れ
な
カ
フ
ェ
が
あ
り
、

そ
の
周
辺
に
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
昔
な
が
ら
の
映
画
館
、
ち
ょ
っ
と
し
た
買
い
物

が
で
き
る
お
店
が
徒
歩
圏
内
に
並
ん
で
い
る
。
公
園
や
図
書
館
な
ど
も
充
実
し
て

お
り
、
街
並
み
も
美
し
い
と
あ
っ
て
、
ア
ジ
ア
人
を
含
む
多
く
の
家
族
連
れ
に
と

っ
て
は
住
み
た
い
街
の
一
つ
と
し
て
常
に
人
気
が
高
い
。

　

住
宅
に
関
し
て
は
、
一
軒
家
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
賃
貸
物

件
は
ご
く
限
ら
れ
て
い
る
。
街
の
東
側
一
帯
に
広
が
る
エ
リ
ア
は
﹁
イ
ー
ス
ト
ヒ

ル
﹂
と
呼
ば
れ
、
豪
邸
が
建
ち
並
び
景
観
も
非
常
に
美
し
い
。
最
近
イ
ー
ス
ト
ヒ

ル
で
は
、
古
い
お
屋
敷
に
隣
り
合
わ
せ
る
よ
う
に
新
築
の
モ
ダ
ン
な
豪
邸
の
建
設

が
進
ん
で
い
る
。

　

そ
ん
な
イ
ー
ス
ト
ヒ
ル
に
位
置
す
る
、
マ
グ
ノ
リ
ア
通
り
１
５
５
番
地
に
建

設
中
の
家
も
そ
の
ひ
と
つ
だ
。︵
価
格
１
８
９
万
９
０
０
０
ド
ル
︶ 

６
寝
室
＋
４
・

５
浴
室
の
ハ
イ
ク
オ
リ
テ
ィ
で
モ
ダ
ン
、

天
井
も
高
く
、
陽
当
た
り
の
良
い
ゴ
ー

ジ
ャ
ス
な
新
築
物
件
だ
。

　

新
築
物
件
の
良
い
所
は
、
建
設
中
の

完
成
具
合
に
も
よ
る
が
、
仕
上
が
り
が

ま
だ
最
終
段
階
で
な
け
れ
ば
、
壁
の
色

や
床
の
材
質
の
種
類
な
ど
も
自
分
で
選

べ
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
キ
ッ
チ
ン
や
浴

室
の
設
備
も
、
納
入
前
で
あ
れ
ば
、
自

分
好
み
の
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
や
キ
ッ
チ
ン

機
器
な
ど
を
オ
ー
ダ
ー
す
る
こ
と
も
で

き
る
。
立
地
の
良
い
新
築
物
件
は
、
特

に
若
い
層
の
家
族
に
は
大
変
人
気
が
あ

り
、
即
売
し
す
ぐ
に
市
場
か
ら
な
く
な

る
の
が
現
状
だ
。
問
い
合
わ
せ
は
、
電

話 

２
０
１
・
３
４
４
・
４
４
０
７
、

Ｅ
メ
ー
ルkayhasebe@

gm
ail.com

 　

長
谷
部
さ
ん

︵
写
真
提
供
・
ケ
ラ
ー
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
シ

テ
ィ
ビ
ュ
ー
ズ
リ
ア
ル
テ
ィ
︶

家
族
連
れ
に
と
っ
て

常
に
憧
れ
の
街

NJ 州テナフライ

　

日
本
ク
ラ
ブ
ス
ペ
シ
ャ
ル
・

ウ
ェ
ビ
ナ
ー
﹁
ア
イ
ビ
ー
リ
ー

グ
の
入
り
方
﹂
で
お
馴
染
み
の

作
家
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
冷

泉
彰
彦
氏
と
ア
イ
ビ
ー
リ
ー

グ
・
キ
ャ
ン
パ
ス
を
巡
る
、
﹁
冷

泉
彰
彦
氏
と
行
く
米
国
東
海
岸

ア
イ
ビ
ー
リ
ー
グ
大
学
キ
ャ
ン

パ
ス
・
ツ
ア
ー
﹂
︵
催
行
・
Ｊ

Ｔ
Ｂ　

Ｕ
Ｓ
Ａ
イ
ン
ク
︶
が
、

６
月
29
日
︵
水
︶
か
ら
30
日
︵
木
︶

ま
で
の
１
泊
２
日
で
開
催
さ
れ

る
。
１
日
目
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
大

学
、
イ
エ
ー
ル
大
学
、
夜
は
ボ

ス
ト
ン
に
て
冷
泉
氏
と
の
夕

食
・
交
流
会
を
予
定
。
２
日
目

は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
、
マ
サ
チ

ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
、
ブ
ラ

ウ
ン
大
学
を
巡
る
。

　

参
加
費
は
１
部
屋
２
人
利
用

の
場
合
ひ
と
り
１
１
６
０
ド

ル
、
１
部
屋
１
人
利
用
の
場
合

ひ
と
り
１
３
４
０
ド
ル
。
料
金

に
は
２
日
間
の
行
程
の
車
両

代
、
ガ
イ
ド
代
、
施
設
使
用
料
、

宿
泊
代
、
食
事
代
４
回
分
が
含

ま
れ
る
。

　

問
い
合
わ
せ
・
予
約
は
電
話

２
０
１
・
２
８
８
・
５
５
９
２
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ルm

eetings-
events@

jtbusa.com

︵

Ｊ

Ｔ
Ｂ　

Ｕ
Ｓ
Ａ
イ
ン
ク
︶
ま

で
。
希
望
者
は
６
月
７
日︵
火
︶

ま
で
に
申
し
込
み
サ
イ
ト

H
T

T
P

S://C
V

E
N

T
.M

E
/

Z1N
G

D
A

か
ら
。
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://w

w
w

.
nipponclub.org

を
参
照
。

■
冷
泉
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

作
家
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
在

住
。
作
家
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
。
プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語

学
校
高
等
部
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
。

１
９
５
９
年
東
京
生
ま
れ
。
東

京
大
学
文
学
部
卒
業
。
コ
ロ
ン

ビ
ア
大
学
大
学
院
修
士
︵
日
本

語
教
授
法
︶。
福
武
書
店
︵
現

ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
︶
勤
務
を
経
て
93
年
に
渡

米
。
ベ
ル
リ
ッ
ツ
・
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
社
経
営
企
画
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
、
州
立
ラ
ト
ガ
ー
ス

大
学
常
勤
講
師
な
ど
を
歴
任
。

著
書
に
﹃
ア
イ
ビ
ー
リ
ー
グ
の

入
り
方　

ア
メ
リ
カ
大
学
入
試

の
知
ら
れ
ざ
る
実
態
と
名
門
大

学
の
合
格
基
準
﹄︵
Ｃ
Ｃ
Ｃ
メ

デ
ィ
ア
ハ
ウ
ス
︶。﹃
民
主
党
ア

メ
リ
カ　

共
和
党
の
ア
メ
リ

カ
﹄
︵
日
経
出
版
︶。﹃
ア
メ
リ

カ
の
警
察
﹄︵
ワ
ニ
ブ
ッ
ク
ス

プ
ラ
ス
新
書
︶。﹃﹁
関
係
の
空

気
﹂
﹁
場
の
空
気
﹂﹄︵
講
談
社

現
代
新
書
︶
な
ど
。
週
刊
メ
ル

マ
ガ
︵
有
料
︶﹁
冷
泉
彰
彦
の

プ
リ
ン
ス
ト
ン
通
信
﹂配
信
中
。

N
ew

sw
eek

日
本
版
公
式
ブ

ロ
グ
、毎
週
更
新
中
。
雑
誌﹃
鉄

道
ジ
ャ
ー
ナ
ル
﹄
に
﹁
鉄
道
技

術
を
読
み
解
く
﹂
連
載
。

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

冷
泉
彰
彦
氏
と
行
く

ア
イ
ビ
ー
リ
ー
グ

キ
ャ
ン
パ
ス
・
ツ
ア
ー

６月 29-30 日実施

名
門
大
を
巡
る

mailto:kayhasebe@gmail.com
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発
達
障
害
か
ら
癌
ま
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
病
気
を
治
す
お
手
伝

い
を
し
て
き
て
、
良
く
分
か
っ

た
の
は
「
病
気
は
治
ら
な
い
」

と
い
う
事
で
し
た
。

「
治
る
」
＝
「
回
復
す
る
」

＝
「
元
に
戻
る
」
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
が
一
般
的
か
と
思
い
ま
す

が
、
人
間
の
体
は
常
に
再
生
し

続
け
、
前
進
し
て
い
る
の
が
ネ

イ
チ
ャ
ー
で
す
か
ら
、
「
元
に

戻
る
」
＝
「
過
去
に
戻
る
」
わ

け
が
あ
り
ま
せ
ん
。
人
の
体
の

細
胞
の
総
数
は
約
60
兆
個
で

す
。
不
要
に
な
っ
た
細
胞
は
死

に
、
新
し
い
細
胞
を
分
裂
さ
せ

て
２
個
に
し
、
そ
の
う
ち
の
１

個
を
死
ん
だ
細
胞
と
入
れ
替
え

る
の
で
す
。
１
日
に
約
１
兆
個

分
が
、
生
ま
れ
変
わ
る
そ
う
で

す
。
ち
な
み
に
、
脳
は
一
か
月

で
そ
の
40
％
の
細
胞
を
入
れ
替

え
、
更
新
速
度
の
遅
い
細
胞
で

も
、
大
体
１
年
で
全
て
入
れ
替

わ
り
ま
す
。
６
〜
７
年
で
、
人

一
人
丸
ご
と
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ

れ
る
の
で
す
。言
っ
て
み
れ
ば
、

朝
と
夜
、
昨
日
と
今
日
で
は
、

別
の
自
分
が
存
在
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
人
間
性
を
深
め

る
た
め
に
経
験
を
通
し
て
学
習

し
、
自
己
を
高
め
、
成
長
し
て

薬
で
戻
さ
ず
、
自
然
治
癒
力
で

「
脱
皮
」
さ
せ
る
　
　
　
　

い
き
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を

「
脱
皮
」
と
呼
び
ま
す
。
よ
り

苦
し
い
経
験
を
乗
り
越
え
る
こ

と
で
、
よ
り
大
き
な
脱
皮
を
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。「
脱
皮
」

す
る
こ
と
は
、
自
信
を
高
め
、

よ
り
自
由
な
生
き
方
を
実
現
す

る
力
を
養
う
こ
と
で
も
あ
る
の

で
す
。
病
気
も
、
経
験
で
す
。

そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
病
気
で
あ

っ
て
も
、
生
来
得
た
力
＝
自
然

治
癒
力
を
も
っ
て
解
決
し
な
け

れ
ば
、人
は
脱
皮
で
き
ま
せ
ん
。

薬
で
症
状
を
止
め
て
し
ま
う
行

為
は
、
自
己
の
成
長
を
妨
げ
て

し
ま
う
行
為
で
す
。
症
状
と
い

う
苦
し
み
を
乗
り
越
え
、
自
分

の
力
で
病
気
を
解
決
す
る
チ
ャ

ン
ス
を
取
り
上
げ
ら
れ
て
し
ま

っ
た
自
己
は
脱
皮
で
き
ず
、
病

気
に
な
っ
た
過
去
の
時
間
の
中

に
凍
結
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

根
本
原
因
を
正
さ
ず
、
症
状
と

い
う
苦
し
さ
か
ら
逃
れ
る
た
め

に
医
薬
品
に
頼
れ
ば
、
体
と
心

の
成
長
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
ズ
レ

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
体

は
、
毎
日
の
自
然
な
細
胞
再
生

に
よ
っ
て
ど
ん
ど
ん
前
進
し
て

い
く
の
に
、
自
己
は
ど
ん
ど
ん

過
去
に
置
い
て
き
ぼ
り
に
さ
れ

て
し
ま
う
。
こ
れ
が
、
自
信
喪

失
の
プ
ロ
セ
ス
で
も
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
あ
る
時
、
理
由
の

分
か
ら
な
い
イ
ラ
イ
ラ
や
不
満

足
感
に
気
づ
く
の
で
す
。
そ
こ

か
ら
「
本
当
の
自
分
」
探
し
が

始
ま
る
の
で
す
。

あ
る
時
期
、
多
く
の
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
が
「
本
当
の
自
分
を
探

し
て
い
ま
す
」
と
訴
え
て
く
る

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
い

う
時
、
私
は
「
で
は
、
今
わ
た

し
の
目
の
前
で
、
そ
う
言
っ
て

い
る
あ
な
た
は
ど
な
た
で
す

か
？
」
と
問
い
返
し
ま
し
た
。

そ
の
頃
か
ら
、
こ
の
不
思
議
な

問
答
が
気
に
か
か
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
や
っ
と
そ
の
理
由
が

分
か
り
ま
し
た
。
薬
を
使
う
こ

と
で
「
治
る
」
の
は
、「
元
に

戻
る
」
こ
と
、
つ
ま
り
「
過
去

に
戻
る
こ
と
」
に
な
り
、
自
然

治
癒
力
を
生
か
す
こ
と
で
「
治

る
」
の
は
、「
脱
皮
」
す
る
こ
と
、

つ
ま
り
「
未
来
に
進
む
こ
と
」

に
な
る
の
で
す
。
薬
に
頼
っ
て

も
「
治
る
」
こ
と
が
な
か
っ
た

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
た
ち
は
、
病
気

に
な
っ
た
時
間
の
中
に
凍
結
し

て
し
ま
っ
た
自
己
を
レ
ス
キ
ュ

ー
し
に
、
そ
の
方
法
を
学
び
に

私
の
オ
フ
ィ
ス
を
訪
ね
て
き
た

の
で
し
ょ
う
。
自
然
治
癒
力
で

治
す
こ
と
の
意
味
は
、
こ
こ
に

あ
っ
た
の
で
す
。

カ
ス
ト
ロ
・
岡
牧
子

：

米
国

栄
養
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
認

定
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
Ｇ
Ａ
Ｐ

Ｓ
認
定
食
事
療
法
士
、
フ
ェ

ル
デ
ン
ク
ラ
イ
ス
・
メ
ソ
ッ

ド
認
定
プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ

ー
。
１
０
０
％
健
康
で
幸
せ
な

人
生
の
た
め
の
﹁
マ
キ
コ
メ

ソ
ッ
ド
﹂
を
考
案
。Natural 

HealingArtists

創
業
者
兼
代

表
。NaturalHealingArtists.

com

ソ
ー
ホ
ー
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

N
ow

H
ere

（
ナ
ウ
ヒ
ア
：
ウ

ー
ス
タ
ー
通
り
40
番
地
）
は

22
日
（
金
）
か
ら
５
月
29
日

（
日
）
ま
で
、C

hie Shim
izu

の
個
展
「R

O
JI

」
を
開
催
す

る
。
タ
イ
ト
ル
の
「R

O
JI

」
は
、

茶
室
に
つ
な
が
る
庭
で
あ
る

「
露
地
」
に
由
来
。
20
体
以
上

の
精
密
な
人
物
像
で
構
成
さ
れ

る
同
展
で
は
、
「
今
ま
で
私
に

感
動
を
与
え
て
く
れ
た
多
く
の

人
々
の
想
い
や
人
生
を
体
現
し

た
作
品
を
露
地
の
よ
う
な
空
間

で
展
示
す
る
こ
と
で
、
人
々
の

心
の
奥
底
に
届
け
る
こ
と
」
を

目
指
し
て
い
る
。

入
場
無
料
。
開
廊
時
間
は
水

〜
日
曜
の
午
前
11
時
か
ら
午
後

６
時
。
月
・
火
曜
休
廊
。
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
22

日
（
金
）
午
後
６
時
か
ら
８
時

ま
で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トhttps://now
here-nyc.

com
/

を
参
照
す
る
。

Chie Shimizuの個展

「ROJI」を開催
­­ソーホーのNowHereで

ミニマリズム宮本和子の展覧会JSで29日から

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ

ー
（
Ｊ
Ｓ
）
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
東

47
丁
目
３
３
３
番
地
）
は
29
日

（
金
）
か
ら
7
月
10
日
（
日
）

ま
で
、
宮
本
和
子
の
展
覧
会

「
宮
本
和
子
：
挑
む
線
」
を
開

催
す
る
。
宮
本
は
60
年
代
に
男

性
中
心
に
発
展
を
遂
げ
て
い
た

ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
運
動
に
風
穴
を

開
け
、
貢
献
を
し
た
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
で
、
今
回
は
宮
本
の
美
術

機
関
で
の
世
界
初
の
個
展
と
な

る
。
展
覧
会
デ
ザ
イ
ン
は
、
Ｎ

Ｙ
拠
点
の
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
、

ラ
ン
ス
マ
イ
ヤ
ー
社
の
創
設
者

で
あ
る
レ
オ
ン
・
ラ
ン
ス
マ
イ

ヤ
ー
が
担
当
す
る
。

宮
本
は
１
９
４
２
年
東
京
生

ま
れ
。
64
年
Ｎ
Ｙ
に
移
住
し
、

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ロ
ー
ワ
ー
・

イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド
を
拠
点
に
制

作
を
続
け
て
き
た
。同
展
で
は
、

ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
運
動
に
独
自
の

表
現
法
で
挑
ん
だ
60
年
代
後
半

の
絵
画
や
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
、
70

年
代
の
空
間
的
構
造
体
の
作

品
、
87
年
か
ら
２
０
０
０
年
代

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
よ
る
概

念
的
実
験
や
「
キ
モ
ノ
」
シ
リ

ー
ズ
な
ど
を
展
示
す
る
。

入
場
料
は
一
般
12
ド
ル
、
学

生
・
シ
ニ
ア
が
10
ド
ル
、
Ｊ

Ｓ

会

員
・

16

歳

以

下
、

障

害
者
と
そ
の
付
添
者
は
無

料
。
開
廊
時
間
は
木
〜
日
曜

の
正
午
か
ら
午
後
６
時
ま

で
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳
細
は
電
話

２
１
２
・
７
１
５
・
１
２
５
８
、

ま

た

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

h
t

t
p

s
:/

/
w

w
w

.
japansociety.org/

を
参
照
。

Courtesy of 
the artist and 

Zurcher Gallery, 
New York/Paris

「挑む線」

https://america-keitai.com/


NYコミュニティに参加して、楽しいアクティブアダルトライフを！
　

﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
を
発
行
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
生
活
プ
レ
ス
社
が
窓
口
と
な
っ
て
２
０

２
０
年
末
に
立
ち
上
げ
た
、
日
本
帰
国
支
援

サ

ー

ビ

ス
﹁FU

RU
SA

T
O

 PRO
JECT

﹂

の 

Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
す
が
、
お
陰
様
で

こ
の
１
年
で
約
１
０
０
名
が
参
加
頂
け
る
ま

で
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、﹁
ア
ク
テ
ィ
ブ

ア
ダ
ル
ト
ラ
イ
フ
﹂
を
テ
ー
マ
と
し
、
こ
れ

か
ら
の
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
ど
の
よ
う
に
過
ご

し
て
い
く
の
か
。
日
本
へ
の
帰
国
を
考
え
た

り
、
悩
ん
で
い
る
方
々
に
対
し
て
、﹁
お
金
・

健
康
・
生
活
・
人
間
関
係
﹂
の
4
つ
の
ポ
イ

ン
ト
に
し
て
、
一
緒
に
悩
み
を
解
決
し
て
い

く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
を
毎
月
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
考
え
る
﹁
ア
ク
テ
ィ
ブ
ア
ダ
ル

ト
ラ
イ
フ
﹂
は
、﹁
自
分
の
強
み
を
活
か
し
て

社
会
に
貢
献
す
る
エ
ル
ダ
ー
﹂
と
定
義
し
て

い
ま
す
。
日
本
へ
帰
国
し
た
後
、
皆
さ
ん
の

こ
れ
ま
で
の
経
験
や
知
識
、
強
み
を
活
か
し

て
、
日
本
を
、
そ
し
て
日
本
の
若
者
を
一
緒

に
元
気
に
し
た
い
!!
そ
う
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
世
界
が
一
変
し
ま
し
た
。

い
つ
何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
と
実
感
し

た
か
ら
こ
そ
、
今
、
こ
れ
か
ら
の

人
生
を
主
体
的
に
生
き
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
教
え
て
く
れ
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
一
緒
に
ア

ク
テ
ィ
ブ
ア
ダ
ル
ト
ラ
イ
フ
を
築

き
、
人
生
よ
り
幸
せ
に
歩
ん
で
い

き
ま
せ
ん
か
？

　

次
の
よ
う
な
悩
み
を
お
持
ち
の

方
は
、
是
非
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
ご
参
加
下
さ
い
。
ま
た
、
将
来

の
参
考
に
し
た
い
と
い
う
現
役
世

代
の
方
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

☑
日
本
へ
の
帰
国
を
考
え
て
い

て
、
何
か
ら
始
め
て
良
い
か
分
か

ら
な
い
。

☑
日
本
へ
帰
国
を
考
え
て
い
る

け
ど
、
日
本
の
情
報
が
分
か
ら
な

い
。

☑
ア
メ
リ
カ
の
老
後
に
漠
然
と

し
た
不
安
を
抱
え
て
い
る
。

☑
身
寄
り
が
少
な
く
、
同
じ
よ
う
な
境
遇
の

方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
た
い
。

☑
日
本
帰
国
を
考
え
て
い
る
け
ど
誰
に
相
談

し
て
良
い
か
分
か
ら
な
い
。

　

FU
RU

SA
T

O
 PRO

JECT

の
Ｎ
Ｙ
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
が
、
あ
な
た
に
と
っ
て
抱
え
て
い

る
悩
み
の
解
決
に
繋
が
る
一
歩
を
踏
み
出
せ

る
と
思
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
今
後
も
さ
ら
に

特
典
を
充
実
し
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て

良
い
も
の
に
な
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。 

ご
友
人
等
で
お
困
り
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
ら
、
是
非
こ
の
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
！

　

有
料
・
無
料
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
共
に
、
会

員
へ
の
加
入
は　

Ｎ
Ｙ
事
務
局
窓
口
担
当　

久

松

茂
︵hisam

atsu@
nyseikatsu.com

︶

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
お
申
し
込
み
の

際
は
、
参
加
希
望
者
の
フ
ル
ネ
ー
ム
︵
日
本

語
表
記
・
英
語
表
記
共
に
︶、
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
、
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
有
料
・
無

料
ど
ち
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
ご
参
加
希
望

か
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

日本帰国支援サービス「FURUSATO PROJECT」

無料NYコミュニティ参加の特典

有料NYコミュニティ会員の特典

「ワークショップ・アクティブアダルトライフ～日本帰国を考える7回シリーズ～第3弾」（無料）

・日本の情報などこれからの老後生活に有益な情報
がメルマガで得られる

・オンラインのワークショップ等のセミナー案内が
優先的に届く

・ワークショップに参加できなかった方は、セミ
ナー動画の閲覧が可能

・お悩みに対して相談窓口が対応

・ニューヨークでの現地情報

・オンラインでの健康コンサルティングの料金特別
割引

無料会員の特典をさらにパワーアップし、有料会員
限定の特典をご提供します。

・LINEグループのオンラインコミュニティ（有料会員
の方同士でオンライン・オフラインで繋がれる）

・有料会員向けメルマガ（月1回の有料会員限定の
日本帰国に関する有益情報）

・セミナー優先案内と優先申込（事務局が主催する
セミナーを先行案内）

・有料会員限定イベント（今後一時帰国プランや住
まい探しイベントなどを企画予定）

・FURUSATO PROJECTサービスを特別価格にてご
提案

・少人数制イベントへの参加費は無料（一般参加は
2000円）

・上記に加え、無料コミュニティの特典も全て受け
られます

＜有料コミュニティ会費＞　月1,650円（税込）

FURUSATO PROJECT NY 事務局窓口担当／週刊 NY 生活　業務責任者・社長　　久松　茂　(hisamatsu@nyseikatsu.com)

FURUSATO PROJECT では、将来のご帰
国に向けた準備をスムーズにしていただ
くため、お客様それぞれのニーズに合わ
せた、「リアル一時帰国・視察 & 体験ツ
アー」と「バーチャル一時帰国・視察 &
体験ツアー」をご提案いたしております。
詳細は事務局までお問合せください。

NY コミュニティに登録すると、全 7 回シリーズのオンラインワークショップなどのイベントに参加できます。

◆ 3 月：日本に帰国するために必要なチェックリストと解決方法（終了）
◆ 5 月：帰国準備の進め方〜これからのキャッシュフローを万全にする〜
◆ 7 月：帰国準備の進め方〜 401K や年金、税金対策〜
◆ 9 月：帰国準備の進め方〜健康を手に入れる 今から取り組むべきこと〜
◆ 11月：帰国準備の進め方〜最適な賃貸・分譲を見つける対策〜
◆ 1 月：帰国準備の進め方〜最適な介護施設を見つける対策〜

(19  )　　 ［文化・芸能］　　 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU 2022 年（令和 4 年）4 月 23 日（土）

 EVENT　 
■日本クラブ主催「親子で楽しむファミ
リーイベント」＝ 4/30　午前中はアメリ
カ自然史博物館で日本語ガイドによるツ
アー、午後はセントラルパークで日本ク
ラブシェフによる特製弁当を食べながら
ピクニックを楽しむ。参加費：大人 $85（会
員 $70）、子供 $55（会員 $40）
詳細は https://www.nipponclub.org
■ NY 日 系 人 会 主 催・ 第 17 回「JAA
さ く ら 祭 り 」 ＝ 4/30　11:00 〜 14:00　
Flushing Meadows Corona Park　 僧 太
鼓、JAA コーラス、沖縄三線と琉球踊り
などが行われる。当日朝 10 時に JAA 前
から大型バス 2 台で出発する。定員 200
人。参加費（バスとお弁当込み）：一般
$15、JAA 会員 $10　申し込みは E メー
ル info@jaany.org まで。
■ オ ー キ ッ ド シ ョ ー「Jeff Leatham's 
Kaleidoscope 」 ＝ 5/1 ま で　The New 
York Botanical Garden（2900 Southern 
Boulevard,Bronx）NY 植 物 園 で 毎 春 恒
例のラン展。今年はフラワーデザイナー
のジェフ・リータムによる作品が展示さ
れる。入場料：一般 $30、学生・シニア
$28、2 〜 12 歳 $15、2 歳 以 下 は 無 料。
詳細は www.nybg.org/
■ジャパンデーパレード＝ 5/14　13:00　
着物や浴衣、花魁、御神輿などのグルー
プがセントラルパークウエスト 81 丁目
から 68 丁目までを南下する。パレード
のグランドマーシャルは俳優ジョージ・
タケイ氏。美少女戦士セーラームーンの
キャストや太鼓、空手、よさこいなどの
パフォーマンスも予定。
詳細は www.japandaynyc.org/

CLASS/SEMINAR
■ NY 州医療保険制度（オバマケア）オ
ン ラ イ ン セ ミ ナ ー ＝ 4/29　15:00　NY

州の医療保険制度について学ぶ。対象
は NY 州在住でメディケア資格がない 65
歳以下の人。講師はシニアヘルスナビ
ゲーターの井口愛さん。申し込みは電話
212・840・6942、E メ ー ル info@jaany.
org（NY 日系人会）まで。
■ BC ネットワーク主催、第 3 回乳がん
シンポジウム＝ 5/1　13:00　「最新の科
学治療法と遺伝子検査との関係」をテー
マに、腫瘍内科教授・テキサス MD アン
ダーソンがんセンターの上野直人医師が
講演する。オンラインと NY 日系人会（西
45 丁目 9 番地 11 階）にて開催。参加無料。
詳細は http://bcnetwork/

THEATRE/DANCE
■「OKI：アイヌの音楽」コンサート。
5 月 6 日（ 金 ） 午 後 ７ 時 30 分 ジ ャ パ
ン・ソサエティーで。樺太アイヌの弦楽
器・トンコリを基調とした独特な音楽で

グローバルに活躍するミュージシャン、
OKI。レゲエ、ダブ、R&B、ジャズ、ワー
ルドミュージックを織り交ぜた新しい音
楽表現に挑戦。コンサートの翌日 5 月 7
日（土）に、OKI が出演している映画『ア
イヌモシリ（Ainu Mosir）』を上映。 チケッ
ト料金：一般＄30 ／ JS 会員＄25　チケッ
ト購入：https://www.japansociety.org/

ART
　

■武蔵野コンソーティアム主催、第 4 回「年
次グループ展」＝ 5/4 〜 15　gallery128

（128 Rivington St.）NYC および近郊に在
住する 14 人の武蔵野美術大学の仲間に
よって 2018 年に結成されたグループ作
品展。オープニングレセプションは 5/5

（木）午後 5 時〜 8 時。入場無料。詳細
は https://www.galleryonetwentyeight.org/
■ NY 日系人会主催、第 26 回「JAA ニュー
ヨークで活躍する日本人・日系人美術家
展覧会」＝ 5/12 〜 21　JAA 会館（49 W 
45th St. 11F）佐々木健二郎、篠原有司男

ら 30 人の作家が参加。オープニングレ
セプションは 5/12（木）午後 4 時〜 6 時。
参加は要予約。入場無料。
詳細は https://jaany.org/
■ バ ス キ ア 展 覧 会「Jean-Michel 
Basquiat：King Pleasure」 ＝ 4/9 〜　
Starrett-Lehigh Building（601 W 26th St.）
ジャン＝ミシェル・バスキアの 200 点以
上の未公開・希少作品を集めた展覧会。
入場料：一般 $35 〜、学生・シニア $32 〜、
2 〜 13 歳 $30　
詳細は https://kingpleasure.basquiat.com/
■アンディー・ウォーホル展「Revelation」
＝ 6/19 ま で　Brooklyn Museum（200 
Eastern Parkway）ウォーホルとカトリッ
クをテーマに、最後の晩餐、十字架や聖
母子などをモチーフにした作品のほか、
写真やオブジェなどを展示。入場料：一
般 $25、 学 生・ シ ニ ア $16、4 〜 12 歳
$10、3 歳以下・会員無料。
詳細は https://www.brooklynmuseum.org/

 

新
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
界
隈

 

文
・
ト
シ
・
カ
プ
チ
ー
ノ

　

コ
ロ
ナ
禍
の
闇
の
時
代
を
経

て
、
昨
秋
か
ら
再
開
さ
れ
た
ブ

ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

の
数
々
！
な
か
で
も
興
味
深
い

現
象
が
鳴
り
物
入
り
で
開
幕

し
た
マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ャ
ク
ソ

ン
を
描
い
た
新
作
﹁M

J T
he 

M
usical

﹂
で
あ
る
。
こ
の
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
に
は
、
色
々
な
人

た
ち
か
ら
、"

ど
う
よ
っ”

て

っ
た
の
だ
。
こ
り
ゃ
普
段
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
な
ん
か
に
関
心
ゼ
ロ

の
、
み
ー
ち
ゃ
ん
は
ー
ち
ゃ
ん

達
だ
っ
て
、
俄
然
興
味
津
々
と

な
る
わ
け
で
あ
る
。  

　

と
な
る
と
、
こ
の
子
育
て
も

一
段
落
つ
い
た
あ
た
り
の
、
暇

と
小
金
持
て
余
し
て
そ
う
な
ベ

ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
後
期
に
は
、
か

な
り
の
潜
在
的
需
要
が
あ
り
そ

う
で
あ
る
。
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ

が
世
界
の
頂
点
に
上
り
詰
め
た

マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
を
ほ

っ
て
お
く
は
ず
が
な
い
。 

こ

れ
ま
で
多
く
の
ブ
ー
マ
ー
世
代

︵
１
９
４
６
〜
64
︶
の
ス
ー
パ

ー
ス
タ
ー
が
ジ
ュ
ー
ク
ボ
ッ
ク

ス
化
さ
れ
た
。
例
え
ば
ビ
ー
ト

ル
ズ
、
エ
ル
ビ
ス
・
プ
レ
ス
リ

ー
、
ビ
リ
ー
・
ジ
ョ
エ
ル
な
ど

枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
こ
れ

は
つ
ま
り
制
作
側
に
と
っ
て
、

Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
ベ
ー
ス
か
ら
脚
本
と

曲
作
り
を
始
め
て
行
く
の
に
比

べ
た
ら
、
知
名
度
＆
人
気
が
既

に
保
証
済
み
の
楽
曲
を
使
っ
た

方
が
宣
伝
や
話
題
作
り
も
カ
ン

タ
ン
だ
か
ら
だ
。
し
か
も
観
客

か
ら
す
れ
ば
お
馴
染
み
の
曲
を

一
緒
に
口
ず
さ
め
る
と
い
う
と

っ
つ
き
易
さ
も
魅
力
。そ
の
点
、

マ
イ
ケ
ル
の
ヒ
ッ
ト
曲
と
人
気

度
は
折
り
紙
付
な
の
だ
。  

　

脚
本
は
世
界
の
報
道
、
文

化
、
芸
術
に
貢
献
し
た
者
に
与

え
る
高
尚
な
ピ
ュ
ー
リ
ッ
ツ
ァ

ー
賞
を
２
度
も
受
賞
し
て
い
る

リ
ン
・
ノ
ッ
テ
ー
ジ
。 

92
年

に
は
﹃
デ
ン
ジ
ャ
ラ
ス
・
ツ
ア

ー
﹄
の
舞
台
裏
を
描
き
、
日
頃

見
れ
な
い
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
の

得
意
稀
な
言
動
や
、
マ
イ
ケ
ル

を
伝
説
的
な
地
位
に
押
し
上
げ

た
類
稀
な
才
能
を
垣
間
見
る
こ

と
が
で
き
る
。 

こ
れ
ま
で
の

所
謂
ジ
ュ
ー
ク
ボ
ッ
ク
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
の
中
に
は
、
多
少
な
り

と
も
、
主
役
の
光
の
部
分
だ
け

で
な
く
、
闇
の
部
分
も
描
き
出

そ
う
と
す
る
作
品
も
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
Ｍ
Ｊ
氏
の
晩
年

に
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
と
な
っ
た
ゲ

イ
疑
惑
、
幼
児
虐
待
な
ど
、
暴

露
系
ゴ
シ
ッ
プ
ネ
タ
は
一
切
描

か
れ
て
お
ら
ず
、
セ
リ
フ
に
膨

ら
み
も
ユ
ー
モ
ア
も
な
く
、
舞

台
芸
術
と
い
う
観
点
か
ら
は
、

薄
っ
ぺ
ら
い
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。
こ
れ
は
親
族
が
ク
レ
ジ

ッ
ト
さ
れ
て
い
る
事
か
ら
み

て
、
マ
イ
ケ
ル
の
家
族
に
忖
度

し
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
の
で
細

か
い
内
省
的
な
諸
事
は
取
っ
払

っ
て
、
単
純
に
お
馴
染
み
の
曲

と
ダ
ン
ス
で
70
〜
80
年
代
の
パ

ー
テ
ィ
気
分
に
浸
り
た
い
と
い

う
向
き
に
は
う
っ
て
つ
け
な
の

か
も
知
れ
な
い
。
な
の
で
冒
頭

に
述
べ
た
お
っ
ち
ゃ
ん
＆
お
ば

ち
ゃ
ん
達
な
ら
、
フ
ィ
ー
バ
ー

で
き
る
か
も
か
も
ー
ん
。

　

ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
っ
て
、
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
っ
て
、
楽
し
い
だ

け
で
な
く
、
人
生
訓
が
い
っ
ぱ

い
詰
ま
っ
た
素
晴
ら
し
い
も
ん

な
ん
で
す
ね
。

ト
シ
・
カ
プ
チ
ー
ノ

：

キ
ャ

バ
レ
ー
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
／ 

演
劇
評
論
家
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
１
３
０
名
で
構
成
さ
れ
る
ド

ラ
マ
・
デ
ス
ク
賞
の
数
少
な
い

日
本
人
メ
ン
バ
ー
。
週
刊
Ｎ
Ｙ

生
活
﹁
新
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
界

隈
﹂
連
載
中
。
Ｔ
Ｖ
：
Ｔ
Ｂ

Ｓ
﹁
世
界
の
日
本
人
妻
は
見

た
！
﹂
日
本
テ
レ
ビ
﹃
愛
の
お

悩
み
解
決
！
シ
ア
ワ
セ
結
婚
相

談
所
﹄﹁
ス
ッ
キ
リ
﹂﹁ZIP!

﹂

studio82℉

所
属
タ
レ
ン
ト

な
問
い
合
わ
せ
が
や
た
ら
と
来

る
の
で
あ
る
。
面
白
い
こ
と
に

連
絡
し
て
く
る
の
は
決
ま
っ

て
、
普
段
、
酒
、
ゴ
ル
フ
、
ピ

ア
ノ
バ
ー
な
ど
に
し
か
興
味
が

な
さ
そ
う
な
中
年
男
や
韓
流
ド

ラ
マ
や
Ｂ
Ｔ
Ｓ
命
の
お
ば
さ
ま

達
ば
か
り
。
い
っ
た
い
何
が
彼

ら
の
興
味
を
駆
り
立
て
る
の

か
！
？  

　

鑑
み
る
に
Ｍ
Ｊ
氏
の
ソ
ロ
デ

ビ
ュ
ー
ア
ル
バ
ム
﹁O

ff the 
W

all

﹂
は
１
９
７
９
年
、
爆

発
的
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た
ア
ル
バ

ム
﹁T

hriller

﹂
は
82
年
に
そ

れ
ぞ
れ
リ
リ
ー
ス
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
例
え
ば
去
年
恥
ず

か
し
な
が
ら
還
暦
を
迎
え
た
私

の
、
花
も
恥
じ
ら
う
番
茶
も
出

花
の
18
歳
と
20
歳
の
新
成
人
と

な
っ
た
年
で
あ
る
。
今
じ
ゃ
見

る
影
も
な
い
が
、
私
だ
っ
て
、

当
時
は
お
肌
プ
ル
プ
ル
。
恋
に

身
を
焦
が
し
、
永
遠
に
続
く
と

見
え
る
人
生
は
目
前
に
燦
然
と

輝
い
て
た
。
要
は
私
が
い
っ
ち

ゃ
ん
ブ
イ
ブ
イ
言
わ
せ
て
た
時

の
青
春
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
が
Ｍ
Ｊ
や
Ｅ

Ｗ
＆
Ｆ
や
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ａ
な
ん
か
だ

マイケル・ジャクソンの

ミュージカルレビュー

＠ Matthew Murphy
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2022 年（令和 4 年）4 月 23 日（土） 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU ［広　告］　　(20  )

週刊NY生活 の広告をぜひご活用下さい ! !
それぞれの広告から、広告主のウェブサイト（ウェブサイトがない場合は広告に記載されている連絡先）にリンクが貼られていますので、

ワンクリックでより詳細な情報をゲットでき、大変便利です！
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